
2020年新国立　どんな姿に

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
５
月
２７
日
の
社
員
総
会
で
新

し
い
理
事
・
監
事
を
選
任
、
同
日
の
理
事
会
は
伊
藤

芳
明
さ
ん（
毎
日
新
聞
）を
理
事
長
に
再
任
し
た
。

副
理
事
長
に
は
水
谷
亨
さ
ん（
共
同
通
信
）と
板
野

裕
爾
さ
ん（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）が
新
た
に
選
ば
れ
た
。
ク
ラ

ブ
の
役
員（
理
事
・
監
事
）は
１
期
２
年
。
第
22
期

の
執
行
部
が
発
足
し
た
。

　
伊
藤
理
事
長
は
昨
年
５
月
、
吉
田
慎
一
前
理
事
長

（
朝
日
新
聞
）が
第
21
期
の
任
期
途
中
で
退
任
し
た
の

に
伴
い
、
第
17
代
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　
役
員
改
選
手
続
き
は
ま
ず
、
役
員
を
構
成
す
る
法

人
会
員
社
を
決
め
る
。
今
年
は
４
月
30
日
の
理
事
会

で
理
事
社
29
社
と
監
事
社
３
社
を
決
め
、
各
社
に
理

事
・
監
事
を
派
遣
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
各
社
か
ら

届
い
た
名
簿
に
基
づ
き
、
社
員
総
会
で
第
22
期
の
理

事
・
監
事
を
選
任
し
た
。
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
を

直
ち
に
開
き
、
理
事
の
中
か
ら
理
事
長
、
副
理
事
長

を
選
定
し
、
理
事
長
が
総
務
、
会
員
資
格
、
企
画
、

会
報
、施
設
運
営
の
５
委
員
会
委
員
長
を
委
嘱
し
た
。

�

（
中
井
良
則
）

（
３
㌻
に
伊
藤
理
事
長
あ
い
さ
つ
と
新
役
員
名
簿
、
21
㌻
に

２
０
１
４
年
度
決
算
書
、
付
録
・
事
業
報
告
要
約
版
）

今月のことば
「『
米
中
戦
わ
せ
ず
』と
い
う
の
が
日
本
外
交
の
基
本
」

山
崎
拓

　
元
自
民
党
幹
事
長（
５
・
21
）�

９
㌻

「（
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
で
は
）日
本
の
技
術
で
現
地
の
材

料
を
使
っ
て
仮
設
住
宅
を
作
り
た
い
」

野
口
健

　
登
山
家（
５
・
22
）�

11
㌻

理
事
長
に
伊
藤
芳
明
さ
ん
再
任

22
期
執
行
部

　発
足

◀解体前の国立競技場（2014年5月25日）
撮影：増田　教三（読売新聞社写真部）

▲東京オリンピック・パラリンピックに向け、解体作業が進められていた国立競技場の地上の建造
物が完全に撤去された（5月11日、読売新聞社ヘリから）� 撮影：加藤　祐治（読売新聞社写真部）
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付録　2014年度事業報告（要旨）

プ
レ
ス
会
見
は
２
３
６
回

14
年
度
事
業
報
告
決
算
を
承
認

　
２
０
１
４
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事

業
報
告
と
決
算
が
５
月
２７
日
の
社
員
総
会

で
報
告
、承
認
さ
れ
た
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

事
業
報
告
全
文
と
決
算
書
を
公
表
し
、
会

報
今
月
号
に
要
約
版
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
１４
年
度
の
プ
レ
ス

会
見
は
計
２
３
６
回
で
、
最
多
記
録
を
更

新
し
た
。
プ
レ
ス
会
見
の
内
容
は
記
者
会

見
、
昼
食
会
、
討
論
会
・
対
談
、
研
究
会
、

記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、
取
材
団
と
多

彩
だ
が
、
い
ず
れ
も
オ
ン
・
ザ
・
レ
コ
ー

ド
で
行
う
。
事
業
報
告
は「
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
取
材
・
報
道
の
場
を
作
り
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
共
有
基
盤
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
１
年
」と
総
括
し
た
。

　
正
味
財
産
増
減
計
算
書（
２１
㌻
参
照
）の

決
算
は
経
常
収
益（
収
入
）の
８４
％
を
占

め
る
会
費
が
法
人
会
員
の
入
会
で
増
収
と

な
っ
た
。
経
常
収
益
計
は
前
年
度
比
２１
万

円
の
微
増
で
３
億
９
２
６
０
万
円
だ
っ

た
。
経
常
費
用（
支
出
）で
は
４５
周
年
記

念
事
業
に
よ
る
支
出
増
が
あ
っ
た
が
、
多

く
の
科
目
で
節
約
に
努
め
た
。
経
常
費
用

計
は
４
億
３
８
９
万
円
で
、
前
年
度
比
１

２
８
６
万
円
増
だ
が
、
記
念
事
業
費（
１

１
０
０
万
円
＝
積
立
金
を
取
り
崩
し
）と

減
価
償
却
費
を
除
く
と
２
２
４
万
円
の
減

少
だ
っ
た
。
支
出
の
最
大
科
目
は
借
室
維

持
費
で
４３
％
を
占
め
て
い
る
。

●
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
取
材
団

　
先
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
ド

イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
後
和
解
を
テ
ー

マ
と
す
る
海
外
取
材
団
が
両
国
を
訪
問
す

る
。
６
月
３０
日
か
ら
７
月
９
日
ま
で
の
日

程
。
ド
イ
ツ
で
は
ラ
ン
メ
ル
ト
連
邦
議
会

議
長（
調
整
中
）や
歴
史
家
と
会
い
、
ギ

ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
歴
史
教
育
な
ど「
過
去
の

克
服
」の
現
場
を
取
材
す
る
。
イ
ス
ラ
エ

ル
で
は
ペ
レ
ス
前
大
統
領
や
閣
僚
、
ホ
ロ

コ
ー
ス
ト
生
存
者
ら
と
会
う
。
こ
の
テ
ー

マ
の
研
究
会
で
講
師
だ
っ
た
武
井
彩
佳
・

学
習
院
女
子
大
学
准
教
授（
ド
イ
ツ
現
代

史
）も
同
行
す
る
。
詳
し
い
案
内
は
法
人

会
員
社
の
編
集
・
報
道
局
長
に
送
っ
た
。

●
１０
階
ホ
ー
ル
で
工
事
　
使
え
ま
せ
ん

　
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
１０
階
ホ
ー
ル

天
井
部
分
の
大
掛
か
り
な
耐
震
工
事
を
行

う
た
め
、
ホ
ー
ル
は
７
月
２７
日
か
ら
８
月

２５
日
ま
で
使
え
な
く
な
る
。
ク
ラ
ブ
と
し

て
は
突
然
の
記
者
会
見
に
備
え
、
会
場
を

常
に
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
こ
の
期
間
は
午
後
５
時
ま
で
９
階
会

見
場
を
ク
ラ
ブ
行
事
専
用
と
す
る
こ
と
に

し
た
。
結
果
と
し
て
約
１
カ
月
間
、
ホ
ー

ル
と
会
見
場
は
会
員
の
方
が
利
用
で
き
な

く
な
る
。
９
階
の
大
会
議
室
と
小
会
議
室

は
通
常
ど
お
り
利
用
で
き
る
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

�
（
専
務
理
事

　
中
井
良
則
）

長
田
弘
さ
ん
　
２
回
ク
ラ
ブ
に

　
詩
人
の
長
田
弘
さ
ん
が
５
月
３

日
、胆
管
が
ん
の
た
め
７５
歳
で
亡
く

な
っ
た
。ク
ラ
ブ
に
は
昨
年
と
一
昨

年
の
２
回
、来
て
い
た
だ
い
た
。声
高

に
相
手
を
説
き
伏
せ
よ
う
と
す
る
タ

イ
プ
と
は
正
反
対
に
位
置
す
る
方
だ

っ
た
。と
つ
と
つ
と
話
し
、丁
寧
に
こ

と
ば
を
探
し
当
て
る
。詩
人
の
声
に

耳
を
傾
け
て
い
る
と
、穏
や
か
な
気

持
ち
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
最
初
は
１３
年
４
月
５
日
。東
日
本

大
震
災
が
起
き
た
の
は
入
院
先
か
ら

一
時
帰
宅
し
て
い
た
時
で
、そ
の
後
、

再
入
院
し
て
大
き
な
手
術
を
受
け
た

体
験
を
語
っ
た
。全
身
麻
酔
の
患
者

も
被
災
者
も
当
事
者
な
の
に
、実
は

何
が
起
き
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な

い
。「
当
事
者
に
聞
け
ば
全
部
が
わ
か

る
と
い
う
の
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
、と
感
じ
ま
し
た
」

　
２
回
目
は
１４
年
２
月
１９
日
。国
家

と
し
て
の「
国
」と
、故
郷
と
し
て
の

「
く
に
」を
比
べ
た
。「
懐
か
し
い
風
景

を
ど
う
い
う
ふ
う
に
取
り
戻
す
か
。

そ
れ
が
す
ご
く
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
」

　
２
回
と
も
、ご
本
人
に
手
を
入
れ

て
も
ら
っ
た
全
文
記
録
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の「
会
見
詳
録
」に
残
し
た
。動

画
も
公
開
し
て
い
る
の
で
、ど
う
ぞ
。

　
３
回
目
は
叶
わ
な
い
願
い
に
終
わ

っ
た
。
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テ
レ
ビ
界
に
転
出
さ
れ
た
吉
田
慎

一
・
前
理
事
長
の
後
を
受
け
、
１
年

間
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
関

わ
っ
て
み
て
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
記
者
会
見
で
の
丁
々
発
止
の
や
り

と
り
を
期
待
し
て
い
ま
す
し
、
ニ
ュ

ー
ス
の
当
事
者
に
ズ
バ
リ
核
心
を
突

く
鋭
い
質
問
が
発
せ
ら
れ
る
場
面
も

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
概
し

て
若
い
記
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問

に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。
閣
僚
な
ど
の
会
見

で
、
同
行
の
番
記
者
の
皆
さ
ん
が
、

発
言
を
一
字
一
句
逃
さ
ず
パ
ソ
コ
ン

に
打
ち
込
む
こ
と
に
注
力
し
て
い
る

よ
う
に
映
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夜

回
り
取
材
は
大
切
で
す
が
、
公
の
場

で
証
言
を
得
る
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
に

課
せ
ら
れ
た
重
要
な
役
割
で
す
。

　
ネ
ッ
ト
社
会
が
進
化
し
て
、
政
治

家
も
学
者
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
、
ブ

ロ
グ
な
ど
で
情
報
発
信
す
る
の
が
一

般
的
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
都
合
の

良
い
デ
ー
タ
を
駆
使
し
て
自
ら
の
論

理
を
一
方
的
に
展
開
し
て
い

る
と
思
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
質
問
を
ぶ
つ
け
る
こ
と

で
会
見
者
の
言
い
た
が
ら
な

い
本
音
を
引
き
出
し
、
時
に

は
矛
盾
点
を
厳
し
く
突
く
。

こ
れ
こ
そ
わ
が
ク
ラ
ブ
の
会
見
の
醍

醐
味
で
あ
り
、
存
在
価
値
で
す
。
わ

れ
わ
れ
が
発
す
る
情
報
の
信
頼
性
は

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
魅
力
的
な
会
見
者
や
企
画
に
よ
っ

て
多
様
な
議
論
を
提
起
し
、
質
疑
応

答
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
上
質
な

ニ
ュ
ー
ス
を
発
信
す
る
場
と
し
て
の

ク
ラ
ブ
の
存
在
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
鋭
い
質
問
を
発
す
る
た
め
に

も
、
若
い
記
者
た
ち
が
専
門
性
を
磨

き
、
視
野
を
広
げ
、
切
磋
琢
磨
す
る

記
者
ゼ
ミ
や
記
者
研
修
会
の
役
割
は

貴
重
で
す
。
こ
れ
ら
も
引
き
続
き
活

発
に
展
開
し
、
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
を
担
う
次
な
る
世
代
の
育
成
と

い
う
、
ク
ラ
ブ
の
も
う
一
つ
の
使
命

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
戦
後
70
年
の
首
相
談
話
、
安
全
保

障
法
制
の
論
議
な
ど
、
国
論
を
分
け

る
よ
う
な
取
材
テ
ー
マ
が
続
き
ま

す
。
５
月
27
日
の
総
会
・
理
事
会
で

第
22
期
の
理
事
長
を
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ

の
機
能
強
化
は
会
員
と
現
役
記
者
の

皆
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は
成
し
得
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

（
毎
日
新
聞
社
専
務
取
締
役
主
筆
）

再任にあたって

◇
理
事
長（
再
）

伊
藤

　
芳
明�

毎
日
新
聞
社
専
務
取
締
役
主

筆
、
編
集
編
成
担
当

◇
副
理
事
長（
新
）

水
谷

　
　
亨�

共
同
通
信
社
常
務
理
事

◇
副
理
事
長（
新
）

板
野

　
裕
爾�

日
本
放
送
協
会
専
務
理
事
・

放
送
総
局
長�

◇
専
務
理
事（
再
）

中
井

　
良
則

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

◇
理
事
・
総
務
委
員
長（
新
）

原
田

　
亮
介�

日
本
経
済
新
聞
社
専
務
執
行

役
員

◇
理
事
・
会
員
資
格
委
員
長（
再
）

小
田

　
　
尚�

読
売
新
聞
社
専
務
取
締
役
論

説
担
当

◇
理
事
・
企
画
委
員
長（
新
）

西
村

　
陽
一�

朝
日
新
聞
社
取
締
役
編
集
担

当

◇
理
事
・
会
報
委
員
長（
新
）

飯
塚

　
浩
彦�

産
経
新
聞
社
常
務
取
締
役
編

集
・
論
説
・
正
論
担
当�

◇
理
事
・
施
設
運
営
委
員
長（
新
）

西
渕

　
憲
司�

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
執
行
役

員
報
道
局
長�

◇
理
事

渡
邊

　
祐
司�

時
事
通
信
社
編
集
局
長

深
田

　
　
実�

中
日
新
聞
社
名
古
屋
本
社
論

説
室
論
説
主
幹

田
邊

　
　
靖�
北
海
道
新
聞
社
報
道
セ
ン
タ

ー
長�

藤
井

　
通
彦�

西
日
本
新
聞
社
執
行
役
員
東

京
支
社
長�

成
田

　
幸
男�

陸
奥
新
報
社
役
員
待
遇
東
京

支
社
長�

矢
島

　
哲
郎�

信
濃
毎
日
新
聞
社
役
員
待
遇

東
京
支
社
長�

岡
崎

　
伸
二�

山
陽
新
聞
社
東
京
支
社
長

菅
生

　
泰
亮�

長
崎
新
聞
社
取
締
役
東
京
支

社
長�

山
元

　
良
久�

南
日
本
新
聞
社
東
京
支
社
長

比
嘉

　
敏
幸�

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
東
京
支
社

長�

西
野

　
智
彦�

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
長

袴
田

　
直
希�

日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
報
道
局

長�

篠
塚

　
　
浩�

テ
レ
ビ
朝
日
取
締
役
報
道
局

長�

加
増

　
良
弘�

テ
レ
ビ
東
京
報
道
局
長

吉
田

　
昭
仁�

朝
日
放
送
東
京
支
社
長

壱
岐

　
　
聰�

北
海
道
放
送
東
京
支
社
長

村
川

　
　
淳�

テ
レ
ビ
愛
知
東
京
支
社
長

川
嶋

　
　
明�

日
本
新
聞
協
会
専
務
理
事

木
村

　
信
哉�

日
本
民
間
放
送
連
盟
専
務
理

事�

梅
田

　
光
男�

日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
専
務

取
締
役

◇
監
事

沖
永

　
朝
裕�

神
戸
新
聞
社
東
京
支
社
長

滝
花

　
圭
三�

徳
島
新
聞
社
東
京
支
社
長

二
木

　
清
彦�

九
州
朝
日
放
送
常
務
取
締
役

東
京
支
社
長

第
22
期
役
員（
２
０
１
５
・
５
～
２
０
１
７
・
５
）�

＊
役
職
は
５
月
27
日
現
在

本音引き出す質問で
上質なニュース発信の場に 理事長　伊藤　芳明
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に
言
い
間
違
い
か
ら
生
ま
れ
、
た
ち
ま
ち

消
え
た
行
き
ず
り
の
一
語
が
今
も
耳
に
残

っ
て
い
る
。

◇

　「
浮
き
」よ
り
も「
沈
み
」に
縁
が
深
く
、

賞
と
名
の
つ
く
も
の
を
も
ら
い
慣
れ
て
い

な
い
の
で
、
ど
う
い
う
喜
び
方
を
し
た
ら

い
い
の
か
加
減
が
わ
か
ら
ず
に
戸
惑
っ
て

い
る
。『
受
賞
の
こ
と
ば
』を
考
え
あ
ぐ

ね
た
末
の
苦
し
紛
れ
に
、
仕
事
で
出
会
っ

た
言
葉
を
並
べ
て
み
た
。
世
相
と
い
う
川

の
流
れ
に
拾
い
集
め
た
、
砂
金
の
ひ
と
粒

ひ
と
粒
で
あ
る
。

　
髪
は
減
る
。
胴
回
り
は
増
え
る
。
視
力

は
下
が
る
。
息
は
上
が
る
。
コ
ラ
ム
書
き

暮
ら
し
で
ガ
タ
の
き
た
身
体
を
、
引
き
換

え
に
手
に
入
れ
た
言
葉
を
眺
め
て
は
慰
め

て
き
た
。砂
金
の
輝
き
で
足
り
な
い
夜
は
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
と
い
う
身
に
余
る
照

明
の
助
け
を
借
り
る
つ
も
り
で
い
る
。

た
け
う
ち
・
ま
さ
あ
き

　
１
９
５
５
年
１１
月
神

奈
川
県
生
ま
れ
。北
海
道
大
学
文
学
部
哲
学
科（
宗

教
学
専
攻
）卒
。
７９
年
読
売
新
聞
社
入
社
。
東
京

本
社
経
済
部
で
財
政
、
金
融
な
ど
を
担
当
、
９８
年

か
ら
論
説
委
員
に
。
２
０
０
１
年
７
月
か
ら
読
売

新
聞
朝
刊
１
面
コ
ラ
ム「
編
集
手
帳
」を
執
筆
。
１４

年
６
月
か
ら
取
締
役
論
説
委
員
。

　
著
書
に『
名
文
ど
ろ
ぼ
う
』（
文
春
新
書
）、『
名

言
手
帳
』（
大
和
書
房
）、『「
編
集
手
帳
」の
文
章

術
』�（
文
春
新
書
）、『
読
売
新
聞
朝
刊
一
面
コ
ラ
ム

「
編
集
手
帳
」第
二
十
七
集
』（
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）

な
ど
が
あ
る
。

手
向
け
た
と
き
、
門
扉
に
テ
ー
プ
で
留
め

ら
れ
た
手
紙
が
目
に
入
っ
た
。
近
所
の
子

供
だ
ろ
う
。
５
歳
の
男
の
子
の
た
ど
た
ど

し
い
文
字
で
あ
る
。

　
８
人
の
お
に
い
ち
ゃ
ん

　
お
ね
え
ち
ゃ

ん
へ

　
つ
よ
く
な
っ
て
わ
る
い
ひ
と
と
た

た
か
い
ま
す�

（
２
０
０
１
年
７
月
21
日
付
）

　
拉
致
被
害
者
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
写

真
展
を
川
崎
市
で
見
た
。
小
学
５
年
生
の

と
き
、
学
校
の
行
事
で
東
北
地
方
を
訪
れ

た
ら
し
い
。
旅
先
か
ら
両
親
と
弟
に
あ
て

た
絵
は
が
き
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
た
く
や

　
て
つ
や

　
お
と
う
さ
ん

　
お

か
あ
さ
ん

　
も
う
す
ぐ
か
え
る
よ

　
ま
っ

て
て
ね

　
　
め
ぐ
み

�

（
２
０
０
７
年
１１
月
１５
日
付
）

　
作
詞
家
の
阿
久
悠
さ
ん
が
７０
歳
で
亡
く

な
り
、
お
別
れ
の
会
が
営
ま
れ
た
。
会
場

に
一
編
の
詩
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

　
夢
は
砕
け
て
夢
と
知
り

　
愛
は
破
れ
て
愛
と
知
り

　
時
は
流
れ
て
時
と
知
り

　
友
は
別
れ
て
友
と
知
り

�

（
２
０
０
７
年
１２
月
２９
日
付
）

　
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
伊
藤
智
也
選

手
が
車
い
す
の
４
０
０
㍍
、
８
０
０
㍍
で

２
冠
を
手
に
し
た
。
金
メ
ダ
ル
の
喜
び
を

語
っ
た
。

　
い
ま
ま
で
の
人
生
で
５
番
目
に
う
れ
し

い
。
子
供
が
４
人
い
る
の
で
。

�

（
２
０
０
８
年
１２
月
２
日
付
）

　
年
の
瀬
の
商
店
街
で
親
子
連
れ
と
す
れ

違
っ
た
と
き
、
小
さ
な
男
の
子
の
話
す
言

葉
が
耳
に
届
い
た
。

　
ナ
ミ
ダ
ク
ジ�

（
２
０
１
０
年
１
月
１
日
付
）

　
手
を
ひ
い
た
お
母
さ
ん
が「
ア
・
ミ
・

ダ
…
」と
笑
っ
た
。
前
後
の
会
話
を
聞
い

て
い
な
い
の
で
何
の
話
題
で
あ
っ
た
か
は

知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
言
葉
は
な
い
が
、

無
理
に
漢
字
を
あ
て
れ
ば「
涙
籤
」だ
ろ

う
。
真
ん
中
を
選
ん
だ
つ
も
り
が
、
予
期

せ
ぬ
横
棒
に
邪
魔
さ
れ
て
端
っ
こ
に
行
き

着
い
た
り
、
逆
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
幸
運
に

め
ぐ
り
合
っ
た
り
、
人
の
世
の
浮
き
沈
み

は
涙
籤
か
も
し
れ
な
い
。
お
さ
な
子
の
唇

　
１
面
の
コ
ラ
ム「
編
集
手
帳
」を
書
き

始
め
た
の
は
梅
雨
が
明
け
た
頃
で
あ
る
。

１
本
目
は
小
学
校
の
夏
休
み
を
取
り
上
げ

て
い
る
。
大
阪
府
池
田
市
に
大
阪
教
育
大

付
属
池
田
小
学
校
を
訪
ね
た
。
刃
物
を
持

っ
た
男
が
乱
入
し
て
１
年
生
８
人
の
命
を

奪
っ
た
事
件
の
、
２
カ
月
後
で
あ
る
。

　
正
門
前
に
設
け
ら
れ
た
祭
壇
に
線
香
を

日本記者クラブ賞

「
編
集
手
帳
」十
四
年

　
　言
葉
の
輝
き
に
励
ま
さ
れ
て

�

竹
内

　政
明

�

（
読
売
新
聞
論
説
委
員
）
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ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
番
組
・
映
画
制

作
は
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

信
念
を
持
つ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
真
相（
山
）

を
掘
り
起
こ
し
続
け
、
仲
間
た
ち
が
放
送

（
道
路
や
鉄
道
）と
し
て
整
備
し
、
国
民
の

利
益
と
し
て
還
元
し
て
い
く
点
で
似
て
い

ま
す
。
番
組
の
採
算
性
や
視
聴
率
が
優
先

さ
れ
る
民
放
業
界
で
は
昨
今
、
効
率
の
悪

い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
、
番
組
は
も
と

よ
り
ニ
ュ
ー
ス
で
さ
え
少
な
く
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
は

報
道
機
関
と
し
て
の
総
合
力
と
良
心
が
試

さ
れ
て
い
る
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
意
味
か
ら
も
、
今
回
の
受
賞
は
私

た
ち
の
掘
り
続
け
た
軌
跡
が
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
も
の

で
あ
り
、今
後
も
、伊
東
と
共
に
山
を
掘
り

続
け
ね
ば
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
か
出
口
が
あ
る
と
信
じ
て
…
。

（
お
ぐ
ら
・
け
ん
じ

　
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
部
長
）

い
と
う
・
ひ
で
あ
き

　
１
９
６
０
年
９
月
愛
媛

県
生
ま
れ
。
町
立
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
16
年
間
勤

務
。
２
０
０
１
年
か
ら
南
海
放
送
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

04
年
か
ら
太
平
洋
核
実
験
の
漁
船
被
曝
問
題
の
取

材
を
開
始
す
る
。
著
書
に『
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ

年
後
』（
講
談
社
）。

南
海
放
送
制
作
グ
ル
ー
プ

「
南
海
放
送
」は
1
9
5
3
年
開
局
の
愛
媛
県
を

放
送
エ
リ
ア
と
す
る
日
本
テ
レ
ビ（
N
N
N
）系
列

の
ラ
テ
兼
営
局
。
漁
船
被
曝
関
連
番
組
は
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
西
康
司
氏
、
小
倉
健
嗣
氏
を
は

じ
め
と
す
る
制
作
グ
ル
ー
プ
が
伊
東
氏
を
支
え
て

継
続
的
に
制
作
、
放
映
し
て
き
た
。

�

※
１７
ペ
ー
ジ
に「
Ｘ
年
後
」上
映
会
を
掲
載

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
た
だ
虚

し
さ
と
疲
労
感
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。「
こ

の
事
件
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。
で
も
被
災
者
に

関
わ
り
始
め
た
以
上
、
番
組
を
見
て
も
ら

え
な
い
か
ら
取
材
活
動
を
や
め
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
目
的
は
、
客

観
的
に「
伝
え
る
」こ
と
で
は
な
く
未
解

明
の
事
件
を「
解
明
す
る
」こ
と
で
し
た
。

　
取
材
者
と
し
て
は
、
平
衡
感
を
失
い
、

踏
み
込
み
過
ぎ
た
姿
勢
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
取
材

の
方
法
も
ル
ー
ル
を
知
ら

な
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
ば
か
り
。「
映
画
を
作

ろ
う
」な
ん
て
ま
さ
に
常

識
外
れ
も
い
い
と
こ
で

す
。
で
も
、
こ
れ
は「
解

明
す
る
」と
い
う
一
点
の

目
的
に
向
か
っ
て
お
り
、

な
賞
に
関
わ
り
を
も
つ
な

ん
て
、
考
え
て
み
て
も
適

当
な
理
由
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
前
職
の

幼
稚
園
の
先
生
の
方
が
、

今
の
仕
事
よ
り
も
キ
ャ
リ

ア
が
長
い
の
で
す
か
ら
。

　
し
ば
ら
く
考
え
て
み
ま

し
た
。
思
い
当
た
っ
た
こ

と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ

　
こ
の
た
び
は
私
と
南
海
放
送「
Ｘ
年

後
」制
作
グ
ル
ー
プ
が
名
誉
な
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
た

だ
受
賞
の
報
を
聞
き
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
。
私
自
身
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
学
歴

も
な
い
、報
道
部
経
験
も
な
い
、経
験
も
浅

い
、そ
ん
な
素
人
同
然
の
私
が
、こ
の
よ
う

チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
受
容
し
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
た
南
海
放
送
。
そ
し
て
全
国
発
信
の

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た「
Ｎ
Ｎ
Ｎ
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
」チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
ま
す
。

　
私
に
は
、
ど
う
し
て
も
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
は
必
然
で
し
た
。
ま
さ
に
ア

マ
チ
ュ
ア
な
ら
で
は
の
発
想
で
す
。

　
数
年
前
、
あ
る
人
か
ら
、
何
気
な
い
こ

ん
な
質
問
を
受
け
ま
し
た
。「
松
山
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
あ
り
ま
す
か
？
」

私
は
、
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
目
の

前
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た
気
が
し
ま
し

た
。「
伝
え
た
い
か
ら
必
然
的
に
イ
ン
フ

ラ
を
も
ち
、
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
表
現
す
る
。
私
は
や
っ
ぱ

り
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
っ
た
」。
そ
ん
な
ア
マ

れ
は『
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
』で
し
た
。

こ
の
事
件
に
関
わ
り
始
め
て
12
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
た
ま
に
、
同
業
の

方
か
ら「
い
い
ネ
タ
つ
か
ん
だ

ね
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
で
も
私
は
そ
う
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
正
直「
貧
乏
く

じ
引
い
た
な
あ
」と
思
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
当
初
７
年

間
、
ロ
ー
カ
ル
で
放
送
し
て
も

ほ
と
ん
ど
興
味
を
持
た
れ
る
こ

日本記者クラブ賞特別賞 ま
だ
ま
だ
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る

伊
東

　英
朗

　
長
年
、
記
者
の
端
く
れ
だ
っ
た
私
に
と

っ
て
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞
は
縁

遠
い
存
在
で
し
た
。
た
だ
３
年
前
、
福
島

中
央
テ
レ
ビ
の
特
別
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た

瞬
間
、
そ
こ
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
特
別

な
機
会
に
遭
遇
し
た
の
で
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
披
露
し
ま
す
。

　
そ
の
日
、
私
は
Ｎ
Ｎ
Ｎ
系
列
の
応
援
取

材
で
福
島
中
央
テ
レ
ビ
に
い
ま
し
た
。
報

道
ス
タ
ッ
フ
が
皆
、
受
賞
の
喜
び
を
か
み

し
め
つ
つ
も
、
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
や
放
送

に
向
け
て
奔
走
し
て
い
る
光
景
が
、
今
で

も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
原

発
被
害
を
乗
り
越
え
放
送
現
場
に
立
ち
向

か
う
真
摯
な
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

日
々
の
地
道
な
取
材
の
積
み
重
ね
が
水
素

爆
発
の
瞬
間
を
撮
影
し
、
世
論
を
動
か
す

結
果
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
思

え
ば
、
福
島
中
央
テ
レ
ビ
の
受
賞
は
必
然

だ
っ
た
の
で
す
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
ト
ン
ネ
ル

掘
り
続
け
た
い

南
海
放
送
制
作
グ
ル
ー
プ
代
表

�

小
倉

　健
嗣

�伊東さん（右）と小倉さん（制作ルームで）
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本
当
に
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
」、
特
別
賞
の
伊
東
氏
は「
こ
の
事
件

を
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、
解
決
に

向
け
て
い
き
た
い
。
僕
は
こ
の
突
っ
込
ん

で
い
く
姿
勢
、
精
神
で
こ
れ
か
ら
も
い
き

ま
す
」と
話
し
た
。

◇

　
会
員
懇
親
会
に
は
約
１
６
０
人
が
出

席
。
同
日
午
後
に
選
任
さ
れ
た
新
執
行
部

の
役
員
や
各
社
の
現
役
・
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り

受
賞
を
祝
っ
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
の
贈

賞
式
と
会
員
懇
親
会
が
５
月
27
日（
水
）

午
後
６
時
か
ら
、
10
階
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ア

ラ
ス
カ
で
行
わ
れ
た
。
伊
藤
芳
明
理
事
長

か
ら
、
読
売
新
聞
論
説
委
員
の
竹
内
政
明

氏
、
伊
東
英
朗
氏
な
ら
び
に
南
海
放
送

「
Ｘ
年
後
」制
作
グ
ル
ー
プ（
代
表
・
小
倉

健
嗣
氏
）に
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
ク
ラ
ブ
賞
の
竹
内
氏
は
あ
い
さ
つ
で

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
よ
り
は
、
文

章
職
人
の
よ
う
な
気
持
ち
で
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
で
、
厳
し
い
同

業
者
の
方
に
認
め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞
贈
賞
式

　懇
親
会

▲�「おめでとう」。読売新聞の先輩たちに祝福される竹内
政明さん（右から２人目）

▲飯塚浩彦新会報委員長、会田弘継前企画委員長、水谷
亨新副理事長（左から）

▲�「アラスカ自慢のローストビーフをどうぞ」。黒須シェ
フがサービス

▲�ビキニ事件で“死の灰”をスクープした元読売新聞の村
尾清一会員（92歳、１9８１年度クラブ賞受賞・右）と初対面。
早速取材を始めた伊東英朗さん（中）と小倉健嗣さん

▲�伊藤芳明理事長（左）と談笑する川村晃司企画委員

◀�

板
野
裕
爾
新
副
理
事
長
、
八
牧
浩
行
会
員
、

斎
藤
史
郎
元
理
事
長（
左
か
ら
）

₅．27
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知
事
就
任
か
ら
５
カ
月
余
り
。
公
約
に

掲
げ
た
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移

設
反
対
を
訴
え
る
た
め
の
訪
米
を
控
え
、

満
を
持
し
て
の
初
登
場
だ
。「
沖
縄
の
問

題
は
大
変
難
し
い
の
で
、
よ
く
聞
い
て
伝

え
て
く
だ
さ
い
」と
の
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ

（
沖
縄
言
葉
）の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

　
も
う
１
点
強
調
し
た
の
は「
米
軍
基
地

は
沖
縄
経
済
発
展
の
大
き
な
阻
害
要
因
で

あ
る
」と
い
う
公
約
だ
。「
基
地
関
連
収

入
は
戦
後
、
沖
縄
の
県
民
総
所
得
の
50
％

あ
っ
た
が
、
27
年
後
の
本
土
復
帰
時
に
は

15
％
、
今
は
４
・
８
％
ま
で
落
ち
て
い
る
。

沖
縄
は
基
地
で
食
べ
て
い
る
か
ら
と
か
い

う
こ
と
は
考
え
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
訴
え
た
。

　
30
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
終
え
た
後
の
質
疑

応
答
で
、
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
る
場
面
が

あ
っ
た
。

　「
辺
野
古
反
対
を
貫
き
通
せ
ば
妥
協
の

点
は
な
い
。沖
縄
独
立
論
に
な
る
の
で
は
」

と
聞
か
れ
た
時
だ
。「
沖
縄
に
言
う
前
に
、

日
本
本
土
で
覚
悟
を
決
め
て
米
軍
を
受
け

入
れ
、
立
派
な
日
米
同
盟
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
ん
で
す
よ
。
沖
縄
独
立
だ
と
言

っ
て
切
り
離
す
ん
で
す
か
。
日
本
の
平
和

の
た
め
に
ア
ジ
ア
の
懸
け
橋
に
な
り
た

い
。
そ
の
中
で
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
理
解
し
て
ほ
し
い
」

　
本
土
側
か
ら「
沖
縄
独
立
論
」を
語
る

と
、
１
９
５
２
年
の
日
本
独
立
時
に
次
ぐ

「
沖
縄
切
り
離
し
」と
受
け
止
め
ら
れ
る

の
か
。
ま
だ
ま
だ
本
土
と
沖
縄
の
距
離
は

遠
い
。
沖
縄
の
思
い
を
本
土
国
民
に
正
し

く
伝
え
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
、
あ
ら
た

め
て
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

毎
日
新
聞
政
治
部

　
上
野

　
央
絵

　「
本
を
１
冊
書
く
と
、
新
た
な
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
る
。
い
ろ
ん
な
テ
ー
マ
や
素

材
が
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
」―
―
多

く
の
人
の
生
命
を
奪
う
も
の
は
何
か
。
戦

争
と
災
害
、
事
故
で
あ
る
。
が
ん
を
は
じ

め
、
病
気
も
人
を
死
に
至
ら
し
め
る
。
ノ

い
だ
航
空
機
事
故
が
大
き
な
転
機
と
な
っ

た
。『
マ
ッ
ハ
の
恐
怖
』で
大
宅
壮
一
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
賞
を
受
け
、独
立
す
る
。

　「
事
故
原
因
を
究
明
す
る
日
米
の
調
査

は
決
定
的
に
違
う
。
米
は
責
任
追
及
を
脇

に
置
い
て
事
故
の
背
景
ま
で
洗
い
出
し
、

リ
ス
ク
要
因
の
１
つ
１
つ
に
対
策
を
立
て

る
。
太
平
洋
戦
争
中
の
空
母
撃
沈
で
も
、

徹
底
的
に
分
析
し
て
い
た
。
文
化
の
違
い

だ
と
問
題
意
識
が
広
が
り
ま
し
た
ね
」

　
が
ん
死
が
増
え
て
き
た
現
実
に
着
目

し
、『
ガ
ン
回
廊
の
朝
』を
書
い
て
か
ら

は
、
終
末
期
の
過
ご
し
方
を
め
ぐ
る「
死

の
臨
床
」へ
の
関
心
を
深
め
た
。
次
男
が

突
然
自
死
す
る
と
い
う
、
身
を
切
ら
れ
る

よ
う
な
体
験
を
経
て
、「
２
・
５
人
称
の

視
点
」に
気
づ
く
く
だ
り
は
胸
を
打
つ
。

１
人
称
は
自
分
、
２
人
称
は
家
族
、
３
人

称
は
他
人
を
指
す
。
今
の
医
療
は「
冷
た

く
て
乾
い
た
３
人
称
」か
ら「
本
人
の
身

に
な
っ
て
向
き
合
い
、
う
る
お
い
の
あ
る

２
・
５
人
称
」へ
の
転
換
が
必
要
と
説
き
、

話
は
事
故
の
被
害
者
に
も
及
ん
だ
。

　
来
年
に
は
傘
寿
を
迎
え
る
が
、
Ｊ
Ｒ
福

知
山
線
脱
線
事
故
、
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜

落
事
故
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
の
原
発

事
故
、
総
括
的
な「
被
害
者
の
精
神
史
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
集
大
成
と
な
る
本

を
書
く
予
定
。〝
生
涯
現
役
〟を
貫
く
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
範
た
る
人
で
あ
る
。

読
売
新
聞
出
身

　
鈴
木

　
嘉
一

翁お

長な
が

　雄た
け

志し

　沖
縄
県
知
事

５
・
20（
水
）記
者
会
見
／
司
会
：
島
田
敏
男
委

員
／
出
席
：
２
３
８
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

柳や
な
ぎ

田だ

　邦く
に

男お

　ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

作
家

　
　
　
　
　

５
・
27（
水
）総
会
記
念
講
演「
被
害
者
の
精
神

史
〜
70
年
の
歩
み
と
転
機
の
今
〜
」／
出
席
：
１

２
２
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

「沖縄は平和の懸け橋に」
本土の覚悟を問う

被害者に向き合う
「２・５人称」の視点

堰
を
切
っ
た

よ
う
に
鬱
積

し
た
過
重
な

米
軍
基
地
負

担
に
対
す
る

思
い
を
訴
え

た
。

　
日
本
政
府

は
普
天
間
の

危
険
性
除
去

が
原
点
と
言
う
が
、
普
天
間
の
原
点
は
戦

後
米
軍
に
よ
る
強
制
接
収
。
沖
縄
は
自
ら

基
地
を
提
供
し
た
こ
と
は
１
度
も
な
い
。

銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
土
地
を
奪
っ
て

お
い
て
、
世
界
一
危
険
に
な
っ
た
か
ら
お

前
た
ち
が
負
担
し
ろ
と
い
う
話
を
す
る
こ

と
自
体
、
日
本
の
政
治
の
堕
落
だ
―
―
。

菅
義
偉
官
房
長
官
と
の
会
談
以
来
、
繰
り

返
し
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
を
重
ね
て
強
調
し

た
。

ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
の
第
一

線
に
立
ち
続

け
る
柳
田
邦

男
さ
ん
は
、

人
の
生
死
に

か
か
わ
る
大

き
な
問
題
に

取
り
組
ん
で

き
た
。

　
栃
木
県
鹿
沼
市
の
出
身
。
９
歳
で
終
戦

を
迎
え
、
戦
後
の
混
乱
期
に
父
と
次
兄
を

亡
く
し
た
。
中
学
・
高
校
で
社
会
問
題
へ

の
強
い
関
心
を
抱
き
、
東
大
経
済
学
部
卒

業
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
入
る
。
初
任
地
の
広
島

で
は
多
く
の
被
爆
者
を
取
材
し
、
核
の
時

代
を
考
え
る
原
点
に
な
っ
た
と
い
う
。

　「
記
者
ク
ラ
ブ
と
発
表
も
の
が
大
嫌
い
」

で
、
社
会
部
の
遊
軍
記
者
と
し
て
災
害
・

事
故
を
担
当
し
、
１
９
６
６
年
か
ら
相
次
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米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題

は
日
本
国
憲
法
と
日
米
同
盟
の
在
り

方
の
根
本
を
問
う
。
こ
れ
は「
平
和

と
民
主
主
義
の
問
題
だ
」と
新
崎
氏

は
指
摘
し
た
。

　
天
皇
制
維
持
と
戦
争
放
棄
の
９
条
、
そ
し
て
日
本
か
ら

切
り
離
さ
れ
た
沖
縄
へ
の
米
軍
基
地
集
中
の
３
点
セ
ッ
ト

を「
構
造
的
沖
縄
差
別
」と
新
崎
氏
は
規
定
し
た
。
そ
の

「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
」が
今
、
安
倍
政
権
の
下
で
さ
ら
に
明

確
な
構
図
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
大
型
連
休
中
に
訪
米
し
た
安
倍
晋
三
首
相
は
オ
バ
マ
大

統
領
と
の
会
談
で
同
盟
深
化
を
確
認
、
日
米
防
衛
協
力
指

針（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）を
再
改
定
し
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
な
ど
自
衛
隊
海
外
派
遣
の
安
全
保
障
法
整
備
を
進
め

る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
首
相
と
の
先
の
会
談
で「
辺
野
古
の
新

基
地
は
絶
対
に
造
ら
せ
な
い
」と
表
明
し
た
翁
長
雄
志
知

事
は
、
首
相
の「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」を
逆
手

に
と
り「
沖
縄
に
関
し
て
は
戦
後
レ
ジ
ー
ム
を
死
守
し
て

い
る
か
の
よ
う
だ
」と
批
判
し
た
。

　「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
は
」「
な
ぜ
唯
一
の
地
上
戦
が
行
わ

れ
た
沖
縄
に
基
地
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」「
巨
視
的

観
点
か
ら
沖
縄
の
民
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
だ
」。

新
シ
リ
ー
ズ「
沖
縄
か
ら
考
え
る
」の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
重
要
な
問
題
を
提
起
す
る
会
見
だ
っ
た
。

企
画
委
員

　
共
同
通
信
編
集
局
次
長

　
川
上

　
高
志

　「
嫌
沖
本
」と
で
も
呼
ぶ
べ
き
出
版
物
ま
で
書
店
に
並

ぶ
日
本
の
言
論
状
況
に
、
沖
縄
は
強
い
い
ら
立
ち
を
感
じ

て
い
る
。

　
こ
の
日
の
会
見
で
も「
本
土
メ
デ
ィ
ア
」と
い
う
単
語

が
何
回
出
て
き
た
だ
ろ
う
。「
も
っ
と
事
実
を
き
ち
ん
と

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
」と
も
。

　
▽
日
本
政
府
は
こ
の
島
に
何
人
の

米
兵
が
い
る
の
か
を
正
確
に
把
握
し

て
い
な
い
。
だ
と
し
た
ら「
在
沖
海

兵
隊
の
１
８
０
０
０
人
中
８
０
０
０

人
が
グ
ア
ム
に
移
転
す
る
」と
の
日

米
合
意
に
根
拠
は
あ
る
の
か
。
米
軍
の
中
に
は
正
直
に

「
今
は
５
０
０
０
人
し
か
い
な
い
」と
教
え
て
く
れ
た
幹

部
も
い
る
。
５
０
０
０
―
８
０
０
０
＝
マ
イ
ナ
ス
３
０
０

０
…
？

　
▽
普
天
間
基
地
で
復
帰
後
に
発
生
し
た
事
故
の
数
は
15

件
。嘉
手
納
基
地
の
４
０
５
件
よ
り
も
圧
倒
的
に
少
な
い
。

普
天
間
が「
世
界
一
危
な
い
」な
ら
嘉
手
納
は「
宇
宙
一
」

な
の
か
︙
？

　
こ
ん
な
例
が
次
々
に
示
さ
れ
た
。「
沖
縄
の
負
担
軽
減
」

と
喧
伝
さ
れ
て
き
た
施
策
で
あ
っ
て
も
再
検
証
の
必
要
が

あ
る
よ
う
だ
。
防
衛
大
臣
を
務
め
た
専
門
家
に「
軍
事
的

に
見
れ
ば
沖
縄
に
米
軍
基
地
を
置
く
理
由
は
な
い
」と
言

わ
れ
た
問
題
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
土
メ
デ
ィ
ア
も
一
層
の

検
証
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

企
画
委
員

　
時
事
通
信
解
説
委
員
長

　
軽
部

　
謙
介

　
日
本
の
安
全
保
障
政
策
の
一
大
転
換
と
な
る
安
倍
政
権

の
法
制
整
備
に
、
数
々
の
疑
問
を
投
げ
か
け
、
望
ま
し
い

方
向
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
複
眼
的
に
論
じ
た
。

　
ま
ず
は
中
国
の
台
頭
を
理
由
に
挙
げ
る
安
倍
政
権
の
大

前
提
に
対
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る
こ

と
で
本
当
に
抑
止
力
が
高
ま
る
の
か
と
切
り
込
ん
だ
。

　
分
析
は
明
快
だ
。
抑
止
が
働
く
た
め
の
要
件
で
あ
る
日

本
の
武
力
行
使
の
基
準
に「
明
確
さ
が
な
い
」。
ま
た
、

基
盤
と
な
る
日
米
韓
３
カ
国
の
足
並
み
が
乱
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に「
早
い
段
階
か
ら
中
国
と

の
戦
い
に
米
国
を
巻
き
込
み
た
い
」

日
本
と
、「
経
済
依
存
の
深
ま
り
か

ら
、
中
国
と
不
要
に
対
立
し
た
く
な

い
」米
国
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
並

べ
、「
抑
止
が
増
す
こ
と
は
な
い
」と
断
じ
た
。

　
し
か
ら
ば
日
本
は
ど
う
す
べ
き
か
。「
処
方
せ
ん
」と

し
て
①
武
力
を
使
う
の
は
ど
う
い
う
場
合
か
国
民
が
平
時

か
ら
議
論
す
る
②
中
国
と
の
危
機
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確

立
す
る
③
先
の
戦
争
を
歴
史
検
証
す
る
―
な
ど
を
提
案
。

「
戦
争
は
割
に
合
わ
な
い
と
思
え
る
よ
う
な
戦
争
防
止
の

ル
ー
ル
作
り
な
ど
が
大
切
」と
強
調
し
た
。

　
元
新
聞
記
者
ら
し
く
視
線
が
低
め
で
わ
か
り
や
す
か
っ

た
が
、
法
制
見
直
し
に
よ
る
利
点
へ
の
言
及
が
乏
し
く
、

や
や
物
足
り
な
さ
も
覚
え
た
。

朝
日
新
聞
専
門
記
者（
防
衛
担
当
）　
谷
田

　
邦
一

新あ
ら

崎さ
き

　盛も
り

暉て
る

　沖
縄
大
学
名
誉
教
授

平
和
と
民
主
主
義
を
問
う

５
・
11（
月
）研
究
会「
沖
縄
か
ら
考
え
る
」①
／
司
会
：
川
上
高
志

委
員
／
出
席
：
88
人
／
動
画

前ま
え

泊ど
ま
り

　博ひ
ろ

盛も
り

　沖
縄
国
際
大
学
教
授

「
本
土
メ
デ
ィ
ア
」
に
宿
題
残
す

５
・
13（
水
）研
究
会「
沖
縄
か
ら
考
え
る
」②
／
司
会
：
軽
部
謙
介
委
員

／
出
席
：
65
人
／
動
画

植う
え

木き

　千ち

可か

子こ

　早
稲
田
大
学
教
授

安
保
法
制
見
直
し

こ
れ
で
は
日
本
の
抑
止
力
は
高
ま
ら
な
い

５
・
14（
木
）研
究
会「
日
米
安
保
を
考
え
る
」①
／
司
会
：
星
浩
委

員
／
出
席
：
98
人
／
動
画

沖縄から考える

日米安保を考える
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自
民
党
国
防
族
の
ボ
ス
で
あ
り
、

今
や
数
少
な
い
保
守
リ
ベ
ラ
ル
の
政

治
家
が
、
こ
れ
以
上
は
見
て
お
れ
ん

と
、
新
安
保
法
制
の
問
題
点
を
多
岐

に
わ
た
り
指
摘
し
た
。

　
ま
ず
は
、
昨
年
７
月
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
に
つ
い
て
。
本
来
は
国
民
投
票
に
付
す
べ
き
も
の

を
時
の
政
権
が
自
由
解
釈
す
る
こ
と
は
法
治
国
家
の
前
提

を
揺
る
が
す
、
と
し
て
、
こ
れ
を
所
与
の
も
の
と
し
て
扱

い
始
め
て
い
る
国
会
論
議
に
対
し
警
鐘
を
発
し
た
。

　
次
に
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
対
象
を「
我
が
国
と
密

接
な
関
係
に
あ
る
他
国
」と
す
る
政
府
文
書
の
曖
昧
さ
に

疑
義
を
呈
し
、
論
戦
で
の
明
確
化
を
強
く
求
め
た
。

　
山
崎
氏
の
最
大
の
強
調
点
は
、
一
連
の
指
針
、
新
法
制

が
本
来
は
北
朝
鮮
の
核
装
備
や
中
国
の
海
洋
進
出
へ
の
抑

止
力
向
上
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
い

つ
の
間
に
か
世
界
中
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
て
米
軍
の
後
方

支
援
を
さ
せ
る
法
制
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
条

約
の
範
囲
を
極
東
と
し
て
い
る
日
米
安
保
条
約
の
事
実
上

の
改
定
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
不
行
使
の
代
償
措
置
で

あ
っ
た
基
地
提
供
義
務
の
根
拠
も
薄
く
な
る
、
と
い
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
後
方
支
援
活
動
の
リ
ス
ク
、
増
大
す
る
防

衛
予
算
な
ど
重
要
事
項
の
議
論
が
欠
落
し
て
い
る
、
と
一

刀
両
断
。
国
会
を
ま
た
ぐ
慎
重
審
議
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。自
民
党
議
員
に
は
ぜ
ひ
会
見
詳
録
を
読
ん
で
ほ
し
い
。

企
画
委
員

　
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員

　
倉
重

　
篤
郎

　
時
宜
を
得
た
研
究
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
衆
院
本

会
議
で
審
議
入
り
し
た
安
全
保
障
関
連
法
案
の
質
疑
が
行

わ
れ
て
い
る
最
中
に
、
か
つ
て
自
衛
隊
を
束
ね
た
海
の
武も

の

士の
ふ

は「
現
場
」の
視
点
で
語
り
始
め
た
。

　
安
倍
内
閣
が「
平
和
安
全
法
制
」

と
名
付
け
た
法
案
は
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
に
道
を
開
き
、
外
国
軍
隊
を

後
方
支
援
す
る
た
め
に
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
を
随
時
可
能
に
す
る
内
容

だ
。
政
府
は
否
定
す
る
が
、
戦
後
日
本
が
堅
持
し
て
き
た

「
専
守
防
衛
」の
抜
本
的
転
換
を
意
味
す
る
。

　
齋
藤
氏
の
評
価
は「
85
～
95
点
取
れ
る
」と
及
第
点
。

集
団
的
自
衛
権
は「
発
動
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」も
の
の
、

訓
練
の
幅
が
広
が
り「
日
本
が
い
ろ
ん
な
カ
ー
ド
を
持
っ

て
、
抑
止
力
と
し
て
働
く
」か
ら
だ
そ
う
だ
。

　
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
は「
高
く
な
っ
て
い
る
と
は
思
え

な
い
」と
否
定
し
た
。
掃
海
艇
派
遣
や
イ
ン
ド
洋
で
の
給

油
活
動
、
イ
ラ
ク
派
遣
な
ど
、
す
で
に
高
い
リ
ス
ク
を
負

っ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
現
場
の
実
感
だ
と
い
う
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
が「
戦
死
者
」と
ど
う
向
き
合
う
の

か
と
い
う
問
題
提
起
。
自
衛
隊
員
を
戦
闘
死
に
至
ら
せ
て

は
決
し
て
な
ら
な
い
が
、
こ
の
法
案
を
推
進
す
る
政
治
家

や
そ
れ
を
支
持
す
る
国
民
に
、
死
へ
の
想
像
力
と
覚
悟
が

ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
と
、
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
論
説
委
員

　
豊
田

　
洋
一

　
安
倍
晋
三
首
相
と
は
北
朝
鮮
外
交
を
め
ぐ
っ
て
因
縁
が

あ
る
が
、
新
安
保
関
連
法
案
は「
画
期
的
だ
」と
評
し
た
。

　
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
従
来
の
憲
法
解
釈
と
整
合

さ
せ
る
意
味
で
も「
日
本
を
守
る
た
め
に
米
国
と
共
に
行

動
す
る
」枠
づ
け
を
明
確
に
、
と
訴
え
た
。
例
え
ば
朝
鮮

半
島
有
事
で
は「
米
国
が
在
日
米
軍
基
地
か
ら
作
戦
行
動

を
起
こ
す
瞬
間
か
ら
防
備
が
で
き
な
い
と
危
険
だ
。
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
が
想
定
さ
れ
る
の
は
明
白
」と
し
た
。

　
半
面
、
中
東
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
機
雷

掃
海
に
は「
原
油
途
絶
で
存
立
危
機

に
至
る
蓋
然
性
は
高
く
な
い
。
攻
撃

さ
れ
れ
ば
反
撃
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

『
何
で
も
で
き
る
の
か
』と
国
民
に

受
け
止
め
ら
れ
か
ね
な
い
」と
疑
問
を
呈
し
た
。

　
自
衛
隊
に
よ
る
後
方
支
援
の
拡
充
な
ど
で「
米
国
と
共

に
地
球
の
裏
側
ま
で
行
く
」こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
で
は
、
と
の
見
方
に
は「
も
う
少
し
自
信
を
持
つ
べ
き

だ
」と
否
定
。
む
し
ろ「
日
本
の
政
策
が
日
米
安
保
だ
け

に
支
配
さ
れ
ず
、
主
体
的
に
独
自
判
断
で
動
く
余
地
が
増

え
る
」と
の
見
解
を
示
し
た
。「
日
本
は
米
国
に
多
く
の

こ
と
で
Ｎ
Ｏ
と
言
っ
て
き
た
」と
述
べ
た
。

　
濃
密
な
米
中
対
話
を
引
き
合
い
に
、
安
保
環
境
を
改
善

す
る
外
交
努
力
も
求
め
た
。戦
後
70
年
の
首
相
談
話
で
は
、

村
山
談
話
の「
侵
略
」や「
お
詫
び
」を「
首
相
と
し
て
言

い
た
く
な
い
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
」と
指
摘
し
た
。

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

　
清
水

　
真
人

山や
ま

崎さ
き

　拓た
く

　元
自
民
党
幹
事
長

こ
れ
を
見
ず
し
て
論
じ
る
な

５
・
21（
木
）研
究
会「
日
米
安
保
を
考
え
る
」②
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委

員
／
出
席
：
93
人
／
動
画
／
会
見
詳
録

齋さ
い

藤と
う

　隆た
か
し

　元
統
合
幕
僚
長

す
で
に
高
い
リ
ス
ク
負
う
現
場

「
死
」
へ
の
想
像
力
と
覚
悟
は
あ
る
か

５
・
26（
火
）研
究
会「
日
米
安
保
を
考
え
る
」③
／
司
会
：
島
田
敏
男
委

員
／
出
席
：
85
人
／
動
画

田た

中な
か

　均ひ
と
し

　日
本
総
研
国
際
戦
略
研
究
所
理
事
長

「
米
国
に
多
く
の
Ｎ
Ｏ
も
言
っ
て
き
た
」

５
・
27（
水
）研
究
会「
日
米
安
保
を
考
え
る
」④
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委

員
／
出
席
：
92
人
／
動
画
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集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
た
め
の
安
全
保
障

法
制
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
実
質
的
な
論
戦
が
ス
タ
ー
ト

し
た
５
月
20
日
午
後
３
時
か
ら
の
党
首
討
論
。
そ
の
直
後

の
４
時
か
ら
と
い
う
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
会
見
だ
っ

た
。
Ｐ
Ｋ
Ｏ（
国
連
平
和
維
持
活
動
）な
ど
で
の
経
験
が

豊
富
な
伊
勢
﨑
教
授
が「
現
場
か
ら
考
え
る
」安
保
法
制

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
く
れ
た
。

　
最
近
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
に
は「
住
民
の
保

護
」と
い
う
大
き
な
役
割
が
あ
り
、

停
戦
合
意
が
破
ら
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
。
一
連
の
安
保
法
制
の

説
明
の
中
で
、
安
倍
首
相
ら
政
府
側
は「
派
遣
さ
れ
た
自

衛
隊
は
、
戦
闘
が
始
ま
っ
た
ら
活
動
を
中
止
し
、
退
避
す

る
」と
説
明
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
容
易
に
退
避
は
で

き
な
い
と
い
う
の
だ
。

　
自
衛
隊
の
派
遣
に
あ
た
り
、
前
線
と
後
方
の
区
別
を
つ

け
て「
後
方
支
援
だ
け
が
可
能
」と
い
う
日
本
独
特
の
理

屈
も
、
世
界
に
は
通
用
し
な
い
そ
う
だ
。
紛
争
地
で
は
前

線
も
後
方
も
な
い
と
い
う
伊
勢
﨑
氏
の
説
明
に
は
説
得
力

が
あ
る
。

　
安
保
法
制
を
め
ぐ
る
国
会
論
戦
は
、
難
解
な
用
語
が
多

用
さ
れ
、
抽
象
的
な
議
論
に
な
り
が
ち
だ
。
そ
う
し
た
取

材
を
続
け
て
い
る
若
手
記
者
諸
兄
に
、
ぜ
ひ
聞
い
て
ほ
し

い「
現
場
感
覚
」だ
っ
た
。

企
画
委
員

　
朝
日
新
聞
特
別
編
集
委
員

　
星

　
浩

　
１
９
６
８
年
、
ド
イ
ツ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
、
第
二

次
大
戦
を「
日
本
が
３
カ
月
余
計
に
戦
っ
た
」と
妙
な
ほ

め
ら
れ
方
を
さ
れ
て
以
来
、
戦
後
の
日
本
と
ド
イ
ツ
の
比

較
を
問
題
意
識
と
し
て
持
ち
続
け
、
第
一
人
者
と
し
て
語

り
続
け
て
き
た
歩
み
を
振
り
返
っ
た
。

　
日
本
か
ら
ド
イ
ツ
を
見
る
目
は
、
故
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

大
統
領
演
説
を
き
っ
か
け
に
し
た「
ド
イ
ツ
理
想
視
・
モ

デ
ル
論
」、
そ
の
反
動
の「
偶
像
破
壊
論
」な
ど
と
変
遷
し

て
き
た
。
自
ら
は
、
比
較
し
、
学
び
、
参
考
に
す
る
、
と

い
う
姿
勢
だ
と
位
置
付
け
る
。

　
日
独
と
も
戦
時
の
加
害
責
任
を
問

わ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
戦
争
に
対
す

る
反
省
よ
り
も
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
人

権
侵
害
へ
の
責
任
意
識
が
強
い
と
指

摘
。
日
本
は
加
害
者
意
識
が
欠
け
て

い
る
と
し
、
理
由
と
し
て
、
日
本
人
は
開
戦
で
は
な
く
終

戦
の
視
点
か
ら
戦
争
を
捉
え
て
い
る
か
ら
だ
と
し
た
。
ド

イ
ツ
の「
過
去
の
克
服
」と
は
、「
現
在
の
国
家
が
戦
前
と

は
異
な
る
こ
と
の
証
し
を
立
て
続
け
る
こ
と
」だ
と
し
、

加
害
者
の
追
及
▽
被
害
者
の
救
済
・
補
償
▽
再
発
防
止
―

の
３
つ
が
補
完
し
合
い
、
同
時
進
行
し
て
き
た
と
説
明
す

る
。
日
独
最
大
の
違
い
と
し
て
、
日
本
は
米
国
さ
え
何
と

か
す
れ
ば
い
い
と
い
う
意
識
で
、
ア
ジ
ア
へ
の
目
配
り
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

東
京
新
聞
・
中
日
新
聞
論
説
委
員

　
熊
倉

　
逸
男

　「
１
９
６
０
年
～
70
年
代
、
ド
イ
ツ
の
若
者
た
ち
は
父

親
や
祖
父
が
戦
争
中
に
何
を
し
た
か
問
い
詰
め
た
。
ど
ん

な
罪
を
犯
し
、
ど
れ
だ
け
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
か
、
事

実
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
」。大
使
自
身
も
７
、８
歳
の
頃
、

父
親
に
人
を
殺
し
た
か
問
う
と
答
え
は「
ヤ
ー
」、
シ
ョ

ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
。
二
度
と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
は
過
去
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
、
前
に
進
む
に
は
痛

み
も
伴
う
。
５
回
に
わ
た
っ
た
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
に
関

す
る
研
究
会
の
最
後
を
締
め
く
く
る
重
い
言
葉
だ
。

　
ユ
ダ
ヤ
人
絶
滅
を
図
っ
た「
悪
の

象
徴
」ド
イ
ツ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
和

解
は
、
ナ
チ
ス
の
不
法
の
責
任
を
認

め
補
償
を
始
め
た
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
に

依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
世
代
が

変
わ
っ
て
も
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保
障
は
ド
イ
ツ
の
国
是
だ
」と
演

説
、
ド
イ
ツ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
生
存
権
を
守
る
覚
悟
が
あ

る
の
だ
と
い
う
。
世
論
の
反
発
の
中
、
政
治
主
導
の
和
解

の
取
り
組
み
は「
唯
一
無
二
の
関
係
」に
発
展
し
た
。

　「
口
で
言
う
よ
り
行
動
だ
」。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
ゲ
ッ
ト
ー

で
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ブ
ラ
ン
ト
元
首
相
、
戦
没
者
の
墓
地
で

手
を
取
り
合
っ
た
ミ
ッ
テ
ラ
ン
、コ
ー
ル
の
仏
独
両
首
脳
。

指
導
者
の
行
動
が
世
界
に
発
信
さ
れ
信
頼
獲
得
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
。ア
ジ
ア
で
も
不
可
能
で
は
な
い
と
い
う
が
。

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

　
二
村

　
伸

伊い

勢せ

﨑ざ
き

　賢け
ん

治じ

　東
京
外
国
語
大
学
教
授

日
本
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
は

現
場
か
ら
安
保
法
制
論
じ
る

５
・
20（
水
）著
者
と
語
る『
本
当
の
戦
争
の
話
を
し
よ
う
』／
司
会
：
星

浩
委
員
／
出
席
：
53
人
／
動
画

佐さ

藤と
う

　健た
け

生お

　拓
殖
大
学
教
授

日
本
と
の
比
較
の
論
点

加
害
者
意
識
が
欠
け
る
の
で
は

５
・
13（
水
）研
究
会「
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
」④
／
司
会
：
倉
重
篤

郎
委
員
／
出
席
：
95
人
／
動
画

ハ
ン
ス
・
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ア
テ
ル
ン
　

駐
日
ド
イ
ツ
大
使

「
戦
争
中
何
を
し
た
の
か
︒

父
の
真
実
を
知
る
必
要
が
あ
っ
た
」

５
・
25（
月
）研
究
会「
ド
イ
ツ
の
戦
後
和
解
」⑤
／
司
会
：
杉
田
弘
毅
委
員

／
通
訳
：
ベ
ア
ー
テ
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
オ
ス
テ
ン
／
出
席
：
79
人
／
動
画

ドイツの戦後和解
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い
ま
だ
実
態
が
不
明
な
旧
ソ
連
に

よ
る「
日
本
人
抑
留
者
」に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
が
新
た
に
１
万
人
超
の

死
亡
者
名
簿
を
公
表
し
た
。
こ
の
分

野
の
碩
学
が
、
公
表
の
意
義
と
残
る

課
題
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　
北
朝
鮮
や
南
樺
太
な
ど
、
シ
ベ
リ
ア
以
外
で
の
死
亡
者

の
名
簿
が
公
表
さ
れ
る
の
は
初
め
て
。
特
に
北
朝
鮮
は
国

交
が
な
く
、
政
府
に
資
料
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
さ
え

困
難
で
、
こ
れ
ま
で
も
っ
と
も
実
態
が
分
か
ら
な
か
っ
た

地
域
だ
っ
た
が
、「
抑
留
の
全
体
像
把
握
の
一
歩
と
な
る
」

と
い
う
。
ロ
シ
ア
や
北
朝
鮮
な
ど
に
は
、
抑
留
の
資
料
が

依
然
と
し
て
多
く
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、「
政

府
は
資
料
の
提
供
を
粘
り
強
く
求
め
る
べ
き
だ
」と
の
意

見
は
極
め
て
当
然
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
課
題
に
挙
げ
た
の
が
補
償
問
題
だ
。
２
０
１
０

年
に
成
立
し
た
シ
ベ
リ
ア
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
、
強
制

労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
旧
日
本
兵
ら
に
は
特
別
給
付
金
と
し

て
最
高
１
５
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
が
、
樺
太
や
北
朝
鮮

は
対
象
外
と
な
っ
て
お
り
、「
特
措
法
の
対
象
と
し
て
な
に

が
し
か
の
補
償
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
」と
提
案
し
た
。

　
70
年
た
っ
て
も
、
多
く
の
遺
族
は
親
族
が
酷
寒
の
地
の

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
今
回
の
公
表
を
、
抑
留
の
全
貌
解
明
へ
と
つ

な
げ
、
遺
族
に
抑
留
者
の「
最
期
」を
伝
え
て
ほ
し
い
。

読
売
新
聞
社
会
部

　
前
田

　
啓
介

　
児
童
文
学
者
・
石
井
桃
子
さ
ん（
１
９
０
７
～
２
０
０

８
年
）の
評
伝『
ひ
み
つ
の
王
国
』で
昨
年
度（
第
65
回
）の

芸
術
選
奨（
評
論
等
部
門
）文
科
大
臣
賞
を
受
け
、
さ
ら

に
新
田
次
郎
文
学
賞
も
決
ま
っ
た
。原
稿
用
紙
な
ら
千
枚
、

最
後
の
年
譜
・
索
引
ま
で
入
れ
る
と
５
６
０
ペ
ー
ジ
を
超

え
る
大
著
だ
が
、
一
気
に
読
ま
せ
る
。

　「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
文
芸
評
論
で
も
な
い
、

変
な
本
」と
謙
遜
す
る
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
評
伝
の
王

道
を
行
く
作
品
だ
。
２
０
０
２
年
の
軽
井
沢
で
の
泊
ま
り

込
み
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
12
年
、
石
井
さ
ん
の
自
伝

的
小
説『
幻
の
朱
い
実
』に
衝
撃
を
受
け
た
と
き
か
ら
数

え
れ
ば
21
年
に
及
ぶ
、
息
の
長
い
取
材
と
思
索
か
ら
生
ま

れ
た
。
石
井
さ
ん
と
の
確
執
も
含
め
た
本
書
誕
生
の
経
緯

が
、
尾
崎
さ
ん
の
語
り
で
よ
く
分
か
っ
た
。

　
と
同
時
に
、
編
集
者
・
作
家
と
し

て
知
識
社
会
の
中
で
女
性
の
活
躍
の

場
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
石
井
さ
ん

の
生
涯
と
、
82
年
に
最
初
の
女
性
定

期
採
用
記
者
と
し
て
読
売
新
聞
に
入

っ
た
尾
崎
さ
ん
の
文
芸
記
者
と
し
て
の
軌
跡
が
、
相
似
に

見
え
た
。
著
者
と
テ
ー
マ
の
強
い
つ
な
が
り
を
感
じ
る
。

本
の
タ
イ
ト
ル
の「
ひ
み
つ
」に
つ
い
て
、
心
理
学
者
・

河
合
隼
雄
を
引
い
て
語
っ
た「
合
理
・
非
合
理
併
せ
持
つ

こ
と
」が
、
尾
崎
さ
ん
の
文
学
観
を
垣
間
見
せ
た
。

共
同
通
信
客
員
論
説
委
員

　
会
田

　
弘
継

　
帰
国
後
２
日
目
の
緊
急
会
見
だ
っ

た
。

　
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
発
生
の
４
月
25

日
、
野
口
さ
ん
は
標
高
４
５
０
０
メ

ー
ト
ル
の
エ
ベ
レ
ス
ト
の
斜
面
に
い

た
。「
ゴ
ー
ッ
と
大
き
な
音
が
響
き
、
石
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ

ン
飛
ん
で
き
た
」

　
村
ま
で
下
り
る
と
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
た
。

余
震
の
続
く
な
か
、
そ
れ
か
ら
３
週
間
余
、
現
地
に
と
ど

ま
り
村
々
を
回
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た
っ
た
。

　
ネ
ッ
ト
な
ど
で
被
害
状
況
を
発
信
し
、
日
本
の
関
係
者

に
連
絡
を
と
り
発
生
後
わ
ず
か
４
日
目
に
救
援
基
金
を
立

ち
上
げ
た
。
基
金
に
は
3
週
間
で
６
０
０
０
万
円
以
上
の

浄
財
が
集
ま
り
、
仮
設
住
宅
用
に
大
型
テ
ン
ト
６
０
０
張

を
発
注
し
た
。

　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
援
助
機
関
指
導
者
、
行
政
担
当
者

…
偶
然
遭
遇
し
た
異
国
で
の
災
害
で
、
一
人
何
役
も
こ
な

し
て
救
援
に
あ
た
っ
た
。

　「
近
づ
く
雨
期
で
土
砂
崩
れ
が
怖
い
。
８
月
に
は
ま
た

行
く
。
援
助
は
長
丁
場
に
な
る
の
で
日
本
人
も
関
心
を
失

わ
な
い
で
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。

　
救
援
へ
の
熱
意
、
並
外
れ
た
組
織
力
と
行
動
力
、
具
体

性
あ
る
計
画
立
案
能
力
。「
社
会
活
動
に
も
熱
心
な
登
山

家
」の
枠
を
は
る
か
に
超
え
た
実
像
を
こ
の
会
見
で
初
め

て
知
っ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

　
土
生

　
修
一

富と
み

田た

　武た
け
し

　成
蹊
大
学
名
誉
教
授

抑
留
者
の
「
最
期
」
伝
え
る
た
め
に

５
・
11（
月
）シ
リ
ー
ズ
企
画「
戦
後
70
年
　
語
る
・
問
う
」⑯
シ
ベ
リ

ア
抑
留
問
題
／
司
会
：
土
生
修
一
事
務
局
長
／
出
席
：
74
人
／
動
画

尾お

崎ざ
き

　真ま

理り

子こ

　読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員

重
な
り
合
う
「
書
く
者
」
と
「
書
か
れ
る
者
」

５
・
21（
木
）著
者
と
語
る『
ひ
み
つ
の
王
国
　
評
伝
　
石
井
桃
子
』／
司

会
：
会
田
弘
継
企
画
委
員
長
／
出
席
：
27
人
／
動
画

野の

口ぐ
ち

　健け
ん

　登
山
家

登
山
中
、
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
に
遭
遇

超
人
的
行
動
力
で
援
助
活
動
開
始

５
・
22（
金
）記
者
会
見
／
司
会
：
倉
重
篤
郎
委
員
／
出
席
：
71
人
／
動
画

戦後70年
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米
議
会
で
の
安
倍
首
相�

及
川

　正
也（
毎
日
新
聞
社
）

政
治
家
の
演
説
は
言
責
と
も
な
う

　
　
重
み
増
す「
70
年
談
話
」

　
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
や
政
治
信
条
を
肉
声
で

訴
え
る
演
説
は
政
治
家
の
命
だ
。
だ
が
、

日
本
の
首
相
の
言
説
が
こ
れ
ほ
ど
注
目
を

浴
び
た
こ
と
が
近
年
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
４
月
29
日
に
米
連
邦
議
事
堂
で
行
わ
れ

た
上
下
両
院
合
同
会
議
で
の
安
倍
晋
三
首

相
の
演
説
だ
。
聴
衆
で
あ
る
連
邦
議
員
ら

は
、「
や
や
危
う
い
」と
喧
伝
さ
れ
る
日

本
の
保
守
的
な
リ
ー
ダ
ー
の
本
質
を
捉
え

よ
う
と
、
好
奇
と
懐
疑
の
目
で
迎
え
た
。

先
の
大
戦
へ
の
反
省
は
？

　
規
制
改
革
へ

の
情
熱
は
？

　
女
性
の
権
利
向
上
へ
の
熱

意
は
？

　
議
員
の
関
心
は
異
な
る
が
、
私

も
、
首
相
が
放
つ
一
言
一
句
を
追
い
、
そ

の
意
味
を
探
っ
た
。

米
国
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に�

〝
表
現
〟使
い
分
け
る

　
米
国
人
に
と
っ
て
勇
敢
の
証
し
で
あ
る

硫
黄
島
で
の
戦
い
に
ま
つ
わ
る
日
米
の
関

係
者
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
演
説
の
表
題

（「
希
望
の
同
盟
へ
」）に
オ
バ
マ
大
統
領
を

表
す
代
名
詞
だ
っ
た「H

ope

」を
盛
り
込

ん
だ
。
側
近
の
議
会
演
説
の
下
調
べ
、
経

験
に
基
づ
く
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
ユ
ー
モ
ア
、

抑
揚
を
つ
け
る
練
習
。
45
分
の
間
に
14
回

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
総

立
ち
で
の
拍
手
）を
数
え
た
。
招
待
者
の

ベ
イ
ナ
ー
下
院
議
長（
共
和
党
）は「
歴
史

を
刻
ん
だ
日
」だ
と
の
声
明
を
出
し
、
演

説
は
喝
采
を
浴
び
た
と
い
っ
て
い
い
。

　「
成
功
し
た
の
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
米
国

に
絞
り
込
ん
だ
か
ら
だ
」と
米
国
の
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
知
人
は
言
う
。
例
え
ば
、
先

の
大
戦
へ
の
認
識
が
そ
う
だ
。
ア
ジ
ア
諸

国
に
は
従
来
通
り
の「deep rem

orse

」

（
痛
切
な
反
省
）を
踏
襲
し
た
の
に
対
し
、

真
珠
湾
な
ど
米
兵
に
大
き
な
損
害
を
与
え

た
戦
地
に
言
及
し
た
米
国
向
け
で
は

「deep repentance

」（
深
い
悔
悟
）と
い

う
新
た
な
表
現
で
使
い
分
け
た
。

　
同
じ
後
悔
を
示
す
言
葉
だ
が
、
友
人
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は「
宗
教
色
が
強
い
表

現
で
、
悪
い
所
業
へ
の
反
省（rem

orse

）

を
表
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
代
償
と
し
て

社
会
奉
仕
や
謝
罪
な
ど
を
す
る
こ
と
も
含

め
た
深
い
意
味
が
あ
る
」と
教
え
て
く
れ

た
。
責
任
に
は
行
動
が
と
も
な
う
。
演
説

後
、
バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
は
歴
史
問
題
に

つ
い
て「
責
任
が
日
本
に
あ
る
こ
と
を
明

確
に
し
た
」と
評
価
し
た
。

「
小
泉
元
首
相
の
影
が
…
」�

反
応
さ
ま
ざ
ま

　
一
方
、
韓
国
の
朴
槿
恵
大
統
領
は
慰
安

婦
問
題
へ
の
明
確
な
謝
罪
が
な
か
っ
た
と

批
判
し
た
。
演
説
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の

植
民
地
支
配
や
謝
罪
が
な
か
っ
た
こ
と
も

韓
国
メ
デ
ィ
ア
の
批
判
の
的
と
な
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
の
多
く
の
人
が
日
韓
関
係
を

心
配
し
て
い
る
が
、「
安
倍
政
権
は
、
謝

罪
要
求
は
韓
国
が
日
本
を
縛
り
付
け
て
お

く
た
め
の
政
治
の
道
具
に
使
っ
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
」（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
幹
部
）

と
認
識
し
て
お
り
、
謝
罪
は
根
本
的
な
解

決
要
因
で
は
な
い
と
の
見
方
を
強
め
て
い

る
。

　
演
説
を
聞
い
た
日
本
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー

は
、
安
倍
首
相
を
後
継
者
と
し
て
育
て
た

小
泉
純
一
郎
元
首
相
の
影
が
ち
ら
つ
く
と

言
っ
た
。「『
緊
密
な
日
米
関
係
が
中
国
、

韓
国
と
の
関
係
に
も
資
す
る
』と
い
う
小

泉
氏
の
日
米
至
上
主
義
に
似
て
い
る
」。

首
相
は
、
小
泉
氏
が
イ
ラ
ク
戦
争
で「
対

米
追
従
」と
批
判
さ
れ
る
一
方
、
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
に
た
め
ら
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、「
日
本
か
ら
自
発
的
に
同
盟
強

化
や
安
保
法
制
を
主
導
し
て
い
る
」と
、

あ
る
首
相
周
辺
は
解
説
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
夏
に
発
表
す
る
戦
後
70

年
談
話
は「
米
国
限
定
」で
は
な
い
。
安

倍
政
権
の
歴
史
認
識
の
集
大
成
と
し
て
世

界
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
る
。
演
説

か
ら
１
カ
月
以
上
た
つ
が
、
こ
の
間
、
米

国
を
中
心
と
し
た
日
本
研
究
者
が
共
同
声

明（
５
月
19
日
時
点
の
賛
同
者
４
５
７
人
）を
発

表
。
安
倍
首
相
の
議
会
演
説
を
評
価
し
た

う
え
で「
大
胆
な
行
動
」を
求
め
た
。

　
安
倍
首
相
は
米
議
会
で
の
演
説
で「
ア

ジ
ア
諸
国
民
に
苦
し
み
を
与
え
た
事
実
か

ら
目
を
背
け
て
は
な
ら
な
い
」と
歴
史
を

直
視
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
、
そ
の
思
い

を
歴
代
首
相
と
同
じ
く
す
る
と
強
調
し

た
。
政
治
家
の
演
説
に
は「
言
責
」が
と

も
な
う
。
あ
と
は
行
動
で
あ
る
。
首
相
に

は
、
そ
の
重
み
を
か
み
し
め
て
ほ
し
い
。

お
い
か
わ
・
ま
さ
や
▼
１
９
８
８
年
入
社
　
水

戸
支
局
　
政
治
部
　
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
な
ど

を
経
て
　
２
０
１
３
年
か
ら
北
米
総
局
長

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

日本の首相として初めて米議会の上下両院合同会議で
演説する安倍首相（４月29日／ワシントン／共同通信社提供）
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「
大
阪
都
構
想
」�

木
原

　善
隆（
朝
日
放
送
）

メ
デ
ィ
ア
、
政
党
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
に

　
　
教
訓
を
残
し
た
住
民
投
票

　
橋
下
徹
大
阪
市
長
の
最
後
の
大
勝
負

「
大
阪
都
構
想
」の
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
は
、
政
党
か

ら
の「
圧
力
」と
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。

　
ま
ず
は「
大
阪
都
構
想
」と
い
う
名
称

そ
の
も
の
に
つ
い
て
。
反
対
派
の
自
民
党

や
民
主
党
の
大
阪
府
連
は
、
大
阪「
都
」

を
名
乗
る
に
は
法
律
改
正
が
必
要
で
あ
り

「
都
構
想
」の
名
称
を
使
う
の
は
市
民
に

誤
解
を
与
え
る
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
使

用
し
な
い
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
各
社
に
文
書

で
申
し
入
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
今
回
の

住
民
投
票
は
、
大
阪
市
域
に
お
け
る
特
別

区
の
設
置
の
賛
否
を
問
う
も
の
で
、
こ
の

指
摘
は
正
し
い
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
５

年
間「
都
構
想
」の
名
称
で
報
道
し
て
き

た
も
の
を
、
い
き
な
り
変
え
て
は
視
聴
者

は
混
乱
す
る
。
議
論
の
末
、
Ａ
Ｎ
Ｎ
系
列

で
は
、
リ
ー
ド
か
原
稿
の
最
初
に「
大
阪

市
を
廃
止
し
て
５
つ
の
特
別
区
に
再
編
す

る
、
い
わ
ゆ
る
大
阪
都
構
想
」と
表
現
し

「
大
阪
都
構
想
」と
か
ぎ
括
弧
付
き
で
表

記
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
一
方
、
賛
成
派
の
維
新
の
党
は
、
反
対

意
見
を
表
明
し
て
い
る
特
定
の
大
学
教
授

を
番
組
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
さ

せ
続
け
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
、
再
三
に

わ
た
り
公
開
質
問
状
を
送
っ
て
き
た
ほ

か
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
た
。
言
論
の
自

由
の
観
点
か
ら
、
出
演
を
取
り
や
め
る
と

い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
住

民
投
票
の
結
果
に
は
法
的
拘
束
力
が
あ

り
、
賛
否
が
偏
ら
な
い
報
道
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
、
維
新
に
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も

な
い
。
朝
日
放
送（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）は
、「
都
構

想
」を
テ
ー
マ
に
す
る
際
は
、
賛
成
派
の

論
客
も
出
演
さ
せ
る
対
応
を
取
っ
て
、
当

該
教
授
の
出
演
は
継
続
し
た
。

討
論
会
ス
タ
イ
ル
　
思
惑
ぶ
つ
か
る

　
次
に
苦
労
し
た
の
が
、
テ
レ
ビ
討
論
会

の
実
施
だ
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
は
統
一
地
方
選
挙

前
半
戦
の
翌
日（
４
月
13
日
）に
橋
下
市

長
と
反
対
派
の
議
員
た
ち
に
よ
る
討
論
会

を
企
画
。
橋
下
市
長
の
日
程
は
押
さ
え
た

う
え
で
、
反
対
派
議
員
の
出
演
交
渉
を
進

め
た
。
反
対
派
の
出
演
条
件
は
、
橋
下
市

長
だ
け
で
な
く
、
維
新
の
議
員
も
参
加
す

る
こ
と
。

　
一
方
、
維
新
側
は
橋
下
市
長
以
外
の
出

演
は
認
め
な
い
姿
勢
。
テ
レ
ビ
慣
れ
し
た

橋
下
市
長
よ
り
も
、
維
新
議
員
を
引
っ
張

り
出
し
て
弱
点
を
突
き
た
い
反
対
派
と
、

橋
下
市
長
が
得
意
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
反
対

派
を
論
破
し
た
い
維
新
側
が
互
い
に
譲
ら

ず
、
討
論
会
は
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
討
論
会
に
参
加
し
な
い
こ
と

へ
の
世
論
の
批
判
が
高
ま
り
、
実
現
し
た

局
も
あ
っ
た
一
方
、
討
論
の
進
め
方
や
時

間
配
分
な
ど
の
条
件
が
折
り
合
わ
ず
、
討

論
会
を
見
合
わ
せ
た
局
も
あ
っ
た
。
大
阪

青
年
会
議
所
な
ど
も
、
討
論
会
を
企
画
し

た
が
、
同
様
に
中
止
と
な
っ
た
。

前
代
未
聞
　
無
制
限
の
Ｐ
Ｒ
合
戦

　
今
回
の
住
民
投
票
は
、
ビ
ラ
や
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
な
ど
の
総
量
に
制
限
が
な
い
な
ど
、

通
常
の
選
挙
に
比
べ
て
大
幅
に
自
由
な
活

動
が
可
能
だ
っ
た
。
維
新
は
、
４
億
円
以

上
の
広
告
宣
伝
費
を
投
じ
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
大
量
に
打
ち
、
投
票
前
数
日
間
は
毎

日
、
ビ
ラ
を
全
戸
配
布
し
た
。

　
反
対
派
も
、
自
民
や
民
主
が
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
流
し
た
ほ
か
、
各
種
団
体
が
作
成
し

た
ビ
ラ
も
乱
れ
飛
ん
だ
。
ま
た
、
投
票
日

も
運
動
が
可
能
だ
っ
た
た
め
、
投
票
所
前

で
賛
成
派
と
反
対
派
が
訴
え
る
と
い
う
、

長
年
選
挙
取
材
を
し
て
い
る
私
も
見
た
こ

と
が
な
い
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
大

阪
市
民
は
自
分
の
住
む
自
治
体
の
存
廃
を

自
ら
決
め
る
と
い
う
重
大
な
決
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
悩
み
に
悩
ん
だ
。

　
結
果
は
ご
存
知
の
と
お
り
、
０
・
８
％

と
い
う
僅
差
の
決
着
で
、
市
民
は
二
分
さ

れ
た
。
橋
下
氏
は「
今
回
の
住
民
投
票
は
、

憲
法
改
正
の
国
民
投
票
の
予
行
演
習
」と

述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
決
断
を
迫
ら
れ

た
市
民
、
無
制
限
Ｐ
Ｒ
合
戦
を
展
開
し
た

政
党
、
賛
否
に
偏
ら
な
い
住
民
へ
の
情
報

提
供
を
求
め
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ

て
、
貴
重
な
教
訓
を
残
し
た
住
民
投
票
だ

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

き
は
ら
・
よ
し
た
か
▼
１
９
９
０
年
入
社
　
パ

リ
特
派
員
　
台
北
　
上
海
支
局
長
な
ど
を
経

て
　
２
０
１
１
年
か
ら
内
政
キ
ャ
ッ
プ
兼
Ａ
Ｂ

Ｃ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

投票日（5.17）深夜の開票特別番組。左側が筆者（朝日放送提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート



No.544　2015.6.10　日本記者クラブ会報⃝ 14

政
治
化
す
る
世
界
遺
産�

奥
田

　有
一（
共
同
通
信
社
）

徴
用
問
題
で
日
韓
対
立
激
化

　
　
普
遍
的
価
値
の
観
点
で
議
論
を

「軍艦島」の通称で知られる長崎市の端島炭坑も登録勧
告された（共同通信社提供）

　「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
世

界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ぐ
り
、
日
本
と
韓

国
が
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。

　
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）

の
諮
問
機
関
が
登
録
を
勧
告
し
、
日
本
で

19
番
目
の
世
界
遺
産
と
な
る
の
は
確
実
な

情
勢
だ
が
、韓
国
が
強
硬
に
反
対
を
表
明
。

「
朝
鮮
半
島
出
身
者
を
強
制
徴
用
し
た
場

で
あ
り
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」と
し
て
、

他
の
世
界
遺
産
委
員
会
メ
ン
バ
ー
国
に
も

同
調
を
求
め
は
じ
め
た
。
本
来
は
世
界
遺

産
に
ふ
さ
わ
し
い
普
遍
的
な
価
値
が
あ
る

か
ど
う
か
で
決
ま
る
は
ず
が
、
政
治
的
駆

け
引
き
の
材
料
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

原
爆
ド
ー
ム
で
も
反
発

　「
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
根
回

し
を
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
原
爆
ド
ー

ム
は
推
薦
ま
で
５
年
を
か
け
て
い
る
」―
。

文
科
省
関
係
者
は
準
備
不
足
を
指
摘
す

る
。
１
９
９
６
年
に
登
録
さ
れ
た
原
爆
ド

ー
ム
は
、
米
国
や
中
国
の
反
発
が
予
想
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
は
推
薦
の
前
か
ら

水
面
下
で
働
き
掛
け
を
続
け
て
き
た
。

　
結
局
、
全
面
的
な
賛
成
を
取
り
付
け
る

こ
と
は
で
き
ず
、米
国
は
不
支
持
を
表
明
、

中
国
は
採
決
を
棄
権
し
た
が
、
世
界
遺
産

委
は
登
録
を
決
定
し
た
。
文
科
省
担
当
者

は「
米
国
は
場
外
で
反
対
を
公
言
し
た

が
、
世
界
遺
産
委
で
は
沈
黙
を
守
っ
た
。

中
国
も
退
席
し
た
が
、
他
の
国
を
巻
き
込

ま
な
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

１
９
１
０
年
と
い
う
区
切
り

　
２
０
１
３
年
９
月
、
日
本
政
府
が
産
業

革
命
遺
産
の
推
薦
を
決
定
す
る
前
に
、
韓

国
は
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
複
数
回
、
反

対
や
憂
慮
を
伝
え
て
き
た
。
外
務
省
に
よ

る
と
、「
１
９
１
０
年
ま
で
の
出
来
事
を

対
象
と
し
て
お
り
、
徴
用
と
は
直
接
関
係

な
い
」と
説
明
、
韓
国
か
ら
そ
れ
以
上
異

論
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
当
時
は
日
本
の
推
薦
候
補
を
め
ぐ
っ

て
、
文
化
審
議
会
が
推
す「
長
崎
の
教
会

群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」と
競
合
。

産
業
革
命
遺
産
の
構
成
施
設
の
選
び
方
や

保
全
計
画
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
疑
問

が
相
次
い
で
い
た
。
推
薦
書
は
、
日
韓
併

合
の
あ
っ
た
１
９
１
０
年
で
区
切
る
理
由

に
つ
い
て
、
同
年
英
国
で
開
か
れ
た
日
英

博
覧
会
に
よ
っ
て
日
本
が
国
際
社
会
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
だ
が
文

化
庁
関
係
者
は「
知
名
度
の
低
い
博
覧
会

を
理
由
に
し
て
も
、
韓
国
は
併
合
の
時
期

を
避
け
た
と
し
か
解
釈
し
な
い
だ
ろ
う
」

と
厳
し
く
指
摘
す
る
。

　
韓
国
は「
登
録
阻
止
」を
公
言
し
、
大

掛
か
り
な
ロ
ビ
ー
活
動
に
走
っ
た
。
今
年

４
月
に
は
朴
槿
恵
大
統
領
自
ら
、
世
界
遺

産
委
メ
ン
バ
ー
の
ペ
ル
ー
や
コ
ロ
ン
ビ
ア

を
訪
問
し
、登
録
に
反
対
す
る
よ
う
要
請
。

勧
告
前
に
は
、
各
国
駐
在
の
韓
国
大
使
館

員
ら
が
、
そ
の
国
の
諮
問
機
関
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
研
究
者
ら
に
直
接
圧
力
を
か
け
る

「
禁
じ
手
」に
も
出
た
。
外
務
省
関
係
者

は「
同
盟
国
の
足
を
引
っ
張
る
こ
と
が
最

優
先
課
題
に
な
っ
て
い
る
。異
常
事
態
だ
」

と
嘆
く
。

協
議
平
行
線
の
回
避
を

　
徴
用
問
題
に
関
し
て
、
本
人
の
意
思
に

反
し
て
日
本
に
来
た
労
働
者
が
い
る
事
実

は
日
本
政
府
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し

「
奴
隷
労
働
だ
っ
た
」と
の
韓
国
の
主
張

に
対
し
て
は
、「
給
料
を
支
払
っ
て
お
り
、

奴
隷
労
働
に
は
当
た
ら
な
い
」と
強
く
反

論
。
内
閣
官
房
関
係
者
は「
一
度『
奴
隷

労
働
』と
い
う
印
象
が
国
際
的
に
定
着
し

た
ら
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
の
は
大
変
だ
」

と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

　
世
界
遺
産
制
度
に
詳
し
い
日
本
の
研
究

者
は「
政
治
的
な
立
場
を
離
れ
て
、
徴
用

問
題
を
学
術
的
に
研
究
す
る
専
門
家
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
。
両
国
に
と
っ
て
不
幸
な

こ
と
だ
」と
指
摘
す
る
。

　
世
界
遺
産
委
は
６
月
28
日
か
ら
ド
イ

ツ
・
ボ
ン
で
開
か
れ
る
。
世
界
遺
産
へ
の

登
録
可
否
は
、
政
治
的
主
張
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
普
遍
的
価
値
の
観
点
か
ら
議
論

さ
れ
る
べ
き
だ
。
文
化
の
理
解
に
よ
っ
て

相
互
の
国
の
結
束
を
強
め
る
は
ず
の
世
界

遺
産
が
、
国
家
間
の
対
立
を
生
み
出
し
て

は
な
ら
な
い
。

お
く
だ
・
ゆ
う
い
ち
▼
１
９
９
９
年
入
社
　
高

知
支
局
　
仙
台
編
集
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
０

８
年
か
ら
地
域
報
道
部

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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た
郡
内
の
双
葉
、
双
葉
翔
陽
、
浪
江
、
浪

江
津
島
、
富
岡
の
５
高
校
も
住
民
避
難
の

影
響
で
生
徒
が
減
少
、
危
機
感
を
抱
い
た

地
元
教
育
長
ら
が
掲
げ
た
の
が
、
子
ど
も

の
帰
還
の
受
け
皿
と
な
る
中
高
一
貫
校
の

構
想
だ
っ
た
。
構
想
を
基
に
国
や
県
を
交

え
た
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
震
災
５
年
目
の

今
年
、よ
う
や
く
開
校
に
た
ど
り
着
い
た
。

■
従
来
の
枠
超
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
開
校
に
合
わ
せ
今
春
、
郡
内
の
５
校
は

新
入
生
の
募
集
を
停
止
。
５
校
の
伝
統
や

学
習
課
程
を
受
け
継
い
だ「
ふ
た
ば
未

来
」は
大
学
進
学
、
職
業
人
育
成
、
ス
ポ

ー
ツ
の
３
コ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
国
の

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

に
も
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
小
泉
進
次
郎
復

興
政
務
官
や
作
詞
家
の
秋
元
康
氏
ら
各
界

被 災地はいま  東日本大震災から4年3カ月

し
ら
さ
か
・
と
し
か
ず
▼
２
０
０
２
年
入
社
　

報
道
部
　
白
河
支
社
　
川
俣
支
局
長
な
ど
を

経
て
　
ふ
た
ば
支
局
長

被災地通信34福島県
「ふたば未来学園高校」開校

被災者に希望与える子どもたち
成長伝え続けたい
白坂　俊和（福島民友新聞社）

教育復興の拠点として期待が高まる中、学校で
は「教育復興応援団」の一員でもある平田オリ
ザ氏による授業も始まった（福島民友新聞社提供）

　
事
故
収
束
作
業
が
進
む
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
か
ら
南
に
20
～
30
㌔
の
場
所
に

位
置
す
る
福
島
県
広
野
町
に
４
月
、
原
発

被
災
地
の
教
育
復
興
の
柱
と
し
て
期
待
さ

れ
る
県
立
中
高
一
貫
校「
ふ
た
ば
未
来
学

園
高
校
」が
開
校
し
た
。
注
目
を
集
め
た

入
学
式
か
ら
２
カ
月
が
過
ぎ
、
真
新
し
い

制
服
に
身
を
包
ん
だ
生
徒
た
ち
の
姿
も
広

野
の
街
並
み
に
な
じ
み
始
め
た
。

　
原
発
事
故
後
、
広
野
町
を
含
む
双
葉
郡

８
町
村
の
子
ど
も
た
ち
は
避
難
先
で
の
通

学
を
強
い
ら
れ
、
教
育
環
境
は
大
き
く
悪

化
。
避
難
先
に
サ
テ
ラ
イ
ト
校
を
開
設
し

の
著
名
人
に
よ
る
支
援
組
織「
ふ
た
ば
の

教
育
復
興
応
援
団
」も
発
足
。
当
初
は
定

員
割
れ
も
危
惧
さ
れ
た
が
、
１
２
０
人
の

定
員
を
上
回
る
１
５
２
人
の
希
望
者
が
あ

り
、
特
例
で
試
験
を
行
わ
ず
に
全
員
を
１

期
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
今
後
の
復
興
を
担

い
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
を
目
指

す
た
め
、
従
来
の
高
校
教
育
の
枠
を
超
え

て
練
り
込
ま
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
生
徒
が

地
域
と
関
わ
り
、
復
興
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」だ
。
教
育

復
興
応
援
団
の
一
人
で
劇
作
家
の
平
田
オ

リ
ザ
氏
を
講
師
に
迎
え
た
授
業
で
は
、
生

徒
が
地
域
復
興
を
テ
ー
マ
に
取
材
や
議
論

を
重
ね
、
演
劇
制
作
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
高
め
て
い
く
。

　
開
校
へ
の
地
元
の
期
待
も
大
き
い
。
広

野
町
は
除
染
も
終
わ
り
、
同
校
の
あ
る
町

中
心
部
の
空
間
放
射
線
量
は
毎
時
０
・
１

㍃
シ
ー
ベ
ル
ト
前
後
と
、
福
島
第
１
原
発

か
ら
約
１
０
０
㌔
離
れ
た
会
津
若
松
市
と

変
わ
ら
な
い
水
準
。
た
だ
、
原
発
事
故
後

は
事
業
再
開
な
ど
が
進
ま
ず
生
活
環
境
が

悪
化
し
て
お
り
、
住
民
帰
還
は
約
５
割
に

と
ど
ま
る
。
そ
ん
な
町
内
で
高
校
生
が
登

下
校
す
る
姿
は
、
帰
還
住
民
か
ら
も
好
意

的
に
受
け
止
め
ら
れ
、
町
が
活
気
づ
い
て

き
た
と
い
う
声
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。

住
民
帰
還
の
加
速
化
に
つ
な
が
る
と
の
期

待
も
あ
る
。

■
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
へ
期
待
と
課
題

　
福
島
民
友
新
聞
で
は
こ
れ
ま
で
、
教
育

復
興
応
援
団
へ
の
大
型
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
通
じ
、
開
校
の
動
き
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
発
信
し
て
き
た
。
偶
然
に
も
私

は
震
災
後
か
ら
県
の
教
育
行
政
を
担
当

し
、
同
校
の
取
材
に
関
わ
っ
て
き
た
。
今

は
広
野
町
に
昨
年
開
設
し
た「
ふ
た
ば
支

局
」を
拠
点
に
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
取

材
を
続
け
る
。
こ
の
間
、実
感
し
た
の
は
、

避
難
な
ど
の
厳
し
い
環
境
を
経
験
し
た
子

ど
も
た
ち
の
成
長
だ
。「
復
興
の
役
に
立

ち
た
い
」と
明
確
に
自
分
の
目
標
を
発
信

し
、
努
力
す
る
若
い
世
代
の
姿
は
、
避
難

生
活
長
期
化
で
将
来
を
見
通
せ
な
い
県
内

被
災
者
に
希
望
を
与
え
て
い
る
。「
ふ
た
ば

未
来
」が
子
ど
も
た
ち
の
目
標
実
現
の
た

め
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
教
育
モ
デ
ル
を

磨
き
上
げ
る
の
か
。こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
。

　
ま
た
、
高
校
に
併
設
予
定
の
県
立
中
学

校
は
構
想
段
階
で
、
完
成
は
２
０
１
９
年

度
。
既
存
の
郡
内
中
学
校
と
の
連
携
も
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
、
無
試
験
に
よ
る
学

力
差
解
消
な
ど
課
題
は
多
い
。
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
動
き
出
し
た
こ
の
新
し
い

学
校
の
取
り
組
み
や
、
生
徒
の
成
長
を
こ

れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
。
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リレーエッセ －

「
韓
国
流
通
の
父
」と
呼
ば
れ
た
日
本
人

　ロ
ッ
テ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
元
副
社
長
　秋
山
英
一
さ
ん

藤
井

　通
彦（
西
日
本
新
聞
社
）

　
九
州
出
身
の
秋
山
さ
ん
の
人
生
に
抱
い

た
強
い
関
心
は
、
離
任
後
西
日
本
新
聞
で

の
聞
き
書
き
連
載「
変
わ
る
も
の

　
変
わ

ら
ぬ
も
の
」、
さ
ら
に
加
筆
し
た
拙
著『
韓

国
流
通
を
変
え
た
男
』（
西
日
本
新
聞
社

刊
）に
つ
な
が
っ
た
。

　
秋
山
さ
ん
は
福
岡
の
旧
制
中
学
修
猷
館

を
経
て
早
稲
田
大
学
に
進
学
。
卒
業
後
、

51
年
の
三
越
入
社
以
来
、
百
貨
店
一
筋
の

道
を
歩
ん
だ
。
大
阪
店
部
長
時
代
に
故
郷

の
百
貨
店「
玉
屋
」に
移
り
常
務
ま
で
務

め
た
が
77
年
、「
や
り
手
」と
の
う
わ
さ

を
聞
き
つ
け
た
ロ
ッ
テ
グ
ル
ー
プ
の
重
光

武
雄
氏
か
ら
突
然
の
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン

グ
を
受
け
、
韓
国
ロ
ッ
テ
百
貨
店
の
事
業

本
部
長
と
し
て
開
業
に
向
け
た
一
か
ら
を

任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
50
歳
を
過
ぎ
て
の
転
進
話
。
断
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
重
光
氏
か
ら「
と
に
か
く

一
度
」と
言
わ
れ
見
学
し
た
ソ
ウ
ル
の
様

子
に「
無
限
の
可
能
性
」を
感
じ
て
、
心

変
わ
り
し
た
。
プ
ロ
の
流
通
人
の
魂
と
あ

く
な
き
好
奇
心
が
、
彼
を
新
し
い
ス
テ
ー

ジ
に
導
い
た
。

　「
国
の
威
信
」を
賭
け
、
当
時
の
朴
正

煕
大
統
領
の
肝
い
り
で
つ
く
ら
れ
た
ロ
ッ

テ
百
貨
店
で
の
秋
山
さ
ん
の
仕
事
は
、
韓

国
の
流
通
業
界
を
根
底
か
ら
変
え
た
。

　
地
下
食
料
品
売
り
場
で
の
ノ
リ
や
キ
ム

チ
の
小
分
け
売
り
、
最
上
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
街
設
置
、
韓
国
初
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
商
法
の
展
開
な
ど
、
秋
山
さ
ん
が
手
が

け
た
小
売
戦
略
の
数
々
は
、
今
や
韓
国
の

百
貨
店
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
た
。

　
白
眉
は
、
店
員
に
よ
る
深
々
と
し
た

「
日
本
式
お
じ
ぎ
」の
導
入
だ
ろ
う
。「
見
知

ら
ぬ
人
に
軽
々
し
く
親
し
い
態
度
を
見
せ

な
い
」と
い
う
儒
教
的
慣
習
の
抵
抗
に
遭

い
な
が
ら
も
、
客
へ
の
感
謝
の
意
義
を
説

き
自
ら
実
践
し
て
、
無
愛
想
だ
っ
た
店
員

の
接
客
態
度
を
百
八
十
度
変
え
た
。
普
通

だ
っ
た
業
者
か
ら
の
リ
ベ
ー
ト
も
排
除

し
た
秋
山
さ
ん
が
韓
国
に
持
ち
込
ん
だ

も
の
は
、
商
売
を
単
な
る「
売
り
買
い
」

で
は
な
く
、
相
手
へ
の
も
て
な
し
と
表

裏
一
体
と
し
て
と
ら
え
る
、
倫
理
性
の

高
い
近
代
小
売
り
の
精
神
だ
っ
た
。

　
韓
国
の
流
通
と
消
費
文
化
を
変
え
、

今
や
世
界
的
規
模
を
誇
る
ロ
ッ
テ
百
貨

店
を
支
え
る
の
は
、
秋
山
さ
ん
の「
弟

子
」た
ち
だ
。
約
30
年
の
韓
国
生
活
を

終
え
帰
国
後
も
、
彼
を
慕
う
人
々
の
招

き
に
応
じ
渡
韓
し
て
は
旧
交
を
温
め
、

な
お
教
え
を
請
わ
れ
る
と
い
う
。

　「
怒
ら
ず
、
叱
ら
ず
、
悲
し
ま
ず
」。

秋
山
さ
ん
が
韓
国
の
人
々
と
仕
事
を
す

る
際
の
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
た
言
葉

だ
。
歴
史
や
文
化
の
違
い
を
わ
き
ま
え

た
上
で
、決
し
て
感
情
的
に
な
ら
な
い
。

相
手
を
あ
く
ま
で
尊
重
し
な
が
ら
、
粘

り
強
く
話
し
合
い
共
通
の
目
標
を
設
定

し
て
、
そ
こ
に
向
か
い
進
ん
で
い
く
。

　
国
交
正
常
化
か
ら
50
年
。
依
然
波
高

き
日
韓
関
係
を
考
え
る
上
で
、
国
の
枠

を
超
え
た
一
人
の
流
通
人
の
軌
跡
か
ら

得
ら
れ
る
示
唆
は
、
極
め
て
大
き
い
。

（
ふ
じ
い
・
み
ち
ひ
こ

　
東
京
支
社
長
）

次
号
は
倉
重
篤
郎
さ
ん（
毎
日
新

聞
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　「
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
、い
つ
か
は

国
と
国
の
関
係
を
変
え
る
」―
。
今
の

日
韓
両
国
を
念
頭
に
そ
ん
な
こ
と
を
口

に
す
れ
ば
、
少
々
ナ
イ
ー
ブ
に
過
ぎ
る

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
首
脳
同

士
が
一
度
も
本
格
会
談
し
て
い
な
い
異

例
の
事
態
、
双
方
の
国
民
感
情
も
年
々

悪
化
し
て
い
る
と
さ
れ
る
状
況
で
だ
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
あ
え
て
言
い
た

い
。
国
と
国
を
つ
な
ぐ
の
は
、
人
間
同

士
の
誠
実
な
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
積
み
重
ね
で
あ
る
と
。
あ
る
人

を
思
う
た
び
、
そ
の
確
信
は
強
ま
る
。

　
秋
山
英
一
さ
ん（
89
）と
最
初
に
会

っ
た
の
は
、
ソ
ウ
ル
支
局
勤
務
時
代
の

２
０
０
３
年
。
在
韓
日
本
人
の
集
ま
り

「
ソ
ウ
ル
博
多
会
」だ
っ
た
。
会
の
重

鎮
、
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
白
髪
の
老
紳

士
が
１
９
７
０
年
代
後
半
、
韓
国
初
の

本
格
百
貨
店
開
業
の
立
役
者
で
あ
り

「
韓
国
流
通
業
界
の
父
」と
呼
ば
れ
る

人
物
で
あ
る
こ
と
を
程
な
く
知
る
。

ソウルのロッテ百貨店本店で（2005年、西
日本新聞社提供）
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音
楽
と
ア
マ
オ
ケ
の「
な
る
ほ
ど
」満
載

　

日
本
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

（
中
学
・
高
校
や
大
学
オ
ケ
を
除
き
）千
団

体
以
上
あ
り
ま
す
。
筆
者
は
中
学
時
代
に

ア
マ
オ
ケ
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
を
弾
き
始

め
、
通
信
社
・
テ
レ
ビ
局
で
の
ニ
ュ
ー
ス

関
係
の
不
規
則
勤
務
の
合
間
を
縫
っ
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
を
演
奏
す
る
オ
ケ
を
自
ら
立
ち
上

げ
、
運
営
を
取
り
仕
切
る
と
と
も
に
指
揮

者
も
務
め
て
い
ま
す
。こ
の
本
に
は
奏
者
、

指
揮
者
そ
し
て
運
営
な
ど
、
ア
マ
オ
ケ
と

ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
関
す
る

「
な
る
ほ
ど
」

が
満
載
で
す
。

会 員の著書／上映会

■
終
戦
詔
書
と
日
本
政
治
︱
義
命
と
時
運

の
相
克

老
川

　
祥
一

（
読
売
新
聞
グ
ル
ー
プ
本
社
取
締
役
最
高
顧
問
・
主
筆
代
理
）

■
東
京
新
聞
の「
筆
洗
」
～
朝
刊
名
物
コ

ラ
ム
で
読
み
解
く
時
代
の
流
れ
～

瀬
口

　
晴
義

（
東
京
新
聞
社
会
部
長
）

■
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
乾
杯
！�

素
顔
の
休
日
音
楽
家
た
ち

畑
農

　
敏
哉

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
情
報
制
作
局
）

終
戦
詔
書
の
ド
ラ
マ
が
明
か
す
政
治
の
病

根
　
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
と
し
て
知
ら

れ
る
終
戦
詔
書
の
文
言
を
め
ぐ
っ
て
、
政

府
と
軍
部
、
ま
た
閣
僚
た
ち
の
間
で
、
激

し
い
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

緊
迫
し
た
ド
ラ
マ
を
物
語
る
原
案
類
が
、

そ
っ
く
り
国
立
公
文
書
館
に
眠
っ
て
い
ま

し
た
。
１
６
１
箇
所
に
及
ぶ
お
び
た
だ
し

い
原
案
修
正
の
検
証
を
通
じ
、
政
治
の
無

責
任
さ
や
劣
化
の
軌
跡
と
そ
の
原
因
を
、

近
代
日
本
や
欧
州
諸
国
の
歴
史
、
国
際
情

勢
の
変
化
、
現
代
日
本
社
会
の
変
容
ぶ
り

を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
考
察

し
た
も
の
で

す
。

中央公論新社
３０２４円

ＮＴＴ出版
１８３６円

「
現
場
」
意
識
し
書
い
た
１
面
コ
ラ
ム

　

２
０
０
９
年
８
月
か
ら
13
年
９
月
ま
で
の

間
、東
京
新
聞
１
面
コ
ラ
ム
を
担
当
し
た
。

約
９
８
０
本
の
中
か
ら
編
集
者
が
選
ん
で

く
れ
た
１
５
６
本（
後
任
の
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
の
分
も
含
む
）を
採
録
し
た
。
よ
く
ぞ

週
５
本
も
書
い
て
き
た
な
あ
。
思
い
出
す

と
寒
け
が
す
る
。
他
社
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

は
ベ
テ
ラ
ン
の
知
識
人
ば
か
り
。
40
代
で

足
腰
が
動
く
若
さ
？
を
生
か
し
、「
現
場
」

に
出
掛
け
て
書
く
よ
う
に
心
が
け
た
。
４

年
２
カ
月
、
よ
く
乗
り
切
っ
た
な
と
自
分

を
ほ
め
て
あ

げ
た
く
な
り

ま
し
た
。

廣済堂出版
８６４円

マ
イ
B
O
O
K 

マ
イ
P
R

　
タ
イ
ト
ル
の「
放
射
線
を
浴
び
た
」は

ビ
キ
ニ
水
爆
実
験（
１
９
５
４
年
）に
よ

る
被
曝
だ
。
南
海
放
送（
愛
媛
県
）が
被

曝
船
員
や
遺
族
を
取
材
し
た
作
品
で
、
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞
受
賞
作
だ
。

　
上
映
前
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
め
く
っ
て

い
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
西
康
司
さ

ん
の
文
章
が
目
に
留
ま
っ
た
。

　「
一
人
の
人
間
に
寄
り
添
う
こ
と
か
ら

本
質
へ
と
迫
る
」︙
こ
れ
は
ロ
ー
カ
ル
局

の〝
限
界
〟で
は
な
く
ロ
ー
カ
ル
局
だ
か

ら
で
き
る〝
可
能
性
〟な
の
で
す
。

　
監
督
し
た
の
は
同
社
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

伊
東
英
朗
さ
ん
。
幼
稚
園
の
先
生
か
ら
転

職
し
た
異
色
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
。
２

０
０
４
年
、
車
で
４
時
間
か
け
て
高
知
県

に
住
む
元
高
校
教
師
の
山
下
正
寿
さ
ん
を

訪
ね
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　
映
画
は
ビ
キ
ニ
事
件
が
第
五
福
竜
丸
だ

け
の
話
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
本
政
府
が
積
極
的
に
調
べ
た
の
は
、
船

体
と
魚
の
放
射
能
汚
染
。
船
員
は
お
ざ
な

り
。
米
国
か
ら
賠
償
金
２
０
０
万
ド
ル
を

受
け
取
る
と
調
査
も
や
め
た
。
風
評
被
害

を
恐
れ
、
漁
港
で
は
誰
も
被
曝
は
口
に
で

き
な
い
。
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
。

　
被
曝
し
た
船
長
の
妻
は「
日
本
が
や
っ

と
自
分
で
つ
か
ま
り
立
ち
で
き
る
か
、
と

い
う
状
態
の
こ
ろ
で
し
ょ
。
そ
の
柱
は
石

炭
と
魚
で
す
か
ら
」と
当
時
を
語
る
。

　
１
９
８
８
年
に
被
曝
船
員
の
調
査
と
救

済
を
求
め
て
、
高
知
県
ビ
キ
ニ
被
災
船
員

の
会
を
つ
く
っ
た
岡
本
清
美
さ
ん
。
妻
は

岡
本
さ
ん
の
お
墓
で「
こ
れ
は
絶
対
、
成

功
せ
ん
と
言
っ
て
い
た
。
国
が
相
手
だ
か

ら
」と
思
い
出
す
。
映
画
に
は
お
墓
や
仏

壇
が
よ
く
登
場
す
る
。

　
前
出
の
船
長
の
妻
は
福
島
第
一
原
発
事

故
に
つ
い
て「
弱
い
者
に
し
わ
寄
せ
が
来

る
の
は
、
い
つ
の
時
代
も
一
緒
」と
言
っ

た
。私
は
こ
の
春
ま
で
福
島
県
で
取
材
し
、

同
じ
こ
と
を
感
じ
た
。

　
だ
が
、
映
画
は
現
状
を
追
認
し
な
い
。

聞
き
取
り
調
査
を
終
え
た
山
下
さ
ん
が
、

日
本
酒
を
飲
み
な
が
ら
カ
メ
ラ
に
向
か
っ

て
語
る
。「（
社
会
が
）急
に
変
わ
る
な
ん

て
思
っ
て
な
い
よ
。
谷
川
で
赤
い
カ
ニ
が

穴
を
あ
け
る
。
そ
れ
が
セ
メ
ン
ト
で
固
め

た
堰
を
切
る
と
き
が
あ
る
」

　
東
京
新
聞
論
説
委
員

　
井
上

　
能
行

終わらないビキニ事件
葬り去られた被曝船員を追う

「放射線を浴びたＸ年後」
（5.18）

Ⓒ
２
０
１
２
南
海
放
送

画像提供：南海放送

上映会
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しみず・みつお
1948年生まれ　71年毎日新聞入
社　中部本社報道部を経て　東
京本社社会部　社会部長　編集
局次長　中部本社編集局長　ス
ポーツニッポン新聞常務　監査
役を経て　14年退職
現在　社団法人監査懇話会理事

も
う
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

　
　
伊
澤
先
生
と
の
出
会
い

�

清
水

　光
雄

書いた話　書かなかった 話

　
寒
さ
が
募
る
今
年
２
月
半
ば
、
東
京
・

六
番
町
の
ホ
ー
ル
で
世
界
的
霊
長
類
学

者
、
伊
澤
紘
生
・
宮
城
教
育
大
学
名
誉
教

授
は
、
昨
年
末
に
出
版
し
た『
新
世
界
ザ

ル
―
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
に
野
生
の
生

き
ざ
ま
を
追
う
』（
東
大
出
版
会
）の
記
念

講
演
会
に
臨
ん
だ
。
頬
骨
が
や
や
出
て
色

黒
、75
歳
に
は
見
え
な
い
精
悍
な
顔
つ
き
。

事
件
事
故
取
材
を
身
上
と
す
る
社
会
部
記

者
の
私
を
自
然
、
南
米
、
ア
マ
ゾ
ン
と
い

う
、
も
う
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ
誘
っ
て

く
れ
た
人
だ
。

　
出
会
い
は
40
年
前
。
日
本
有
数
の
豪
雪

地
帯
、
石
川
県
白
山
で
野
生
ザ
ル
の
大
量

死
が
あ
り
、
そ
の
謎
解
き
に
当
時
、
日
本

モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の
伊
澤
さ
ん

が
現
地
入
り
し
、
私
と
カ
メ
ラ
マ
ン
が
同

行
し
た
。
急
峻
な
白
山
連
峰
の
奥
深
く
、

静
寂
の
中
で
サ
ル
の
群
れ
が
枝
の
上
に
鈴

な
り
に
な
っ
た
り
、
キ
ツ
ネ
と
母
子
ザ
ル

が
遭
遇
直
前
コ
ー
ス
を
変
え
、
無
用
な
摩

擦
を
避
け
る
姿
を
見
せ
て
も
ら
い
、
自
然

の
魅
力
に
目
を
開
か
さ
れ
た
。

◆
豊
か
な
森
、奥
ア
マ
ゾ
ン
へ

　
伊
澤
さ
ん
は
こ
の
こ
ろ「
京
大
霊
長
類

研
究
所
南
米
調
査
隊
」を
組
ん
で
毎
年
、

半
年
間
は
南
米
・
ア
マ
ゾ
ン
で
新
世
界
ザ

ル
を
研
究
し
て
い
た
。
帰
国
す
る
た
び
に

そ
の
魅
力
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
行
き

た
い
思
い
が
高
ま
る
。
社
会
部
記
者
が
南

米
に
行
く
に
は
正
月
特
集
号
な
ど
特
別
企

画
を
狙
う
し
か
な
い
。
機
会
は
１
９
７
９

年
に
め
ぐ
っ
て
き
た
。
翌
年
正
月
企
画
に

伊
澤
さ
ん
の
研
究
と
サ
ル
の
生
態
、
開
発

に
揺
れ
な
が
ら
も
豊
富
な
動
植
物
種
を
保

持
す
る
ア
マ
ゾ
ン
を
描
く
も
の
が
通
っ
た
。

　
秋
口
に
南
米
に
飛
び
、
豊
か
な
森
が
残

る
ア
マ
ゾ
ン
最
奥
部
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
カ

ケ
タ
川
上
流
部
に
入
る
。
手
だ
れ
の
猟
師

の
案
内
で
川
幅
は
数
キ
ロ
に
な
ん
な
ん
と

す
る
中
、
動
力
機
を
つ
け
た
カ
ヌ
ー
で
さ

か
の
ぼ
る
。
川
面
に
は
白
い
雲
が
く
っ
き

り
と
映
り
、
時
折
上
が
る
水
し
ぶ
き
が
陽

に
当
た
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
す
る
。
支
流
に
へ

さ
き
を
向
け
、
陽
が
落
ち
る
前
に
平
地
が

あ
り
そ
う
な
所
に
カ
ヌ
ー
を
係
留
、
木
を

四
隅
に
立
て
屋
根
代
わ
り
の
ビ
ニ
ー
ル
シ

ー
ト
を
乗
せ
て
ミ
ニ
キ
ャ
ン
プ
小
屋
が
出

来
上
が
っ
た
。森
を
歩
け
ば
バ
ク
、ア
リ
ク

イ
、
ア
ル
マ
ジ
ロ
、
サ
ル
な
ど
の
動
物
類
、

鳥
類
と
出
合
い
、
水
浴
び
の
す
ぐ
そ
ば
に

小
型
ワ
ニ
が
顔
を
出
し
た
り
、
ナ
マ
ズ
も

釣
れ
、
モ
ル
フ
ォ
蝶
、
ハ
キ
リ
ア
リ
な
ど

の
昆
虫
類
も
観
察
で
き
、
植
物
の
白
眉
、

水
が
出
る
木
、
ア
グ
ラ
ー
も
堪
能
し
た
。

　
森
歩
き
の
何
日
目
か
、
突
然
猟
師
が

「
木
に
登
れ
！
」と
叫
ぶ
。
ク
チ
ジ
ロ
ペ

ッ
カ
リ
ー
（
イ
ノ
シ
シ
に
似
た
種
）の
群

れ
が
向
か
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

一
団
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
ジ
ャ
ガ
ー
で
さ

え
倒
さ
れ
る
。
へ
っ
ぴ
り
腰
で
木
の
上
に

し
が
み
つ
く
と
牙
を
鳴
ら
す
声
ま
で
聞
こ

え
、
樹
間
の
や
や
向
こ
う
側
50
㍍
遠
く
を

黒
い
塊
が
い
く
つ
も
通
り
過
ぎ
る
。
猟
師

が
鉄
砲
で
最
後
尾
の
一
頭
を
仕
留
め
た
。

最
高
の
晩
ご
飯
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　
翌
日
に
は
血
の
臭
い
が
す
る
毛
皮
を
川

に
つ
け
て
ピ
ラ
ニ
ア
を
呼
び
寄
せ
た
。
手

頃
な
木
を
切
っ
て
釣
竿
に
し
、
糸
だ
け
で

は
簡
単
に
噛
み
切
ら
れ
る
か
ら
先
端
に
針

金
を
つ
け
る
。
水
面
を
ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
叩

く
と
す
ぐ
に
竿
が
し
な
り
、
入
れ
食
い
状

態
。釣
り
上
げ
た
後
、し
っ
か
り
つ
か
ん
で

慎
重
に
外
さ
な
い
と
指
を
噛
み
切
ら
れ
て

し
ま
う
。内
臓
を
取
り
出
し
て
塩
を
振
り
、

焼
き
魚
に
。
白
身
で
鯛
に
似
た
美
味
だ
。

　
悠
久
の
時
間
の
流
れ
を
実
感
し
、
人
跡

未
踏
の
森
の
豊
か
さ
を
思
う
。
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書 いた話　書かなかった話

◆
新
世
界
ザ
ル
を
人
づ
け
し
て
い
く

　
こ
の
年
、
伊
澤
調
査
隊
は
ボ
リ
ビ
ア
の

ブ
ラ
ジ
ル
国
境
の
街
、
コ
ビ
ハ
近
く
に
キ

ャ
ン
プ
小
屋
を
張
っ
て
い
た
。
３
種
の
サ

ル
が
同
時
に
生
息
す
る
場
所
だ
っ
た
。
３

人
構
成
の
調
査
隊
は
１
平
方
㌔
と
２
平
方

㌔
の
２
つ
の
調
査
地
を
設
定
し
、
道
を
つ

け
連
日
サ
ル
を
追
っ
て
歩
き
続
け
て
い

た
。
サ
ル
に
人
を
意
識
さ
せ
な
い
人
づ
け

作
戦
に
同
行
す
る
。「
キ
ュ
ッ
キ
ュ
ッ
」

と
サ
ル
の
声
に
双
眼
鏡
を
向
け
る
。
樹
上

に
セ
マ
ダ
ラ
タ
マ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
サ
ル

が
４
頭
い
て
、
木
々
を
飛
ぶ
よ
う
に
移
動

す
る
。餌
の
昆
虫
を
探
し
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
う
ち
に
別
の
種
、
ム
ネ
ア
カ
タ
マ

リ
ン
に
出
合
う
。
研
究
者
た
ち
は
サ
ル
の

行
動
、動
き
を
メ
モ
を
し
て
い
く
。体
や
顔

の
特
徴
か
ら
個
体
識
別
も
し
て〝
個
人
〟

ご
と
の
行
動
様
式
を
と
ら
え
る
。
ま
た
、

食
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
食
べ
残

し
の
植
物
の
実
、
葉
を
持
ち
帰
る
。
フ
ン

も
回
収
し
、
内
容
物
を
調
べ
る
。
ヤ
シ
の

葉
を
編
ん
だ
餌
付
け
の
観
察
小
屋
も
用
意

し
て
、
一
日
中
こ
も
る
こ
と
も
あ
る
。
夕

方
、
助
手
が
作
る
晩
飯
の
後
は
チ
ー
ム
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
を
作
り
、
論
議
を
す

る
。
明
日
へ
の
観
察
の
た
め
だ
。

　
霊
長
類
共
通
の
祖
先
か
ら
ア
フ
リ
カ
の

旧
世
界
ザ
ル
は
ヒ
ト
を
生
み
出
し
、
一
方

南
米
に
生
息
し
た
新
世
界
ザ
ル
は
ヒ
ト
に

は
な
ら
ず
格
下
に
見
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
熱
帯
雨
林
に
今
な
お
、
す
む
が
故
に

原
初
的
な
社
会
構
造
が
考
え
ら
れ
る
し
、

袂
を
分
か
っ
た
旧
世
界
ザ
ル
と
の
平
行
進

化
も
関
心
が
募
る
。
伊
澤
さ
ん
は
一
つ
一

つ
の
種
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
同
時
に
で

き
る
だ
け
多
く
の
種
を
調
べ
よ
う
と
し
て

い
た
。
結
果
的
に
は
南
米
で
調
査
地
点
を

何
カ
所
に
も
変
え
な
が
ら
、
30
年
余
継
続

し
長
い
時
間
軸
の
生
態
も
明
ら
か
に
し
、

冒
頭
の
本
の
出
版
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

◆
ペ
ル
ー
下
り
の
人
々
に
出
会
う

　
こ
の
地
で
伊
澤
さ
ん
に
日
本
人
移
民
史

の
特
異
な
一
端
も
紹
介
し
て
も
ら
い
、
も

う
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
厚
み
を
増
し
た
。　

　
19
世
紀
末
、
こ
の
ボ
リ
ビ
ア
北
部
を
含

め
ア
マ
ゾ
ン
一
帯
は
空
前
の
ゴ
ム
景
気
に

沸
い
た
。
１
８
９
９
年（
明
治
32
年
）に

始
ま
っ
た
隣
国
ペ
ル
ー
へ
の
日
本
人
移
民

は
不
毛
の
入
植
地
や
労
働
条
件
の
悪
さ
を

嫌
っ
て
、
こ
の
ゴ
ム
景
気
に
魅
か
れ
て
い

た
。
ペ
ル
ー
の
砂
漠
を
歩
き
５
０
０
０
㍍

近
い
雪
の
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
越
え
、
マ
ド

レ
・
デ
・
デ
ィ
オ
ス
川
の
激
流
を
下
り
、

こ
の
地
周
辺
に
た
ど
り
着
い
た
。「
ペ
ル

ー
下
り
」と
呼
ば
れ
る
人
々
だ
。
キ
ャ
ン

プ
地
の
地
名
、
日
露
戦
争
で
勝
利
し
た
奉

天（
現
・
瀋
陽
）を
意
味
す
る
ム
ク
デ
ン

は
彼
ら
の
命
名
だ
ろ
う
し
、
周
辺
に
は
ト

ウ
キ
ョ
ウ
、
ヨ
コ
ハ
マ
の
名
も
あ
っ
た
。

　
過
酷
な
ゴ
ム
林
労
働
で
多
く
は
無
名
の

ま
ま
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
彼
方
へ
消
え
て
い
っ

た
だ
ろ
う
が
、
私
が
行
っ
た
時
は
コ
ビ
ハ

周
辺
に
80
代
後
半
の
生
き
残
り
が
い
た
。

４
人
に
話
を
聞
け
た
が
、
恐
ら
く
最
後
の

肉
声
だ
っ
た
ろ
う
。
小
屋
を
あ
て
が
わ
れ

一
人
で
半
年
間
、
広
大
な
ゴ
ム
林
を
歩
き

回
る
孤
独
さ
を「
何
カ
月
も
人
と
会
う
こ

と
も
な
か
っ
た
。
夜
中
に
な
れ
ば
聞
こ
え

る
の
は
時
折
咆
哮
す
る
ジ
ャ
ガ
ー
の
声
ば

か
り
」と
老
人
は
語
っ
た
も
の
だ
。

◆
頭
の
片
隅
に「
も
う一つ
」思
い
な
が
ら

　
そ
の
後
、
サ
ツ
回
り
、
ク
ラ
ブ
、
遊
軍

勤
務
と
長
く
日
常
の
取
材
が
続
い
た
が
、

も
う
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
い
つ
も
頭
の

片
隅
に
あ
っ
た
。
大
学
に
転
じ
た
伊
澤
さ

ん
と
の
連
絡
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。
新
年

企
画
や
正
月
企
画
に
は
必
ず
応
募
し
た
。

数
年
お
き
だ
が
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
売
ら

れ
た
漁
船
員
の
物
語
、
ブ
ラ
ジ
ル
Ｕ
タ
ー

ン
出
稼
ぎ
問
題
、ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
破
壊
、

ブ
ラ
ジ
ル
移
住
第
一
期
生
を
訪
ね
る
等
の

取
材
が
で
き
た
。
デ
ス
ク
、
支
局
長
、
部

長
と
な
っ
て
現
場
を
離
れ
て
か
ら
は
、
部

下
を
南
米
に
出
し
て
ペ
ル
ー
下
り
追
体
験

記
や
ア
マ
ゾ
ン
体
験
学
校
記
を
書
い
て
も

ら
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
匂
い
を
か
い
だ
。

　
Ｏ
Ｂ
に
な
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

社
会
部
記
者
は
向
こ
う
側
か
ら
や
っ
て
く

る
事
件
・
事
故
の
即
時
対
応
と
調
査
報
道

が
第
一
義
だ
が
、
こ
ち
ら
か
ら
仕
掛
け
る

自
分
な
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
て
ば
記
者

人
生
を
楽
し
め
る
と
思
う
。
今
ど
き
の
若

い
社
会
部
記
者
は
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
比

べ
は
る
か
に
忙
し
い
と
聞
く
。
そ
れ
で
も

「
も
う
一
つ
」を
持
つ
こ
と
を
ぜ
ひ
勧
め

た
い
。「
抜
い
た
、
抜
か
れ
た
」の
世
界

で
は「
抜
か
れ
る
」時
も
数
多
く
、
落
ち

込
ん
だ
り
、
め
げ
た
り
す
る
。
抜
き
返
せ

な
か
っ
た
時
、「
も
う
一
つ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
」を
思
え
ば
、
元
気
も
出
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
へ
最
後
に
出
か
け
た
の
は
編

集
局
次
長
だ
っ
た
２
０
０
１
年
。
あ
れ
か

ら
14
年
。
２
月
の
講
演
後
、
伊
澤
さ
ん
と

飲
み
明
か
し
、
彼
の
地
へ
散
骨
し
た
同
好

の
元
カ
メ
ラ
マ
ン
の
墓
参
を
誓
っ
た
。
Ｏ

Ｂ
に
な
っ
て
も「
も
う
一
つ
」は
楽
し
め
る
。

カヌーで移動中も伊澤さん（左）はアマゾンの魅力
を語ってくれた＝2001年8月
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科　目 ２０１４年度 ２０１３年度 増　減
Ⅰ　資産の部

１ ．流動資産
現 金 預 金 6３,96０,9２8 ２5,6４6,6１１ ３8,３１４,３１7
仮 払 金 ２２,879 ０ ２２,879
立 替 金 5,０7１,０４１ 7,9１5,866 △２,8４４,8２5
未 収 会 費 6,78４,5００ 6,5２１,１００ ２6３,４００
未 収 貸 室 料 9３8,００9 １,３３6,85０ △３98,8４１
前 払 金 １１,6３7,４２１ １１,7４9,３０5 △１１１,88４
流 動 資 産 合 計 88,４１４,778 5３,１69,7３２ ３5,２４5,０４6

２ ．固定資産
　（ １ ）特定資産

退 職 準 備 積 立 預 金 １58,２98,０２１ ２１４,３7０,6３２ △56,０7２,6１１
特 別 修 繕 積 立 預 金 １58,１65,４２４ １6１,４7３,０３２ △３,３０7,6０8
特 別 記 念 事 業 積 立 預 金 ４４,０００,０００ 55,０００,０００ △１１,０００,０００
ク ラ ブ 賞 積 立 預 金 ２１０,957,２４6 ２０8,957,２４6 ２,０００,０００
経営安定化資金積立預金 ２２9,１79,３9２ ２２9,１79,３9２ ０
特別システム更新積立預金 ２5,３１8,78２ ２6,０１２,75０ △69３,968
特 定 資 産 合 計 8２5,9１8,865 89４,99３,０5２ △69,０7４,１87

　（ ２ ）その他固定資産
内 装 設 備 6,１96,69４ 7,１２２,２95 △9２5,6０１
什 器 備 品 ４,8３０,99４ 5,０56,３97 △２２5,４０３
ソ フ ト ウ ェ ア １,6４３,２４5 １,３99,１３３ ２４４,１１２
敷 金 ３２,２7１,１０9 ３２,２7１,１０9 ０
保 証 金 55,３４２,０００ 55,３４２,０００ ０
そ の 他 固 定 資 産 合 計 １００,２8４,０４２ １０１,１9０,9３４ △9０6,89２

固定資産合計 9２6,２０２,9０7 996,１8３,986 △69,98１,０79
資産合計 １,０１４,6１7,685 １,０４9,３5３,7１8 △３４,7３6,０３３
Ⅱ　負債の部

１ ．流動負債
仮 受 金 １,３76,9００ １,１３０,３5０ ２４6,55０
預 り 金 ０ ３9３,２４5 △３9３,２４5
未 払 金 7,798,２０7 8,２０8,768 △４１０,56１
流 動 負 債 合 計 9,１75,１０7 9,7３２,３6３ △557,２56

２ ．固定負債
退 職 準 備 引 当 金 １58,２98,０２１ ２１４,３7０,6３２ △56,０7２,6１１

固定負債合計 １58,２98,０２１ ２１４,３7０,6３２ △56,０7２,6１１
負債合計 １67,４7３,１２8 ２２４,１０２,995 △56,6２9,867
Ⅲ　正味財産の部

１ ．指定正味財産
指 定 正 味 財 産 合 計 ４6,87２,３２8 ４４,87２,３２8 ２,０００,０００

２ ．一般正味財産 8００,２7２,２２9 78０,３78,３95 １9,89３,8３４
正 味 財 産 合 計 8４7,１４４,557 8２5,２5０,7２３ ２１,89３,8３４
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 １,０１４,6１7,685 １,０４9,３5３,7１8 △３４,7３6,０３３

貸借対照表　2015 年 3 月 31 日現在

（単位：円）

会議報 告

■
会
議
報
告

⃝
第
86
回
定
時
社
員
総
会

（
5
・
27

　
会
見
場
）

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
第
86
回
定
時
社
員
総

会
は
、
５
月
27
日
午
後
３
時
半
か
ら
ク
ラ

ブ
会
見
場
で
行
わ
れ
た
。
書
面
議
決
社
員

を
含
め
出
席
社
員
計
１
２
２
社
の
出
席
を

も
っ
て
成
立（
定
足
数
69
社
員
）、
定
款

25
条
に
よ
り
、
伊
藤
芳
明
理
事
長
が
議
長

に
な
り
議
事
を
進
め
た
。

　
２
０
１
４
年
度
の
事
業
報
告（
今
号
付

録
）・
同
収
支
決
算（
詳
細
２
㌻
、
別
表

参
照
）を
第
５
６
７
回
理
事
会
案
ど
お
り

承
認
し
た
。

　
続
い
て
第
22
期
役
員
の
選
任
に
移
り
、

役
員
選
出
委
員
会
の
原
案
ど
お
り
理
事
29

人
、
監
事
３
人
を
選
任
し
た
。

⃝

第
５
６
９
回
理
事
会

（
5
・
27

　
大
会
議
室
）

　
引
き
続
き
、
定
時
社
員
総
会
で
選
任
さ

れ
た
新
役
員
に
よ
る
理
事
会
が
行
わ
れ
、

理
事
長
に
伊
藤
芳
明
氏（
毎
日
新
聞
＝
再

任
）を
互
選
、
副
理
事
長
に
水
谷
亨
氏（
共

同
通
信
＝
新
任
）、
板
野
裕
爾
氏（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
＝
新
任
）、
専
務
理
事
に
中
井
良
則（
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
＝
再
任
）を
選
定
し
た
。

さ
ら
に
総
務
、
会
員
資
格
、
企
画
、
会
報
、

施
設
運
営
の
各
委
員
会
委
員
長
を
左
記
の

理
事
に
委
嘱
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
▼
総
務
委
員
長
・
原
田
亮
介
氏（
日
本

経
済
新
聞=

新
任
）▼
会
員
資
格
委
員
長
・

小
田
尚
氏（
読
売
新
聞
＝
再
任
）▼
企
画

委
員
長
・
西
村
陽
一
氏（
朝
日
新
聞
＝
新

任
）▼
会
報
委
員
長
・
飯
塚
浩
彦
氏（
産

経
新
聞
＝
新
任
）▼
施
設
運
営
委
員
長
・

西
渕
憲
司
氏（
フ
ジ
テ
レ
ビ
＝
新
任
）

出
席

　
伊
藤
理
事
長
、
水
谷
、
板
野
の
両

副
理
事
長
、
中
井
専
務
理
事
、
西
村
、
小

田
、
原
田
、
飯
塚
、
渡
邉
、
深
田
、
成
田
、

袴
田
、
西
渕
、
篠
塚
、
加
増
、
吉
田
、
壱

岐
、
村
川
、
川
嶋
、
木
村
、
梅
田
の
各
理

事
。

⃝

第
３
６
３
回
会
報
委
員
会

（
５
・
11

　
大
会
議
室
）

　
６
月
号
の
編
集
と
８
月
号
掲
載
の「
戦

後
70
年
特
集
」に
つ
い
て
協
議
し
た
。
今

後
の
会
報
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
合
い
、
次
期
の
会
報
委
員
会
に
引
き
継

ぐ
こ
と
と
し
た
。

出
席

　
石
川
委
員
長
、
吉
野
、
五
十
嵐
、

神
田
、
風
間
、
佐
塚
、
大
寺
、
荒
田
、
北

村
、
長
澤
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
３
回
会
員
資
格
委
員
会

（
５
・
14

　
小
会
議
室
）

　
６
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席

　
小
田
委
員
長
、
菊
池
、
中
島
、
斎

藤
、
越
中
、
辻
、
播
摩
、
玉
置
、
青
木
の

各
委
員
。

⃝

第
２
１
７
回
施
設
運
営
委
員
会

（
５
・
14

　
小
会
議
室
）

　
２
０
１
４
年
度
の
貸
室
利
用
状
況
と
飲

食
売
り
上
げ
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
た
。

出
席

　
粕
谷
委
員
長
、
歌
川
、
吉
澤
、
西

野
の
各
委
員
。

⃝

第
４
５
２
回
企
画
委
員
会

（
５
・
21

　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

　
第
21
期
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
各
委
員

が
所
感
を
述
べ
、
今
後
の
会
見
の
在
り
方

や
ゲ
ス
ト
候
補
、
研
究
会
の
テ
ー
マ
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

出
席

　
会
田
委
員
長
、
星
、
倉
重
、
杉
山
、

樫
山
、
別
府
、
宮
田
、
杉
田
、
川
上
、
軽

部
、
島
田
、
竹
田
、
川
戸
、
杉
尾
、
川
村
、

村
田
、
橋
場
の
各
委
員
。



21 ⃝日本記者クラブ会報　2015.6.10　No.544

正味財産増減計算書内訳表
自　2014年4月1日　　至　2015年3月31日

（単位：円）

2 014年度決算

科     目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計公 １  
記者会見等

公 ２  
クラブ賞

公 ３  
会報・HP 共通 小計

Ⅰ一般正味財産増減の部
１ ．経常増減の部

（ １ ）経常収益
特 定 資 産 運 用 益 １8３,8３5 １,１65,5３9 １,３４9,３7４ １,３４9,３7４
受 取 会 費 ２56,１１8,77２ ２56,１１8,77２ 7２,２３8,6２8 ３２8,３57,４００

法 人 会 員 会 費 収 入 １57,１76,０8４ １57,１76,０8４ ４４,３３１,7１6 ２０１,5０7,8００
個 人 会 員 会 費 収 入 59,１9４,４３４ 59,１9４,４３４ １6,695,866 75,89０,３００
賛 助 会 員 会 費 収 入 ３9,7４8,２5４ ３9,7４8,２5４ １１,２１１,０４6 5０,959,３００

事 業 収 益 6２,7１１,7４４ 6２,7１１,7４４
貸 室 料 収 入 ３9,6２３,２9０ ３9,6２３,２9０
飲 食 売 上 割 戻 し １7,３１7,０8４ １7,３１7,０8４
施 設 機 器 賃 借 料 5,77１,３7０ 5,77１,３7０

雑 収 益 6,5４２ 6,5４２ １３４,００6 785 １４１,３３３
受 取 利 息 6,5４２ 6,5４２ １,３96 785 8,7２３
そ の 他 の 雑 収 入 １３２,6１０ １３２,6１０

受 取 入 会 金 ３9,０００ ３9,０００ １１,０００ 5０,０００
個 人 会 員 入 会 金 ３9,０００ ３9,０００ １１,０００ 5０,０００

経 常 収 益 計 １8３,8３5 ２57,３２9,85３ ２57,5１３,688 6２,8４5,75０ 7２,２5０,４１３ ３9２,6０9,85１
（ ２ ）経常費用

事 業 費 １４8,１２０,３77 １6,１8１,675 5１,０8４,２8３ 58,２67,１１３ ２7３,65３,４４8 5４,３２０,5１7 ３２7,97３,965
借 室 維 持 費 7４,788,88３ 56,１１8,０5２ １３０,9０6,9３5 ２４,89４,755 １55,8０１,69０
借 室 料 ３9,３56,２２２ ２４,597,6３9 6３,95３,86１ １9,678,４２5 8３,6３２,２86
共 益 費 6,8４6,１４9 ４,２78,8４３ １１,１２４,99２ ３,４２３,０7４ １４,5４8,０66
空 調 ・ 光 熱 費 ３,586,5１２ ２,２４１,57０ 5,8２8,０8２ １,79３,２56 7,6２１,３３8
ホ ー ル 専 用 利 用 費 ２5,０００,０００ ２5,０００,０００ 5０,０００,０００ 5０,０００,０００

人 件 費 5３,４４9,４４9 １４,４85,7２6 ２４,6４8,986 9２,58４,１6１ ２8,55１,０7１ １２１,１３5,２３２
役 員 報 酬 6,8００,０００ １,３6０,０００ 5,４４０,０００ １３,6００,０００ １３,6００,０００
給 与 金 ３２,868,４7２ 8,４65,7３6 １２,０４１,１7２ 5３,３75,３8０ ２０,４２２,４０４ 7３,797,78４
賞 与 ・ 諸 手 当 １３,5０２,896 ４,6２9,5１6 6,89３,56３ ２5,０２5,975 7,9２5,5１9 ３２,95１,４9４
厚 生 費 ２78,０8１ ３０,４7４ ２7４,２5１ 58２,8０6 ２０３,１４8 785,95４

事 業 費 １9,88２,０４5 １,695,9４9 ２6,４３5,２97 ４8,０１３,２9１ ４8,０１３,２9１
会 議 費 １,766,０57 67,9２5 ４３０,１9４ ２,２6４,１76 ２,２6４,１76
事 業 運 営 費 １４,０56,２２２ 5４０,6２４ ３,４２３,95１ １8,０２０,797 １8,０２０,797
会 報 発 行・ Ｈ Ｐ 運 営 費 １２,5１１,779 １２,5１１,779 １２,5１１,779
ク ラ ブ 賞 実 施 費 76４,４１２ 76４,４１２ 76４,４１２
４5　 周 年 事 業 費 ２,２４４,8０３ 8,755,１97 １１,０００,０００ １１,０００,０００
運 営 雑 費 ２４7,6４9 9,5２5 6０,３２5 ３１7,４99 ３１7,４99
通 信 費 １,１7１,０４5 ２３４,２０9 9３6,8３6 ２,３４２,０9０ ２,３４２,０9０
印 刷 費 ３３8,688 67,7３8 ２7０,95０ 677,３76 677,３76
交 通 費 57,58１ １１,5１6 ４6,０65 １１5,１6２ １１5,１6２

減 価 償 却 費 ２,１４9,０6１ ２,１４9,０6１ 87４,69１ ３,０２３,75２
管 理 費 75,9２１,6３０ 75,9２１,6３０
借 室 維 持 費 １8,67０,5１9 １8,67０,5１9

借 室 料 １４,758,２7０ １４,758,２7０
共 益 費 ２,567,３０6 ２,567,３０6
空 調 ・ 光 熱 費 １,３４４,9４３ １,３４４,9４３

人 件 費 ３３,7４４,１１４ ３３,7４４,１１４
役 員 報 酬 ３,４００,０００ ３,４００,０００
給 与 金 １9,４6１,6１6 １9,４6１,6１6
賞 与 ・ 諸 手 当 １０,65２,7２３ １０,65２,7２３
厚 生 費 ２２9,775 ２２9,775

そ の 他 の 管 理 費 ２２,４１8,３8２ ２２,４１8,３8２
ク ラ ブ 管 理 費 １7,０8１,２３４ １7,０8１,２３４
機 器 備 品 費 8４１,6０9 8４１,6０9
消 耗 品 費 １,１6４,7１8 １,１6４,7１8
事 務 委 託 費 １,97２,56０ １,97２,56０
事 務 雑 費 57４,6０３ 57４,6０３
通 信 費 585,5２３ 585,5２３
印 刷 費 １69,３４４ １69,３４４
交 通 費 ２8,79１ ２8,79１

減 価 償 却 費 １,０88,6１5 １,０88,6１5
経 常 費 用 計 １４8,１２０,３77 １6,１8１,675 5１,０8４,２8３ 58,２67,１１３ ２7３,65３,４４8 5４,３２０,5１7 75,9２１,6３０ ４０３,895,595
評価損益等調整前当期経常増減額 △ １４8,１２０,３77 △ １5,997,8４０ △ 5１,０8４,２8３ １99,０6２,7４０ △ １6,１３9,76０ 8,5２5,２３３ △ ３,67１,２１7 △ １１,２85,7４４

当期経常増減額 △ １４8,１２０,３77 △ １5,997,8４０ △ 5１,０8４,２8３ １99,０6２,7４０ △ １6,１３9,76０ 8,5２5,２３３ △ ３,67１,２１7 △ １１,２85,7４４
２ ．経常外増減の部

（ １ ）経常外収益の部 １5,０56,67４ １5,０56,67４ ４,３9１,5３０ １１,9１9,867 ３１,３68,０7１
積 立 金 取 崩 １5,０56,67４ １5,０56,67４ ４,３9１,5３０ １１,9１9,867 ３１,３68,０7１
退 職 引 当 戻 し 入 れ １5,０56,67４ １5,０56,67４ ４,３9１,5３０ １１,9１9,867 ３１,３68,０7１

（ ２ ）経常外費用の部 １88,４9３ １88,４9３ １88,４9３
固 定 資 産 除 却 損 １88,４9３ １88,４9３ １88,４9３
当 期 経 常 外 増 減 額 １４,868,１8１ １４,868,１8１ ４,３9１,5３０ １１,9１9,867 ３１,１79,578
他 会 計 振 替 額 １２,67２,２４０ １２,67２,２４０ △ １２,67２,２４０
当 期 一 般 正 味 財 産 増 減 額 △ １４8,１２０,３77 △ １5,997,8４０ △ 5１,０8４,２8３ ２２6,6０３,１6１ １１,４００,66１ １２,9１6,76３ △ ４,４２３,59０ １9,89３,8３４
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 6１6,98４,6３１ 6１6,98４,6３１ １１２,０57,88２ 5１,３３5,88２ 78０,３78,３95
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 △ １４8,１２０,３77 △ １5,997,8４０ △ 5１,０8４,２8３ 8４３,587,79２ 6２8,３85,２9２ １２４,97４,6４5 ４6,9１２,２9２ 8００,２7２,２２9

Ⅱ指定正味財産増減の部
受 取 寄 付 金 ２,０００,０００ ２,０００,０００ ２,０００,０００
当 期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 ２,０００,０００ ２,０００,０００ ２,０００,０００
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 ４４,87２,３２8 ４４,87２,３２8 ４４,87２,３２8
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 ４6,87２,３２8 ４6,87２,３２8 ４6,87２,３２8

Ⅲ正味財産期末残高 △ １４8,１２０,３77 ３０,87４,４88 △ 5１,０8４,２8３ 8４３,587,79２ 675,２57,6２０ １２４,97４,6４5 ４6,9１２,２9２ 8４7,１４４,557



　東北6県の銘酒が勢ぞろいする「魂の酒ま
つり」が9月13日、東京国際フォーラムで行わ
れる。東日本大震災後の全国からの支援に感
謝する意味も込めた初めての企画。会見では、
各県の酒造組合の代表がまつりへの思いを語
り、福島県酒造組合の
新城猪之吉会長は「取
材ではなく、酒飲みに
来てよ」と呼び掛けた。
　この言葉には、全国
の心ある人が東北とど
う向き合うかのヒントが隠されている。震災
後は東北の産品を「支援買い」する動きがあっ
たが、やはり「かわいそうだ」という思いだけ
の関係は長続きしない。東北の事業者は今、
品質で納得してもらったうえで、産品を取引
する末永い関係を求めている。自立した復興
に必要なのは、共に歩むパートナーだ。
　まずは自分が東北の産品に触れてみよう―。
9月のイベントがそのきっかけになれば大成
功だろう。
� 福島民友新聞東京支社報道部　菅野　篤司

【5・20（水）記者会見／司会：星浩委員／出席：46人
／動画】

■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ企画「日米安保を考える」②
　「自衛隊よ、汝警察犬となるなかれ」山崎拓・

元自民党幹事長（2015.5.21）
●記者会見 翁長雄志・沖縄県知事（2015.5.20）
●記者ゼミ「ネット時代のマスメディア」⑯
　「ネット・法・倫理」宍戸常寿・東京大学大学

院法学政治学研究科教授（2015.3.24）

●華国鋒　中国国務院総理（1980.5.29）
●中曽根康弘　首相（1983.1.13）
●マハティール　マレーシア首相（1983.1.25）
●ムバラク　エジプト大統領（1983.4.7）
●ブレア　イギリス首相（1998.1.13）

■音声アーカイブ（日付は会見日）重要会見の音声録音

●「国際テロ今昔」友田錫会員（産経新聞出身）
■私の取材余話　ベテラン会員によるエッセー

http://www.jnpc.or.jp/

HP更新情報

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

■諏訪正人さんを偲ぶ会
　1979年から23年間にわたり、毎日新聞1面の
コラム「余録」を執筆した諏訪正人さん（2月8
日死去、享年84）を偲ぶ会が行われた。諏訪さ
んが劇団四季創設に関わったこともあり、演出
家の浅利慶太さん、脚本家の小山内美江子さん
も出席。各紙の1面コラムを担当したコラムニ
ストや特派員時代の記者仲間が諏訪さんの思い
出を語り合った。
　諏訪さんは1953年に入社。パリ支局長や論説
委員などを務めた。1990年度日本記者クラブ賞
を受賞した。（5.12　10階ホール）
■科学ジャーナリスト賞贈呈式
　同賞は日本科学技術ジャーナリスト会議が設
けた賞で、科学技術に関する報道や出版、映像
などで優れた成果を挙げた人を表彰している。
10回目となる今回は新聞、映像、書籍など計96
の応募があり、以下の各氏・団体が受賞した（敬
称略）。（5.14　10階ホール）
　【科学ジャーナリスト大賞】須田桃子（毎日新
聞科学環境部記者）【科学ジャーナリスト賞】山
本洋子（中国新聞経済部記者）、加藤正文（神戸
新聞東京支社編集部長兼論説委員）、添田孝史

（科学ジャーナリスト）、NHKスペシャル「腸内
フローラ」取材班【特別賞】東京理科大学近代科
学資料館
■日本新聞製作技術懇話会
　創立40周年記念パーティー
　同懇話会は新聞製作技術の改善・向上を図る
ことを目的に、1975（昭和50）年5月、新聞製
作に関係する企業によって設立された。創立40
周年を祝いパーティーを行った。（5.15　10階ア
ラスカ）
■安倍晋太郎氏を偲び安倍総理と語る会
　安倍晋太郎元外相が亡くなって24年。当時の
番記者や関係者などが命日に集まり、ほぼ毎年
クラブで偲ぶ会を開催している。安倍首相も出
席した。（5.15　会見場）
■読売テクノ・フォーラム
　第21回ゴールドメダル賞受賞記念講演会
　クラブで定期的に会合を開いている「読売テ
クノ・フォーラム」が、創造的な成果を挙げた
新進研究者を表彰している。受賞者3人による
受賞記念講演会が行われた。（5.16　10階ホール）
■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらが政治家を招
き、定期的に勉強会を行っている。5月は佐藤
正久自民党参議院議員（5.13）、北沢俊美元防衛
相（5.21）、平沢勝栄衆議院憲法審査会幹事（5.27）
を招いた。

東北６県 魂の酒まつり2015　記者発表

写真左から　和田多聞（山形）、北村裕志（青森）、小玉真一郎（秋
田）、新城猪之吉（福島／日本酒造組合中央会東北支部長）、平井滋

（岩手）、佐浦弘一（宮城／日本酒造組合中央会需要開発委員長）
の各県酒造組合会長

会員掲示 板
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　事務局の阿部鉄男フロア
マネジャー（65）が5月25日
付で退職しました。クラブ
が帝国ホテルの仮住まいを
経てプレスセンタービルへ
入居して間もない1977年1
月に入社。以来38年間、ラ

ウンジを利用する会員や貸室で行われる会合のお世
話を担当してきました。重要会見ではゲストのアテ
ンド役でもあったことから、各国首脳の“息遣い”を
最も身近に感じた職員だったかもしれません。
　鄧小平中国副首相会見が一番の思い出という阿部
さん（写真＝78.10.25、後列左端）ですが、とっておき
の「秘話」を教えてくれました。1982年9月、サッ
チャー英首相がエレベーターに乗る際、出迎えた阿
部さんにウインクしたのだそうです。えっえっ ?!

「鉄の女」が「鉄の男」に？なんとなんと…。
　そんな逸話を表情も変えずさらりと披露しなが
ら、「会員の皆さんのおかげで職務を全うすること
ができました。長い間ありがとうございました」と
お礼の言葉を述べていました。� （長谷川和子）

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

委員長＝石川　一郎
委　員＝ 荒田　茂夫　五十嵐　裕　大寺　廣幸 

風間　　晋　神田　由紀　北村　節子 
佐塚　正樹　高橋　　茂　長澤　孝昭 
吉野　理佳

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：136社　⃝基本会員：752人　⃝個人会員：1,368人　
⃝法人・個人賛助会員：61社・138人　⃝特別賛助会員：96人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：121人 計：197社・2,487人

クラブの電話　ダイヤルイン

和食　千倉産 鮑懐石（7/3まで）

　先付：そら豆豆腐、とろ湯葉ほか　刺身：鮑殻
盛　焼物：鮎塩焼き　蒸し物：鮑入り茶碗蒸し　
揚物：鮑天ぷら　食事：茶そば　水菓子：季節の
果物　グラス冷酒付き（5,940円）� （板長：大井由光）

洋食　牛フィレ肉のソテー（7/4まで）

　フレッシュホワイトアスパラガス　トマトとチ
アシードのジュレ添え、コンソメまたはヴィシソ
ワーズ、牛フィレ肉のソテー　ダークチェリーソ
ース、マンゴームース、パン、コーヒー付き（3,780
円）。ランチ、ディナー（土曜日はランチのみ9
階レストラン）ともにご利用いただけます。
� （シェフ：黒須修一）

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503-2766・2731

レストラン＊価格はすべて税込です

会員社ホール　│イ│ベ│ン│ト│情│報│
浜離宮朝日ホール・小▶キッズのためのはじめ
ての音楽会　ヴァイオリンの奥村愛がプロデュ
ースする人気企画。クラシック・コンサートを親
子で気軽に楽しめる。0歳から入場可能、3歳未
満は保護者の膝上で鑑賞できる。休憩含む75分。
7/20（月・祝）10時半と13時半の２回。３歳以上
3,000円・高校生以上3,500円●03︲3267︲9990
日経ホール▶ミハル・カニュカ　七夕 チェロ･リ
サイタル　超難関で知られるミュンヘン国際音
楽コンクールをはじめ、名だたる大会で実績を
挙げる名チェリストのリサイタルです。名実とも
にチェコを代表するプレイヤーによるチェロの
響きをお楽しみください。
7/7（火）18時半（3,800円）●03︲3943︲7066
サントリーホール▶第25回芥川作曲賞選考演奏
会　「サマーフェスティバル2015」のプログラム。
同賞は国内外で初演された日本の作曲家の作品
を対象に贈られるもので、公開選考で受賞作を
決定します。受賞作曲家には新しい作品の創作
を委嘱し、完成後にその初演を行います。
8/30（日）15時（2,000円）●0570︲55︲0017
王子ホール▶アレクサンダー・クリッヒェル　22
歳にしてソニー・クラシカルと専属契約を結ん
だドイツの俊英ピアニスト。前半はモーツァルト
のソナタやシューベルト歌曲の編曲版などを絡
ませた「歌うピアノ」を聴かせ、後半にはラフマ
ニノフの大曲「楽興の時」を披露します。
7/7（火）19時（5,000円）●03︲3567︲9990

10階アラスカ　8月は半額サービス
　8月3日（月）～ 31日（月）まで、ディナータイ
ムに一般メニューを半額で提供します。毎夏、
好評をいただいている8月限定のサービスです。
日比谷公園界隈の夜景も楽しんでいただきなが
ら、ご家族や友人との会食にぜひご利用くださ
い。ご予約をお願いします。

メールアドレスの登録を

　急きょ開催が決まった会見や時間変更などの
お知らせは、ハガキでは間に合わないことがあ
ります。メール登録をされていると便利です。
登録を希望される方は、お名前と会員番号を下
記のアドレスへご連絡ください。OB会員の皆さ
まにも積極的な登録をお願いいたします。

kaiken@jnpc.or.jp

■思い出はサッチャーさんのウインク！
� 阿部鉄男フロアマネジャーが退職■

＜法人会員代表変更＞　
長崎新聞社　菅生泰亮取締役東京支社長（旧・
馬場宣房）
朝日放送　松田安啓常務取締役（旧・和田省一）

＜訃報＞
　下記の各会員が死去されました。謹んでご冥
福をお祈りいたします。
▶芝辻正昭会員（NHK出身、82歳／ 3月25日）
▶長谷川創一会員（テレビ朝日出身、78歳／ 5月

1日）
▶高木教典会員（東京大学名誉教授、83歳／ 5月

7日）
▶富原薫会員（北海道放送出身、99歳、元理事

／ 5月15日）
▶前田哲司会員（日本経済新聞出身、84歳／ 5月

26日）

事 務局から
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撮影：宮
みや

間
ま

　俊
とし

樹
き

（毎日新聞東京本社写真映像報道センター）

安全保障関連法案の閣議決定に反対し、首相官邸前で抗議行動をする市民ら＝東京都千代田区、５月14日

写 真 回 廊

　『
戦
場
に
か
け
る
橋
』で
知
ら
れ
る
泰
緬
鉄
道
を
見
物
に

行
っ
た
と
き
、
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の
捕
虜
の
墓
地
で
年
配
の

オ
ラ
ン
ダ
人
参
拝
者
に
と
が
め
ら
れ
た
。「
日
本
人
は
来
る

な
！
」。
日
本
軍
か
ら
受
け
た
屈
辱
は
何
十
年
た
っ
て
も
忘

れ
て
も
ら
え
な
い
ら
し
い
。
そ
う
い
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
の
戦

争
博
物
館
に
は
泰
緬
鉄
道
の
線
路
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
も

う
30
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
赴
任
中
、
日
本
軍
の

捕
虜
虐
待
を
扱
っ
た
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
大
人
気
だ
っ

た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
道
で
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た

り
、
プ
ー
ル
で
水
を
浴
び
せ
ら
れ
た
り
し
て
、
そ
の
た
び
に

戦
争
の
恨
み
の
深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
日
英
と
違
っ
て
日
仏
間
に
は
戦
争
の
記
憶
が
な
い
。
お
か

げ
で
パ
リ
で
は
日
本
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
意
地
悪
さ
れ

た
経
験
が
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
歯
医
者
は「
日
本
の
寿
司

職
人
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
た
」と
和
食
の
奥
の
深
さ

に
感
嘆
す
る
し
、
眼
鏡
屋
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
店
員
は「
マ

ン
ガ
が
大
好
き
だ
か
ら
日
本
語
を
勉
強
し
た
い
」と
言
う

し
、
同
じ
ア
パ
ー
ト
の
医
者
は
京
都
旅
行
を
し
て
大
の
日
本

フ
ァ
ン
に
な
り
、
週
末
ご
と
に
菓
子
を
焼
い
て
は
お
し
ゃ
べ

り
に
来
る
。
モ
ロ
ッ
コ
人
の
八
百
屋
は
日
本
の
平
和
憲
法
を

ほ
め
て
く
れ
た
。
ど
う
も
パ
リ
の
人
は
日
本
に
甘
い
。
ア
メ

リ
カ
人
は
、
か
わ
い
そ
う
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
露
骨
に
意
地
悪

さ
れ
る
の
を
見
か
け
る
。
中
国
人
は
観
光
客
が
あ
ま
り
に
多

い
上
に
行
儀
が
悪
い
の
で
嫌
わ
れ
は
じ
め
た
。

　
う
っ
と
う
し
い
米
露
中
の
大
国
と
対
照
的
に
、
日
本
は
政

治
的
存
在
感
が
希
薄
な
か
わ
り
に
、
美
的
生
活
を
営
む
洗
練

さ
れ
た
桃
源
郷
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
70
年
間
一

度
も
武
力
を
行
使
し
な
い
希
有
な
国
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。

�

（
パ
リ
在
住

　
松
浦

　
茂
長
）

パ
リ
便
り
：
日
本
の
見
え
方
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─ 付 1 ─

■
概
観
　
取
材
・
報
道
の
共
有
基
盤
の
役
割
果
た
す

公
益
社
団
法
人
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
２
０
１
４
年
度
、
合
計
２
３

６
回
の
プ
レ
ス
会
見
（
オ
ン
・
ザ
・
レ
コ
ー
ド
の
記
者
会
見
、
昼
食

会
、
討
論
会
・
対
談
、
研
究
会
、
記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、
取
材

団
）
を
主
催
し
た
。
前
年
度
の
２
２
８
回
を
上
回
り
、
ク
ラ
ブ
史
上

最
多
回
数
と
な
っ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
日
本
全
国
の
新
聞
、
放
送
、
通
信
社
が
集
ま

り
、
政
府
か
ら
の
援
助
は
受
け
ず
、
会
費
で
運
営
す
る
日
本
で
唯
一

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
共
有

す
る
組
織
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
の
当
事
者
を
招
い
て
記
者
会
見
を
主

催
す
る
。会
見
で
記
者
の
質
疑
を
通
し
て
ゲ
ス
ト
が
情
報
を
発
信
し
、

会
員
の
報
道
に
よ
り
広
く
社
会
に
伝
わ
る
こ
と
で
、
国
民
の
知
る
権

利
に
資
す
る
こ
と
を
基
本
的
な
目
的
と
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
は
総
選
挙
の
８
党
党
首
討
論
会
（
12
月
１
日
）
を

行
っ
た
ほ
か
、
大
型
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
戦
後
70
年

　
語
る
・
問
う
」

や
討
論
会
・
対
談
形
式
の
プ
レ
ス
会
見
、
取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー

の
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
材
・
報
道
の
場
を
作

り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
共
有
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
１

年
と
な
っ
た
。

著
書
『
21
世
紀
の
資
本
』
が
話
題
に
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学

者
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
（
１
月
31
日
）、
テ
ニ
ス
全
米
オ
ー
プ
ン
で

準
優
勝
し
た
錦
織
圭
選
手
（
11
月
18
日
）、
政
界
引
退
を
発
表
し
た

石
原
慎
太
郎
・
次
世
代
の
党
最
高
顧
問
（
12
月
16
日
）
ら
の
会
見
に

は
多
く
の
記
者
が
集
ま
っ
た
。
記
者
研
修
会
の
一
環
と
し
て
訪
ね
た

在
京
中
国
大
使
館
で
は
、
程
永
華
駐
日
大
使
が
会
見
し
た
（
８
月
27

日
）。
現
役
記
者
を
対
象
に
し
た
記
者
ゼ
ミ
は
２
期
目
に
入
り
、「
ネ

ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
の
現
場
を
訪
れ
る
取
材
団
の
派
遣
に
も
力
を
入
れ
た
。

海
外
取
材
団
は
ア
キ
ノ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
会
見
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
・
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ
３
カ
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
取
材
と

２
回
、
派
遣
し
た
。
国
内
で
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処

分
研
究
の
現
場
で
あ
る
北
海
道
・
幌
延
、
岩
手
・
宮
城
の
三
陸
沿
岸

の
被
災
地
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
20
年
を
前
に
神
戸
と
計
３
回
、
取

材
団
を
派
遣
し
た
。

プ
レ
ス
会
見
や
取
材
団
の
ほ
か
に
、試
写
会
、総
会
記
念
講
演
会
、

賛
助
会
員
の
会
な
ど
も
行
っ
た
。
ク
ラ
ブ
主
催
の
会
合
・
行
事
の
総

回
数
は
２
６
１
回
、
参
加
者
は
累
計
１
６
，６
２
１
人
だ
っ
た
。

２
０
１
４
年
度
は
ク
ラ
ブ
創
立
45
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
と

し
て
特
別
予
算
を
組
み
①
「
と
っ
て
お
き
の
話
（
七
）」
の
刊
行
②

会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
と
ネ
ッ
ト
公
開
③
会
見
録
音
の

デ
ジ
タ
ル
保
存
と
ネ
ッ
ト
公
開
④
海
外
取
材
団
派
遣
（
前
述
）
を
行

っ
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ

イ
ブ
が
大
幅
に
充
実
し
、
ク
ラ
ブ
主
催
会
見
の
記
録
が
文
字
や
音
声

で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
プ
レ
ス
会
見
の
動
画
は
２
０
０
９
年
以
降
合
わ
せ
て

１
０
４
７
本
と
な
り
、
１
０
０
０
本
を
超
え
た
。
ま
た
文
字
記
録
の

「
会
見
詳
録
」
は
新
た
に
29
本
を
公
開
し
、計
６
７
６
本
と
な
っ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
橋
本
五
郎
さ
ん
（
読
売
新
聞
）
と
山
田
孝

男
さ
ん
（
毎
日
新
聞
）
の
２
人
が
受
賞
し
た
。
同
特
別
賞
の
受
賞
者

は
い
な
か
っ
た
。

理
事
長
は
５
月
、
吉
田
慎
一
氏
（
朝
日
新
聞
）
が
退
任
し
、
伊
藤

芳
明
氏
（
毎
日
新
聞
）
が
就
任
し
た
。
伊
藤
理
事
長
は
理
事
会
の
承

認
を
得
て
、
産
経
新
聞
記
者
が
韓
国
で
起
訴
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

抗
議
声
明
（
10
月
９
日
）
を
発
表
し
、「
イ
ス
ラ
ム
国
」
が
日
本
人
を

人
質
に
し
、
殺
害
し
た
こ
と
に
抗
議
、
非
難
す
る
声
明
を
２
度
（
１

月
21
日
、
２
月
１
日
）
発
表
し
た
。

プ
レ
ス
の
法
人
会
員
は
１
社
が
退
会
し
た
が
、
３
社
が
入
会
し
、

３
月
１
日
現
在
、
前
年
よ
り
２
社
増
え
て
１
３
６
社
と
な
っ
た
。

Ⅰ
．
公
益
目
的
事
業
①
　
記
者
会
見

《
プ
レ
ス
会
見
は
２
３
６
回
　
最
多
記
録
を
更
新
》

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
２
０
１
４
年
度
に
主
催
し
た
行
事
・
会
合
の

う
ち
、
オ
ン
・
ザ
・
レ
コ
ー
ド
の
取
材
・
報
道
の
場
で
あ
る
プ
レ
ス

会
見
は
討
論
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
対
談
（
６
回
）、

昼
食
会
（
16
回
）、
記
者
会
見
（
１
０
７
回
）、
研
究
会
・
懇
談
会

（
80
回
）、
記
者
ゼ
ミ
（
18
回
）、
記
者
研
修
会
（
１
回
）、
海
外
・
国

内
取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
（
８
回
）
の
計
２
３
６
回
だ
っ
た
。
前

年
度
の
２
２
８
回
を
上
回
り
、
ク
ラ
ブ
創
立
以
来
最
多
と
な
っ
た
。

（
注
・
記
者
研
修
会
と
海
外
・
国
内
取
材
団
・
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
は
２

０
１
３
年
度
ま
で
プ
レ
ス
会
見
と
し
て
は
数
え
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
同
じ
よ
う
に
オ
ン
・
ザ
・
レ
コ
ー
ド
で
実
施
し
、
実
際
に
ニ

ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
る
件
数
も
多
い
た
め
、
今
年
度
か
ら
プ
レ

ス
会
見
の
一
部
に
含
め
、記
録
す
る
こ
と
に
し
た
。２
０
１
３
年
度
の

事
業
報
告
で
は
プ
レ
ス
会
見
を
２
２
４
回
と
記
載
し
た
が
、
同
年
度

は
記
者
研
修
会
１
回
、取
材
団
３
回
を
実
施
し
て
お
り
、14
年
度
の
新

基
準
に
あ
わ
せ
る
と
13
年
度
の
プ
レ
ス
会
見
は
２
２
８
回
と
な
る
。）

試
写
会
・
上
映
会
（
16
回
）
や
取
材
目
的
で
は
な
い
総
会
記
念
講

演
、
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
記
念
講
演
な
ど
の
一
般
行
事
（
５
回
）、
賛
助

会
員
の
会
・
学
生
会
員
の
会
（
４
回
）
を
加
え
た
主
催
行
事
総
数
は

２
６
１
回
だ
っ
た
。
前
年
度
（
２
５
５
回
）
を
上
回
り
、
こ
れ
も
過

去
最
多
と
な
っ
た
。
参
加
者
総
数
は
１
６
，６
２
１
人
だ
っ
た
。

（
な
お
、
２
０
１
３
年
度
事
業
報
告
で
、
同
年
度
の
主
催
行
事
総
数

と
参
加
者
総
数
を
２
５
２
回
２
７
，７
８
７
人
と
記
載
し
た
が
、
計

算
に
間
違
い
が
あ
っ
た
。
正
し
く
は
２
５
５
回
１
９
，０
１
９
人
で

あ
り
、
訂
正
し
ま
す
。）

《
衆
院
選
８
党
党
首
討
論
会
の
開
催
》

第
47
回
総
選
挙
が
12
月
14
日
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
国
政
選

挙
と
同
様
に
、
公
示
日
前
日
の
12
月
１
日
、
主
要
８
政
党
党
首
に
よ

る
討
論
会
を
実
施
し
た
。
３
年
連
続
、
14
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

ペ
ン
取
材
は
２
２
１
人
、
カ
メ
ラ
取
材
を
加
え
た
参
加
総
数
は
３
２

２
人
、
テ
レ
ビ
25
台
、
ス
チ
ル
22
台
の
カ
メ
ラ
が
会
場
に
並
ん
だ
。

《
外
国
人
ゲ
ス
ト
　
80
回
》

訪
日
し
た
外
国
首
脳
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
記
者
会
見
の
開

催
は
、
１
９
６
９
年
の
ク
ラ
ブ
創
設
の
目
的
で
あ
り
、
日
本
唯
一
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。

２
０
１
４
年
度
は
、
ア
ブ
ド
ッ
ラ
・
ヤ
ミ
ー
ン
・
モ
ル
デ
ィ
ブ
大

統
領
（
４
／
16
）、
ハ
シ
ナ
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
首
相
（
５
／
28
）、

オ
ラ
シ
オ
・
カ
ル
テ
ス
・
パ
ラ
グ
ア
イ
大
統
領
（
６
／
25
）、
マ
ル

グ
ヴ
ェ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ
・
グ
ル
ジ
ア
大
統
領
（
10
／
21
）、
レ
メ
ン
ゲ

サ
ウ
・
パ
ラ
オ
大
統
領
（
12
／
18
）
ら
を
招
い
た
。
こ
の
ほ
か
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
外
相
と
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
国
防
相
（
６
／

12
）、
ミ
ー
ド
・
メ
キ
シ
コ
外
相
（
６
／
27
）、
ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン

米
下
院
歳
入
委
員
会
委
員
長
と
超
党
派
下
院
議
員
（
２
／
19
）、
ク

リ
ム
キ
ン
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相
（
３
／
３
）
ら
の
会
見
を
行
っ
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ト
ル
コ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
な
ど
13
人
の
大
使
が
各
国
の
内
政
や
対
日
関
係
な
ど
に
つ
い

て
話
し
た
。
外
国
人
ゲ
ス
ト
に
よ
る
プ
レ
ス
会
見
は
計
80
回
。

《
対
談
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
幅
広
い
議
論
》

複
数
の
ゲ
ス
ト
が
意
見
を
交
わ
す
会
合
も
行
っ
た
。「
戦
後
70
年

　

語
る
・
問
う
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
作
家
、
赤
坂
真
理
氏
と
原
武
史
・
明

治
学
院
大
学
教
授
の
対
談
（
９
／
11
）、
社
会
学
者
の
見
田
宗
介
、

大
澤
真
幸
両
氏
の
対
談
（
１
／
６
）
を
行
っ
た
ほ
か
、
日
米
の
幕
僚

長
経
験
者
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
米
同
盟
を

考
え
る
」（
７
／
29
）
も
あ
っ
た
。
大
沼
保
昭
・
明
治
大
学
特
任
教
授

と
朴
裕
河
・
世
宗
大
学
教
授
の
２
人
を
招
い
て
行
っ
た
研
究
会
「
慰

２
０
１
４
年
度
事
業
報
告
（
要
旨
）

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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安
婦
問
題
を
考
え
る
」（
２
／
23
）
も
注
目
を
集
め
た
。

《
活
発
な
現
地
取
材
　
国
内
・
海
外
取
材
団
、
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
》

取
材
団
、
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
と
い
っ
た
形
式
で
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
を

訪
問
、
取
材
す
る
企
画
は
、
内
外
取
材
を
合
わ
せ
計
８
回
行
い
、
過

去
最
多
だ
っ
た
。

海
外
へ
は
、
45
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
取

材
団
」（
11
／
３
～
５
）、「
欧
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
材
団
」（
２
／
２
～
12

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
）
と
２
回
派
遣
し
た
。

国
内
取
材
団
は
３
回
行
っ
た
。「
幌
延
取
材
団
」（
６
／
18
～
19
）
に

は
17
社
22
人
が
参
加
し
た
。
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分

を
研
究
す
る
「
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
」
と
、
幌
延
町
の
受
け
入
れ
問
題
な
ど
を
取
材
し
た
。
北
海
道

新
聞
社
の
協
力
が
あ
っ
た
。

記
者
研
修
会
か
ら
続
い
て
行
わ
れ
た
「
岩
手
・
宮
城
取
材
団
」（
８

／
29
～
30
）
で
は
、
遠
野
市
、
釜
石
市
、
宮
古
市
、
陸
前
高
田
市
、

南
三
陸
町
な
ど
の
被
災
地
を
訪
問
し
、
15
社
22
人
が
参
加
し
た
。
岩

手
日
報
社
か
ら
協
力
が
あ
っ
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
を

前
に
行
っ
た
「
神
戸
・
淡
路
取
材
団
」（
12
／
２
～
４
）
に
は
11
社
15

人
が
参
加
し
た
。
神
戸
新
聞
社
が
協
力
し
た
。

現
役
、
Ｏ
Ｂ
会
員
向
け
に
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を
３
回
実
施
し
た
。
①

「
関
西
文
化
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
」（
４
／
10
～
11

　
国
立
文
楽
劇
場
で
文

楽
鑑
賞
、
京
都
の
伝
統
文
化
取
材
）
②
「
宝
塚
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
」（
９

／
２
～
３

　
宝
塚
歌
劇
創
設
１
０
０
年
を
取
材
） 

③
「
朝
鮮
通
信
使

静
岡
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
」（
12
／
４

　
韓
国
大
使
館
の
主
催
）

《
沖
縄
・
福
島
の
声
、
程
中
国
大
使
会
見
、
人
口
減
少
問
題
　
記
者

研
修
会
》

記
者
研
修
会
（
８
／
27
～
28
）
に
は
40
社
61
人
が
参
加
し
た
。
現

場
記
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
福
島
と
沖
縄
：
地

元
の
声
を
伝
え
続
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
島
、
沖
縄
の
４
紙
記
者

が
議
論
し
た
。
中
国
大
使
館
訪
問
で
は
程
永
華
大
使
が
会
見
し
、
日

中
関
係
の
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て
話
し
た
。
ま
た
、
若
手
外
交
官
と

の
交
流
会
も
行
わ
れ
た
。
片
山
善
博
・
元
総
務
相
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
里
山

資
本
主
義
」
の
井
上
恭
介
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
人
口
減
少
や

地
方
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
。

《
ピ
ケ
テ
ィ
氏
、
錦
織
選
手
、
岸
恵
子
さ
ん
と
吉
永
小
百
合
さ
ん
、

石
原
慎
太
郎
氏
引
退
な
ど
　
話
題
の
人
の
会
見
》

多
く
の
参
加
者
を
集
め
た
の
は
仏
経
済
学
者
の
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ

氏
だ
っ
た（
１
／
31
）。
土
曜
日
の
午
前
中
だ
っ
た
が
、
２
８
３
人
が

出
席
し
た
。
テ
ニ
ス
の
錦
織
圭
選
手
の
会
見（
11
／
18
）は
、
シ
ー
ズ

ン
全
日
程
を
終
え
て
帰
国
し
た
翌
日
に
行
っ
た
。「
著
者
と
語
る
」
で

招
い
た
女
優
の
岸
惠
子
さ
ん
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
の
会
見（
７
／
７
）

に
は
、
１
７
９
人
が
集
ま
っ
た
。
こ
の
ほ
か
ソ
チ
冬
季
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
葛
西
紀
明
選
手（
４
／
４
）、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
エ
デ

ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
会
見（
９
／
18
）、
日
本
プ
ロ

野
球
の
最
年
長
勝
利
記
録
を
更
新
し
た
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
山
本
昌

投
手（
11
／
26
）
ら
が
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
た
。
石
原

慎
太
郎
・
次
世
代
の
党
最
高
顧
問
は
、
政
界
引
退
を
表
明
し
た（
12

／
16
）。

《
集
団
的
自
衛
権
、人
口
減
少
、年
金
運
用
改
革
、消
費
増
税
、地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
20
年
、
中
国
、
成
長
戦
略
　
シ
リ
ー
ズ
企
画
も
活
発
に
》

13
年
度
か
ら
続
く
「
集
団
的
自
衛
権
を
考
え
る
」
で
は
与
党
間
協

議
の
責
任
者
で
あ
る
高
村
正
彦
・
自
民
党
副
総
裁
、
北
側
一
雄
・
公

明
党
副
代
表
を
招
い
た
。「
ど
う
な
る
野
党
再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

聞
く
」
と
題
し
て
、
各
党
責
任
者
の
考
え
を
聞
い
た
。

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
で
関
心
が
高
ま
っ
た
「
人
口
減
少
問
題
」

は
増
田
寛
也
・
日
本
創
成
会
議
座
長
（
６
／
９
）
を
皮
切
り
に
全
５

回
行
っ
た
。「
１
３
０
兆
円
は
誰
の
も
の
か
―
年
金
運
用
改
革
を
問

う
」（
全
３
回
）「
10
％
先
送
り
が
問
う
も
の
」（
全
２
回
）
や
、「
地
下
鉄

サ
リ
ン
事
件
20
年
」（
全
３
回
）
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
で
集
中
的
に
行
う
研
究
会
も
好
評
だ
っ
た
。13
年
度
か
ら
続
く「
中

国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
」「
成
長
戦
略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら

の
視
点
」
も
数
多
く
が
参
加
し
た
。「
成
長
戦
略
」
で
は
、ロ
ー
ソ
ン
、

野
村
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
、
イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

な
ど
の
経
営
ト
ッ
プ
を
招
い
た
。

《
２
年
目
の
記
者
ゼ
ミ
　
ア
ジ
ア
編
か
ら
「
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
」
編
へ
　
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
も
》

特
定
の
テ
ー
マ
で
講
師
を
招
き
、
現
役
の
記
者
が
集
ま
っ
て
学
び

合
う
場
と
し
て
13
年
度
か
ら
始
め
た
「
記
者
ゼ
ミ
」
は
２
年
目
に
入

り
計
18
回
行
っ
た
。

前
年
度
か
ら
続
く
記
者
ゼ
ミ
第
１
期
「
ア
ジ
ア
の
国
々
は
い
ま
」

は
、
４
月
に
「
朝
鮮
半
島
編
」
を
２
回
行
っ
た
。

５
月
開
始
の
第
２
期
の
テ
ー
マ
は
「
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
」（
計
16
回
）。
会
員
社
の
ネ
ッ
ト
部
門
担
当
者
や
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
の
担
当
者
、あ
る
い
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、政
治
、法
律
、

報
道
倫
理
の
研
究
者
を
招
い
た
。
新
し
い
試
み
と
し
て
、
地
方
在
住

で
出
席
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
の

同
時
配
信
（
累
計
約
２
０
０
人
が
視
聴
）
を
行
い
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
質
問
も
受
け
付
け
た
。

Ⅱ
．
公
益
目
的
事
業
②
　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
　

《
橋
本
五
郎
・
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
、
山
田
孝
男
・
毎
日
新
聞

特
別
編
集
委
員
　
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
同
時
受
賞
　
特
別
賞
は
受
賞
な

し
》２

０
１
４
年
度
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
は
、
読
売
新
聞
特
別
編
集

委
員
の
橋
本
五
郎
、
毎
日
新
聞
特
別
編
集
委
員
の
山
田
孝
男
の
両
氏

に
贈
っ
た
。
特
別
賞
は
「
受
賞
な
し
」
と
な
っ
た
。

贈
賞
理
由
（
要
旨
）
は
次
の
と
お
り
。

橋
本
五
郎
記
者

　「
政
治
記
者
と
し
て
長
い
経
験
を
重
ね
、
読
売

新
聞
に
毎
月
、
コ
ラ
ム
『
五
郎
ワ
ー
ル
ド
』
を
連
載
し
て
い
る
。
わ

か
り
や
す
く
政
治
の
世
界
を
解
き
明
か
し
、
政
治
と
読
者
と
の
距
離

を
縮
め
た
。
直
近
の
政
治
だ
け
で
な
く
、
老
い
や
病
、
死
と
い
っ
た

ど
の
人
間
も
向
き
合
う
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
自
分
の
死
生
観
、
人

生
観
を
穏
や
か
に
語
っ
て
い
る
。
古
今
東
西
の
古
典
や
著
作
を
豊
か

に
引
用
し
、
歴
史
に
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
を
踏
ま
え
、
温

か
い
目
線
で
読
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
政
治
コ
ラ
ム
の
新
し
い
境
地

を
切
り
開
い
た
。
新
聞
離
れ
や
活
字
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
成
熟
と
新
し
い
役
割
を
示
し
高
く
評
価
さ
れ
た
」

山
田
孝
男
記
者

　「
毎
日
新
聞
に
毎
週
、
連
載
す
る
コ
ラ
ム
『
風

知
草
』
で
、
当
事
者
や
専
門
家
へ
の
取
材
を
重
ね
、
ニ
ュ
ー
ス
を
発

掘
し
て
い
る
。東
日
本
大
震
災
後
は
原
発
問
題
を
丹
念
に
取
り
上
げ
、

隠
さ
れ
た
事
実
を
提
示
し
、
新
聞
の
役
割
を
読
者
に
示
し
た
功
績
は

大
き
い
。
特
に
、『
小
泉
純
一
郎
の
「
原
発
ゼ
ロ
」』（
２
０
１
３
年
８

月
26
日
付
朝
刊
）
は
、
小
泉
元
首
相
の
脱
原
発
に
踏
み
出
し
た
発
言

を
独
占
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
特
報
し
た
。
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
原
発

の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
を
社
会
に
巻
き
起
こ
し
た
。
問
題
提
起
型
の

コ
ラ
ム
が
実
際
に
世
の
中
を
動
か
し
た
例
で
あ
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
活
性
化
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
高
く
評
価
さ
れ
た
」

橋
本
五
郎
、
山
田
孝
男
両
氏
に
よ
る
受
賞
記
念
講
演
会
を
６
月
16

日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
10
階
ホ
ー
ル
で
行
っ
た
。
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け

で
な
く
、
一
般
２
３
０
人
を
含
め
約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

Ⅲ
．
公
益
目
的
事
業
③
　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
情
報
開
示

《
ク
ラ
ブ
会
報
の
発
行
　
特
集
12
本
　
座
談
会
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
報

道
」
も
》

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
は
毎
月
10
日
、
約
４
１
０
０
部
を
発
行
し
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て
い
る
。
14
年
度
の
平
均
ペ
ー
ジ
数
は
25
㌻
だ
っ
た
。
14
年
度
に
掲

載
し
た
特
集
・
特
別
企
画
は
計
12
本
だ
っ
た
。「
８
党
党
首
討
論
会
」

の
特
集
を
12
月
号
に
掲
載
、「
会
場
の
目
・
記
者
の
声
」
と
し
て
多
様

な
視
点
を
紹
介
し
た
。
幌
延
、
岩
手
・
宮
城
、
神
戸
の
各
国
内
取
材

団
、
２
つ
の
海
外
取
材
団
も
詳
報
。「
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
」
特

集
も
組
み
、
被
災
地
の
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
取
材
前
線
の
会

員
社
支
社
・
支
局
か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
た
。
座
談
会
「
最
先

端
研
究
ど
う
伝
え
る

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
報
道
の
現
場
か
ら
」（
11
月
号
）
も

行
っ
た
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
科
学
部
デ
ス
ク
４
人
が
最
先
端
研
究
を

伝
え
る
科
学
報
道
の
現
場
を
語
り
合
っ
た
。

《
会
見
動
画
１
０
４
７
本
、会
見
詳
録
６
７
６
本
、会
報
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
創
刊

号
か
ら
全
号
、
会
見
音
声
33
人
　
貴
重
な
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
公
開
も
大
き
く
広
が
っ
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
使
い
記
者
会
見
の
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。
14
年
度
は

２
０
８
本
を
新
た
に
公
開
し
、
動
画
数
の
累
計
は
１
０
４
７
本
と
な

っ
た
。
会
見
の
当
日
か
翌
日
に
は
公
開
さ
れ
速
報
性
が
増
し
た
。
14

年
度
の
再
生
回
数
ト
ッ
プ
は
錦
織
圭
選
手
で
約
２
万
９
２
０
０
回
。

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
「
衆
院
選
８
党
党
首
討
論
会
」
の
約
１
万
６
０
０

０
回
、
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
氏
の
約
１
万
回
で
あ
る
。

記
者
会
見
を
取
材
し
た
記
者
が
報
告
す
る
「
会
見
リ
ポ
ー
ト
」（
会

報
の
「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」
欄
）
は
２
０
８
本
を
新
た
に
掲
載
し
た
。

会
報
掲
載
は
翌
月
号
に
な
る
た
め
、
会
報
に
先
行
し
て
公
開
し
た
。

会
見
の
全
文
を
文
字
記
録
版
に
し
た
「
会
見
詳
録
」
は
29
本
を
追
加

し
、
累
計
６
７
６
本
と
な
っ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
読
め
る
会

員
の
エ
ッ
セ
ー
「
私
の
取
材
余
話
」
と
「
旅
の
記
憶
」
も
計
11
本
を

追
加
、「
会
員
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
掲
載
し
た
。

ク
ラ
ブ
会
報
の
創
刊
号
か
ら
全
ペ
ー
ジ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
た
。「
会
見
音
声
の
デ
ジ
タ
ル
化
保
存
」
が
完
了
し
、

重
要
会
見
の
音
声
の
一
般
公
開
を
始
め
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア

ー
カ
イ
ブ
は
飛
躍
的
に
充
実
し
た
年
と
な
っ
た
。
①
会
見
動
画
（
１

０
４
７
本
）
②
会
見
詳
録
（
６
７
６
本
）
③
会
報
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
（
創
刊

号
か
ら
全
号
。
会
見
全
文
記
録
２
１
４
本
を
含
む
）
④
会
見
音
声

（
33
人
）
の
４
種
類
を
公
開
し
、
ゲ
ス
ト
の
歴
史
的
な
発
言
に
い
つ

で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
無
料
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
貴
重

な
ア
ー
カ
イ
ブ
と
な
っ
た
。

Ⅳ
．
創
立
45
周
年
記
念
事
業

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
２
０
１
４
年
11
月
１
日
に
創
立
45
周
年
を
迎

え
た
。
周
年
事
業
と
し
て
、
次
の
４
つ
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
。

《「
と
っ
て
お
き
の
話
（
七
）」
の
刊
行
》

会
報
連
載
の
「
書
い
た
話･

書
か
な
か
っ
た
話
」
と
「
新
春
随
想
」

を
１
冊
に
ま
と
め
た
『
と
っ
て
お
き
の
話
』
を
５
年
ご
と
に
刊
行
し

て
い
る
。
そ
の
（
七
）
を
刊
行
し
た
。
収
録
は
２
０
０
９
年
４
月
号

か
ら
２
０
１
４
年
３
月
号
ま
で
掲
載
の
計
59
人
。

《
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
と
ネ
ッ
ト
公
開
》

会
報
の
創
刊
号
（
１
９
７
０
年
３
月
号
）
か
ら
２
０
０
９
年
６
月

号
ま
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
た
。
２

０
０
９
年
７
月
号
以
降
は
す
で
に
公
開
し
て
お
り
、
未
公
開
だ
っ
た

39
年
間
も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
全
て
の
会
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
歴
史
的
な
会
見
や
資
料

的
価
値
の
高
い
研
究
会
の
全
文
文
字
記
録
と
し
て
１
９
８
２
年
か
ら

23
年
間
、
会
報
別
冊
と
し
て
発
行
し
て
い
た
「
記
録
版
」（
全
１
３
０

号
）
も
公
開
し
た
。
公
開
に
伴
う
個
人
情
報
保
護
や
著
作
権
・
肖
像

権
の
扱
い
に
つ
い
て
は
弁
護
士
の
助
言
を
受
け
対
応
し
た
。

《
会
見
録
音
の
デ
ジ
タ
ル
保
存
と
ネ
ッ
ト
公
開
》

記
者
会
見
の
動
画
公
開
を
始
め
た
２
０
０
９
年
11
月
よ
り
以
前
の

会
見
は
音
声
録
音
し
か
な
く
、
約
３
８
０
０
本
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

で
保
存
し
て
い
た
。経
年
劣
化
で
記
録
が
失
わ
れ
る
懸
念
が
大
き
い
。

全
会
見
の
音
声
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
存
し
、
あ
わ
せ
て
重
要
会
見

の
録
音
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
始
め
た
。

《
海
外
取
材
団
を
２
回
派
遣
》

創
立
45
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
型
取
材
団
を
２
回
派
遣
し
た
。

１
回
目
：
14
年
11
月
３
日
～
５
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
南
シ
ナ
海
の

中
国
と
の
領
有
権
紛
争
に
つ
い
て
、
ア
キ
ノ
大
統
領
か
ら
直
接
話
を

聞
い
た
。
参
加
者
は
特
派
員
を
含
め
14
社
29
人
。

２
回
目
：
15
年
２
月
２
日
～
12
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
、
ド
イ
ツ
の
３
カ
国
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
原
発
、
原
発
の
過
酷

事
故
対
策
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
地

熱
発
電
に
つ
い
て
、
掘
削
、
発
電
、
利
用
を
包
括
的
に
取
材
し
た
。

ド
イ
ツ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
大
転
換
に
焦
点
を
当
て
た
。
参
加

者
は
原
発
立
地
県
の
県
紙
な
ど
を
含
め
14
社
16
人
。

Ⅴ
．
収
益
事
業
　

《
貸
室
・
機
器
利
用
と
も
減
少
》

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
大
小
４
つ
の
会
議
室
を
持
ち
、
ク
ラ
ブ
行
事

で
使
用
し
な
い
時
間
に
限
っ
て
会
員
に
有
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
。

２
０
１
４
年
度
の
貸
室
利
用
は
１
，１
４
３
回
。
使
用
す
る
マ
イ
ク

な
ど
の
機
材
貸
し
出
し
も
行
う
。
貸
室
と
機
器
利
用
の
収
入
は
前
年

度
に
比
べ
減
少
し
た
。
貸
室
と
ラ
ウ
ン
ジ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食

サ
ー
ビ
ス
は
㈱
ア
ラ
ス
カ
に
業
務
委
託
し
て
い
る
。

Ⅵ
．
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
運
営
　

《
伊
藤
芳
明
理
事
長
が
就
任
　
理
事
会
》

５
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
84
回
定
時
社
員
総
会
で
、
２
０
１
１

年
５
月
か
ら
３
年
間
理
事
長
を
務
め
た
吉
田
慎
一
氏（
朝
日
新
聞
社
）

が
退
任
し
、
同
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
は
伊
藤
芳
明
理
事
（
毎
日
新

聞
社
）
を
新
理
事
長
に
選
定
し
た
。
第
５
４
７
回
理
事
会
（
２
０
１

４
年
３
月
７
日
）
の
決
定
に
従
い
、
４
月
１
日
付
で
土
生
修
一
事
務

局
長
が
就
任
し
た
。

《
テ
レ
ビ
東
京
か
ら
寄
付
金
》

２
０
１
４
年
７
月
、
テ
レ
ビ
東
京
（
髙
橋
雄
一
社
長
）
か
ら
、
開

局
50
周
年
を
記
念
し
て
２
０
０
万
円
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
基
金
に

寄
贈
さ
れ
た
。
同
基
金
へ
の
寄
付
は
39
件
と
な
っ
た
。

《
法
人
会
員
が
３
社
入
会
　
１
３
６
社
に
》

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
プ
レ
ス
会
員
（
法
人
会
員
、
基
本
会

員
、
個
人
Ａ
、
個
人
Ｂ
、
個
人
Ｃ
、
個
人
Ｄ
）
と
賛
助
会
員
（
法
人

賛
助
、
個
人
賛
助
、
特
別
賛
助
）、
名
誉
・
功
労
会
員
、
学
生
会
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
新
聞
・
通
信
、
放
送
各
社
の

法
人
会
員
は
会
費
収
入
の
約
62
％
を
負
担
す
る
と
同
時
に
、
最
高
議

決
機
関
で
あ
る
社
員
総
会
を
構
成
し
、
財
政
上
も
運
営
上
も
ク
ラ
ブ

を
支
え
る
。

14
年
度
は
法
人
会
員
に
３
社
が
入
会
（
中
央
公
論
新
社
、
高
知
放

送
、
新
聞
通
信
調
査
会
）
し
、
１
３
６
社
と
な
っ
た
。
ま
た
、
法
人

賛
助
会
員
は
２
社
が
入
会
（
サ
イ
マ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
）
し
た
。

《
賛
助
会
員
の
会
・
特
別
賛
助
会
員
の
会
を
開
催
》

法
人
・
個
人
賛
助
会
員
と
特
別
賛
助
会
員
を
対
象
と
し
た
記
者
講

演
会
を
２
回
開
催
し
た
。
各
社
の
記
者
と
特
別
賛
助
会
員
の
懇
談
会

を
12
月
３
日
に
開
催
し
た
。
学
生
会
員
が
対
象
の
勉
強
会
を
９
月
16

日
に
開
い
た
。

東
京
写
真
記
者
協
会
賞
大
賞
作
品
な
ど
受
賞
16
作
品
を
５
月
19
日

か
ら
６
月
６
日
ま
で
ラ
ウ
ン
ジ
内
で
展
示
し
た
。
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日
付

参
加
者
記
録

討
論
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
対
論
　
６
回

日
米
同
盟
を
考
え
る
：
齋
藤
隆

　
第
２
代
統
合

幕
僚
長
・
海
将
、
折
木
良
一

　
第
３
代
統
合
幕

僚
長
・
陸
将
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ

　

第
１５
代
統
合
参
謀
本
部
議
長
・
空
軍
大
将
、
マ

イ
ケ
ル
・
マ
レ
ン

　
第
１７
代
統
合
参
謀
本
部
議

長
・
海
軍
大
将

７
月
２９
日

１１０

詳

戦
後
７０
年

　
語
る
・
問
う
①
：
作
家

　
赤
坂
真

理
氏
、
原
武
史

　
明
治
学
院
大
学
教
授

９
月
１１
日

１３０

詳

８
党
党
首
討
論
会：安
倍
晋
三

　
自
民
党
総
裁
、

海
江
田
万
里

　
民
主
党
代
表
、
江
田
憲
司

　
維

新
の
党
代
表
、
山
口
那
津
男

　
公
明
党
代
表
、

平
沼
赳
夫

　
次
世
代
の
党
党
首
、
志
位
和
夫

　

日
本
共
産
党
委
員
長
、
小
沢
一
郎

　
生
活
の
党

代
表
、
吉
田
忠
智

　
社
民
党
党
首

１２
月
１
日

３２２

詳

戦
後
７０
年

　
語
る
・
問
う
⑩
：
見
田
宗
介

　
東

京
大
学
名
誉
教
授
、
大
澤
真
幸

　
元
京
都
大
学

教
授

１
月
６
日

９７

民
主
党
代
表
選
立
候
補
者
討
論
会
：
長
妻
昭
、

細
野
豪
志
、
岡
田
克
也
の
各
候
補

１
月
８
日

２０３

詳

慰
安
婦
問
題
を
考
え
る
：
大
沼
保
昭

　
明
治
大

学
特
任
教
授
、
朴
裕
河

　
世
宗
大
学
（
韓
国
）

教
授

２
月
２３
日

１３７

詳

昼

食

会
１６
回

村
越
進

　
日
弁
連
会
長

　

４
月
２１
日

５３

三
村
明
夫

　
日
商
会
頭

　

４
月
２５
日

８２

ユ
ス
ロ
ン
・
イ
ザ
・
マ
ヘ
ン
ド
ラ

　
駐
日
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
大
使

　

６
月
１６
日

５３

ブ
ル
ー
ス
・
ミ
ラ
ー

　
駐
日
豪
大
使

　

７
月
２
日

４７

横
倉
義
武

　
日
本
医
師
会
会
長

　

７
月
１８
日

８０

古
賀
信
行

　
野
村
Ｈ
Ｄ
取
締
役
会
長
【
成
長
戦

略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら
の
視
点
⑧
】

７
月
２３
日

５６

ア
フ
メ
ト
・
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
メ
リ
チ

　
駐
日
ト

ル
コ
大
使

　

８
月
４
日

４５

小
林
喜
光

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
社
長
【
成
長

戦
略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら
の
視
点

⑨
】

８
月
５
日

５７

片
山
善
博

　
慶
応
大
学
教
授
【
人
口
減
少
問
題

④
】（
記
者
研
修
会
）

８
月
２７
日

１３０

田
中
明
彦

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
理

事
長
（
記
者
研
修
会
）

８
月
２８
日

９１

大
野
恒
太
郎

　
検
事
総
長

１０
月
３
日

５４

葛
西
敬
之

　
Ｊ
Ｒ
東
海
名
誉
会
長

１２
月
１２
日

７９

ト
ミ
ー
・
レ
メ
ン
ゲ
サ
ウ

　
パ
ラ
オ
大
統
領

１２
月
１８
日

７７

榊
原
定
征

　
経
団
連
会
長

１
月
３０
日

８２

ヴ
ィ
オ
レ
ル
・
イ
ス
テ
ィ
チ
ョ
ア
イ
ア
＝
ブ
ド

ゥ
ラ
駐
日
Ｅ
Ｕ
大
使

２
月
２５
日

４５

黒
田
東
彦

　
日
本
銀
行
総
裁

２
月
２７
日

１５４

記
者
会
見
　

１０７
回

坂
茂

　
建
築
家
（
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
受
賞
者
）

４
月
２
日

３１

詳

渡
海
紀
三
朗

　
教
育
委
員
会
改
革
に
関
す
る
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
座
長

４
月
２
日

４５

マ
ス
ー
メ
・
エ
ブ
テ
カ
ー
ル

　
イ
ラ
ン
副
大
統

領
・
環
境
庁
長
官

４
月
２
日

４５

葛
西
紀
明

　
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ
選
手
（
ソ
チ

五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

４
月
４
日

６４

マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ア
ー
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ

駐
日
代
表
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

Ｗ
Ｆ
Ｐ
日
本
事
務
所
代
表
、
平
林
国
彦
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｆ
東
京
事
務
所
代
表
【
中
央
ア
フ
リ
カ
共

和
国
の
人
道
危
機
】

４
月
４
日

３５

ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長

　

４
月
８
日

５５

マ
ル
ズ
キ
・
ダ
ル
ス
マ
ン

　
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
人
権
状
況
に
関
す
る
国
連
特
別

報
告
者

４
月
１０
日

７１

奥
山
恵
美
子

　
仙
台
市
長

　

４
月
１０
日

４３

フ
ァ
ラ
ー
ド
・
ク
リ
フ

　
駐
日
チ
ュ
ニ
ジ
ア

大
使

４
月
１５
日

２８

佐
藤
仁

　
宮
城
県
南
三
陸
町
長

　

４
月
１６
日

３８

ヴ
ォ
ル
カ
ン
・
ボ
ズ
ク
ル

　
ト
ル
コ
議
会
外
交

委
員
長

４
月
１６
日

３２

ア
ブ
ド
ッ
ラ
・
ヤ
ミ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ

ユ
ー
ム

　
モ
ル
デ
ィ
ブ
大
統
領

４
月
１６
日

３７

デ
ニ
ス
・
ブ
レ
ア

　
元
米
国
家
情
報
長
官

　
元

米
太
平
洋
軍
司
令
官

　

４
月
１７
日

７２

戸
羽
太

　
岩
手
県
陸
前
高
田
市
長

４
月
２１
日

２９

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ン
タ
ー

　
米
下
院
共
和
党
院
内

総
務

４
月
２２
日

５２

中
島
秀
之

　
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
学
長
、

猪
口
孝

　
新
潟
県
立
大
学
学
長
、
村
本
淳
子
・

三
重
県
立
看
護
大
学
学
長
、
佐
久
間
健
人

　
高

知
工
科
大
学
学
長

４
月
２５
日

３９

亀
山
紘

　
宮
城
県
石
巻
市
長

４
月
２８
日

３４

大
畠
章
宏

　
民
主
党
幹
事
長
【
ど
う
な
る
野
党

再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く
①
】

４
月
３０
日

５５

清
水
敏
男

　
福
島
県
い
わ
き
市
長

４
月
３０
日

３５

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ

チ
　「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
家
庭
を
！
」
日
本

に
つ
い
て
の
報
告
書
発
表

５
月
１
日

１１２

松
野
頼
久

　
日
本
維
新
の
会
国
会
議
員
団
幹
事

長
【
ど
う
な
る
野
党
再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に

聞
く
②
】

５
月
７
日

６１

モ
ー
ト
ン
・
ハ
ル
ペ
リ
ン

　
米
外
交
・
安
保
問

題
専
門
家

　

５
月
９
日

５８

ゲ
ー
リ
ー
・
ネ
ル

　
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
協
会
会
長

　

５
月
１２
日

４６

浅
尾
慶
一
郎

　
み
ん
な
の
党
代
表
【
ど
う
な
る

野
党
再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く
③
】

５
月
１２
日

６４

ユ
ー
ジ
ー
ン
・
カ
ン
デ
ル

　
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家

経
済
会
議
議
長

　

５
月
１３
日

３０

尾
身
茂

　
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
）
理
事
長

　

５
月
１６
日

５６

高
村
正
彦

　
自
民
党
副
総
裁
【
集
団
的
自
衛
権

を
考
え
る
⑥
】

５
月
１６
日

１０９

江
田
憲
司

　
結
い
の
党
代
表
【
ど
う
な
る
野
党

再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く
④
】

５
月
２０
日

７１

北
側
一
雄

　
公
明
党
副
代
表
【
集
団
的
自
衛
権

を
考
え
る
⑦
】

５
月
２１
日

１０９

迫
本
淳
一

　
松
竹
社
長
、
安
孫
子
正

　
松
竹
専

務
取
締
役
、
歌
舞
伎
俳
優

　
中
村
梅
玉
さ
ん

【
歌
舞
伎
座
新
開
場
１
周
年
記
念
会
見
】

５
月
２３
日

７２

シ
ェ
イ
ク
・
ハ
シ
ナ

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
首
相

　
５
月
２８
日

７１

ハ
ン
ネ
ス
・
ヘ
イ
ミ
ソ
ン

　
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
大
使

　

５
月
３０
日

２５

カ
ー
ル
＝
マ
グ
ナ
ス
・
ラ
ー
ソ
ン

　
原
子
放
射

線
の
影
響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ

Ｓ
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｒ
）
議
長

　

５
月
３０
日

５７

小
沢
一
郎

　
生
活
の
党
代
表
【
ど
う
な
る
野
党

再
編

　
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
聞
く
⑤
】

６
月
４
日

９７

舛
添
要
一

　
東
京
都
知
事

　

６
月
６
日

８７

ハ
ン
ス
・
デ
ィ
ー
ト
マ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ス
グ

ー
ト

　
駐
日
Ｅ
Ｕ
大
使

　

６
月
６
日

４３

平
良
朝
敬

　
か
り
ゆ
し
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

　

６
月
６
日

３８

詳

ジ
ュ
リ
ー
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
豪
外
相
、
デ
ー
ビ
ッ

ド
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
豪
国
防
相

　

６
月
１２
日

７６

ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ザ
ニ
エ
ル

　
欧
州
安
全
保
障
協

力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
事
務
総
長

　

６
月
１６
日

３５

ダ
ニ
エ
ル
・
ベ
ア
米
国
務
省
欧
州
安
全
保
障
協

力
機
構（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
担
当
特
別
代
表
（
大
使
）

６
月
１８
日

３１

オ
ラ
シ
オ
・
カ
ル
テ
ス

　
パ
ラ
グ
ア
イ
大
統
領

　
６
月
２５
日

４８

ホ
セ・ア
ン
ト
ニ
オ・ミ
ー
ド

　
メ
キ
シ
コ
外
相

　
６
月
２７
日

３７

レ
ヴ
ァ
ン
・
ツ
ィ
ン
ツ
ァ
ゼ

　
駐
日
グ
ル
ジ
ア

大
使

　

６
月
３０
日

２８

＊
「
詳
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
文
字
起
こ
し
の
「
会
見
詳
録
」
を
掲
載
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玉
木
林
太
郎

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
次
長
兼
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

　

７
月
２
日

５９

イ
ー
ホ
ル
・
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ

　
駐
日
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
使

　

７
月
３
日

４９

岸
惠
子
、
吉
永
小
百
合
【
著
者
と
語
る
『
歩
い

て
行
く
二
人

　
岸
惠
子

　
吉
永
小
百
合

　
人
生

を
語
る
、
未
来
を
語
る
』】

７
月
７
日

１７９

新
浪
剛
史

　
ロ
ー
ソ
ン
取
締
役
会
長
【
成
長
戦

略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら
の
視
点
⑦
】

７
月
９
日

１１２

金
丸
恭
文

　
規
制
改
革
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
座
長

７
月
２３
日

８３

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
ク
ー
パ
ー

　
米
サ
イ
モ
ン
・

ウ
ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
副
所
長

７
月
２４
日

４２

府
本
禮
司

　
沖
縄
平
和
協
力
セ
ン
タ
ー
理
事
長

【
沖
縄
の
防
災
対
策
に
米
軍
の
協
力
を
】

７
月
２９
日

２５

マ
ヌ
エ
ル
・
モ
レ
ノ
・
ロ
ペ
ス

　
駐
日
フ
ィ
リ

ピ
ン
大
使

７
月
３１
日

４２

近
藤
駿
介

　
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
理

事
長

８
月
７
日

７２

万
歳
章

　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

　（
記
者
研
修
会
）

８
月
２７
日

１３３

谷
田
千
里

　
タ
ニ
タ
代
表
取
締
役
社
長
【
成
長

戦
略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら
の
視
点
⑩
】

９
月
３
日

４６

エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

　
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代

表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

９
月
１８
日

５１

玉
木
林
太
郎

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
次
長
兼
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

９
月
２２
日

５９

下
村
博
文

　
文
部
科
学
大
臣

９
月
２４
日

５１

中
島
秀
之

　
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
長
、猪

口
孝

　
新
潟
県
立
大
学
長
、
太
田
博
道

　
長
崎

県
立
大
学
長
【「
知
的
活
性
化
構
想
」
会
見
】

９
月
２５
日

３０

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ー
ク
ス

　
米
ピ
ュ
ー
・
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
国
際
経
済
世
論
調
査
部
門
デ
ィ

レ
ク
タ
ー

９
月
２５
日

２６

枝
野
幸
男

　
民
主
党
幹
事
長

１０
月
１０
日

６２

ア
ー
リ
ン
・
リ
ー
メ
ス
タ
駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
１０
月
１４
日

３５

米
国
人
元
戦
争
捕
虜

１０
月
１５
日

３１

マ
ー
ク
・
ダ
イ
ブ
ル

　
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
事
務
局
長
【
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
】

１０
月
１６
日

３１

ラ
ジ
・
ス
ラ
ー
ニ

　
パ
レ
ス
チ
ナ
人
権
活
動
家

・
弁
護
士

１０
月
２０
日

２８

ギ
オ
ル
ギ
・
マ
ル
グ
ヴ
ェ
ラ
シ
ヴ
ィ
リ

　
グ
ル

ジ
ア
大
統
領

１０
月
２１
日

６１

馬
渕
清
資

　
北
里
大
学
教
授
（
イ
グ
・
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
）

１０
月
２４
日

４３

シ
ュ
リ
パ
ッ
ド
・
ナ
イ
ク

　
イ
ン
ド
文
化
・
観

光
相

１０
月
２８
日

２４

エ
ル
ハ
ッ
ジ
・
ア
マ
ド
ゥ
・
シ
ィ

　
国
際
赤
十

字
・
赤
新
月
社
連
盟
事
務
総
長

１０
月
２９
日

５１

グ
ン
ナ
ル
・
ブ
ラ
イ
エ
・
ス
ヴ
ェ
イ
ン
ソ
ン

　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
外
相

１１
月
１２
日

３２

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
レ
ス

　
国
連
難
民
高
等
弁

務
官

１１
月
１４
日

３１

玉
木
林
太
郎

　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
次
長
【
東
南
ア

ジ
ア
経
済
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
２
０
１
５
年
版
発
表
】

１１
月
１７
日

５５

錦
織
圭

　
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手

１１
月
１８
日

１４３

マ
リ
ア
・
フ
ァ
ン
デ
ル
フ
ー
フ
ェ
ン

　
国
際
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
関
事
務
局
長
【
世
界
エ
ネ
ル
ギ
ー

展
望
２
０
１
４
年
版
発
表
】

１１
月
１９
日

７４

エ
ス
テ
ィ
フ
ァ
ノ
ス

　
駐
日
エ
リ
ト
リ
ア
大
使
、

テ
ラ
ウ
ォ
ダ

　
駐
日
リ
ベ
リ
ア
大
使
、
シ
ラ

　
駐

日
ギ
ニ
ア
大
使
、
丸
山
則
夫

　
外
務
省
ア
フ
リ

カ
部
長
【
エ
ボ
ラ
出
血
熱
流
行
に
関
す
る
会
見
】

１１
月
２１
日

５５

エ
リ
ッ
ク
・
ガ
ル
セ
ッ
テ
ィ

　
米
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
市
長

１１
月
２６
日

２１

山
本
昌

　
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
投
手

１１
月
２６
日

７０

ト
ー
マ
ス
・
コ
ー
ベ
リ
エ
ル

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
財
団
理
事
長

１２
月
２
日

２１

内
堀
雅
雄

　
福
島
県
知
事

１２
月
５
日

３８

吉
岡
斉

　
原
子
力
市
民
委
員
会
座
長
（
九
州
大

学
教
授
）

１２
月
８
日

５３

石
原
慎
太
郎

　
次
世
代
の
党
最
高
顧
問

１２
月
１６
日

１５１

吉
川
元
偉

　
国
連
大
使

１２
月
１６
日

５２

ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス

　
世
界
空
手
連

盟
会
長

１
月
８
日

５２

エ
ル
ベ
・
ラ
ド
ス
ー
ス

　
国
連
平
和
維
持
活
動

担
当
事
務
次
長
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
局
長
）

１
月
１６
日

４２

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム

　
国
連
事
務

総
長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）

１
月
１９
日

５３

マ
グ
ヌ
ス
・
ロ
ー
バ
ッ
ク

　
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
大
使

１
月
２２
日

３２

ハ
ン
ヌ
・
リ
ン
ト
ゥ

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
放
送
交

響
楽
団
首
席
指
揮
者
、
新
田
ユ
リ

　
日
本
シ
ベ

リ
ウ
ス
協
会
会
長
【
シ
ベ
リ
ウ
ス
生
誕
１５０
年
】

１
月
２３
日

６５

マ
ル
ズ
キ
・
ダ
ル
ス
マ
ン

　
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共
和
国
（
Ｄ
Ｐ
Ｒ
Ｋ
）
人
権
状
況
に
関
す
る

国
連
特
別
報
告
者

１
月
２３
日

６４

ジ
ョ
ー
・
テ
ィ
ン
ダ
ル

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

気
候
変
動
担
当
大
使

１
月
２７
日

２１

ワ
リ
ー
ド
・
シ
ア
ム

　
駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
大
使

１
月
２７
日

９８

ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ

　
仏
経
済
学
者
【
著
者
と
語

る
『
２１
世
紀
の
資
本
』】

１
月
３１
日

２８３

詳

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
ク
ー
パ
ー

　
サ
イ
モ
ン
・
ウ

ィ
ー
ゼ
ン
タ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
副
所
長

２
月
２
日

６２

北
川
正
恭

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究

所
所
長
【
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
・
ス
イ
ッ
チ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
】

２
月
３
日

２６

ア
フ
メ
ッ
ト
・
ウ
ズ
ム
ジ
ュ

　
化
学
兵
器
禁
止

機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ｗ
）
事
務
局
長

２
月
１０
日

３３

ペ
ー
タ
ー
・
マ
ウ
ラ
ー

　
赤
十
字
国
際
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
総
裁

２
月
１３
日

３４

ポ
ー
ル
・
ラ
イ
ア
ン
議
員
ほ
か
米
下
院
超
党
派

議
員
団

２
月
１９
日

７９

岡
田
克
也

　
民
主
党
代
表

２
月
２５
日

９６

船
橋
洋
一

　
日
本
再
建
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
理
事

長
【『
吉
田
昌
郎
の
遺
言
―
吉
田
調
書
に
見
る

福
島
原
発
危
機
』
刊
行
会
見
】

２
月
２７
日

６６

パ
ウ
ロ
・
ク
リ
ム
キ
ン

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相

３
月
３
日

７１

山
田
彰

　
駐
メ
キ
シ
コ
大
使

３
月
３
日

２１

古
賀
伸
明

　
連
合
会
長

３
月
９
日

７４

マ
ル
ガ
レ
ー
タ
・
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
総

長
特
別
代
表
（
防
災
担
当
）

３
月
１１
日

３８

フ
ア
ン
・
カ
ル
ロ
ス
・
ピ
ン
ソ
ン

　
コ
ロ
ン
ビ
ア

国
防
大
臣

３
月
１３
日

２７

清
宮
克
幸

　
ラ
グ
ビ
ー
ヤ
マ
ハ
発
動
機
監
督

３
月
１７
日

７２

中
満
泉

　
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
危
機

対
応
局
長

３
月
１８
日

５８

ジ
ョ
ア
ン
ヌ
・
リ
ュ
ー

　
国
境
な
き
医
師
団
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
会
長

３
月
２０
日

４０

鈴
木
達
治
郎

　
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
世
界
大

会
組
織
委
員
長

３
月
２３
日

３７

中
尾
武
彦

　
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
総

裁

３
月
２５
日

９６

研
究
会
・
懇
談
会
　
８０
回

齋
藤
隆

　
元
統
合
幕
僚
長
【
集
団
的
自
衛
権
を

考
え
る
⑤
】

４
月
１４
日

１０１

マ
イ
ケ
ル
・
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ア
ー

　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
駐
日
代
表
【
欧
州
の
難
民
政
策
】

４
月
１５
日

３９

三
村
信
男

　
茨
城
大
学
副
学
長
、
地
球
変
動
適

応
科
学
研
究
機
関
長
【
温
暖
化
問
題
】

４
月
１８
日

５５

髙
木
喜
孝

　
弁
護
士
【
戦
後
補
償
を
考
え
る
】
５
月
８
日

７５

浅
野
勝
人

　
元
自
民
党
国
会
議
員
【
著
者
と
語

る
『
北
京
大
学
講
義
録

　
日
中
反
目
の
連
鎖
を

断
と
う
』】

５
月
１３
日

５６

石
郷
岡
建

　
元
毎
日
新
聞
モ
ス
ク
ワ
特
派
員

【
ウ
ク
ラ
イ
ナ
③
】

５
月
１４
日

７１

毛
丹
青

　
神
戸
国
際
大
学
教
授
【
中
国
と
ど
う

つ
き
あ
う
か
⑧
】

５
月
１６
日

７３

詳

竹
中
千
春

　
立
教
大
学
教
授
【
イ
ン
ド
総
選
挙
】
５
月
１９
日

４５
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山
崎
茂
明

　
愛
知
淑
徳
大
学
教
授
【
日
本
発
の

研
究
は
信
頼
回
復
で
き
る
か
①
】

５
月
２３
日

７６

詳

家
中
隆

　
日
本
人
材
派
遣
協
会
会
長
【
労
働
者

派
遣
法
の
改
正
】

５
月
２６
日

６１

四
宮
啓

　
弁
護
士
【
裁
判
員
制
度
施
行
か
ら
５

年
―
現
状
と
課
題
】

６
月
４
日

４５

畔
蒜
泰
助

　
東
京
財
団
研
究
員
【
ウ
ク
ラ
イ

ナ
④
】

６
月
５
日

４２

増
田
寛
也

　
日
本
創
成
会
議
座
長
・
元
総
務
相

・
元
岩
手
県
知
事【
人
口
減
少
問
題
①
】

６
月
９
日

１０５

野
村
茂
雄

　
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事

【
放
射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
研
究
の
現
状
】

６
月
１０
日

７１

林
典
子

　
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
【
著
者
と

語
る
『
キ
ル
ギ
ス
の
誘
拐
結
婚
』】

６
月
１３
日

２５

増
田
雅
之

　
防
衛
省
防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官

【
中
国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
⑨
】

６
月
１７
日

８８

イ
ア
ン
・
ブ
ル
マ
氏（
オ
ラ
ン
ダ
出
身
、作
家
）、

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ナ
ス

　
独
デ
ィ
・
ツ
ァ
ィ
ト
紙

チ
ー
フ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
レ
ス
ポ

ン
デ
ン
ト
、
シ
ル
ビ
エ
・
カ
ウ
フ
マ
ン

　
仏
ル

モ
ン
ド
紙
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

【
３
人
の
欧
州
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
聞
く
】

６
月
２５
日

４５

佐
倉
統

　
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授

【
日
本
発
の
研
究
は
信
頼
回
復
で
き
る
か
②
】

６
月
２６
日

４８

池
内
恵

　
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
准
教
授
【
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア

　
大
統
領

選
後
の
中
東
】

６
月
２７
日

５６

鬼
頭
宏

　
上
智
大
学
教
授【
人
口
減
少
問
題
②
】
７
月
３
日

８５

詳

大
島
満
吉
「
興
安
街
命
日
会
」
会
長
、
藤
原
作

弥
会
員
【
著
者
と
語
る
『
葛
根
廟
事
件
の
証
言

　

草
原
の
惨
劇
・
平
和
へ
の
祈
り
』】

７
月
１７
日

４４

赤
石
千
衣
子

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ

あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
理
事
長
【
現
代
日
本
の
貧

困
①
】

７
月
１８
日

４４

阿
部
彩

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

社
会
保
障
応
用
分
析
研
究
部
部
長
【
現
代
日
本

の
貧
困
②
】

７
月
２８
日

５２

小
田
切
徳
美

　
明
治
大
学
教
授
【
人
口
減
少
問

題
③
】

７
月
３０
日

８１

神
庭
重
信

　
日
本
精
神
神
経
学
会
副
理
事
長

【
精
神
疾
患
用
語
改
訂
の
背
景
】

８
月
１
日

３２

ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー

　
米
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
東
ア

ジ
ア
研
究
所
長
【
著
者
と
語
る
『
ワ
シ
ン
ト
ン

の
中
の
ア
ジ
ア
』】

８
月
６
日

８１

小
原
凡
司

　
東
京
財
団
研
究
員
・
政
策
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
【
中
国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
⑩
】

８
月
８
日

９８

詳

山
下
一
仁

　
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究

所
研
究
主
幹
【
農
協
解
体
】

８
月
１９
日

９１

馬
場
公
彦

　
作
家
【
著
者
と
語
る
『
現
代
日
本

人
の
中
国
像

　
日
中
国
交
正
常
化
か
ら
天
安
門

事
件
ま
で
』】

８
月
２０
日

６６

藤
山
浩

　
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
統
括
監
【
人
口
減
少
問
題
⑤

　
記
者
研

修
会
】

８
月
２８
日

８０

ジ
ェ
レ
ミ
ー・ブ
ラ
ッ
ク

　
英
エ
ク
セ
タ
ー
大
学

教
授
【
地
政
学
か
ら
考
え
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
】

９
月
２
日

６４

津
上
俊
哉

　
現
代
中
国
研
究
家
【
中
国
と
ど
う

つ
き
あ
う
か
⑪
】

９
月
１０
日

９２

詳

大
沢
真
理

　
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授

【
現
代
日
本
の
貧
困
③
】

９
月
１２
日

５１

高
崎
智
彦

　
国
立
感
染
症
研
究
所
ウ
イ
ル
ス
第

１
部
第
二
室
室
長
、
大
西
健
児

　
都
立
墨
東
病

院
感
染
症
科
部
長
【
デ
ン
グ
熱
の
国
内
感
染
と

そ
の
対
応
】

９
月
１２
日

５６

国
正
武
重

　
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
【
著
者
と

語
る
『
伊
東
正
義

　
総
理
の
イ
ス
を
蹴
飛
ば
し

た
男
』】

９
月
１７
日

４４

吉
野
直
行

　
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
研
究
所
（
Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｉ
）
所
長
【
成
長
戦
略
に
は
何
が
必
要
か

　

現
場
か
ら
の
視
点
⑪
】

９
月
２６
日

４１

西
沢
和
彦

　
日
本
総
研
上
席
主
任
研
究
員
【
１３０

兆
円
は
誰
の
も
の
か
―
年
金
運
用
改
革
を
問
う

①
】

９
月
２６
日

６１

詳

小
幡
績

　
慶
応
大
学
准
教
授
【
１３０
兆
円
は
誰
の

も
の
か
―
年
金
運
用
改
革
を
問
う
②
】

９
月
３０
日

６０

結
城
康
博

　
淑
徳
大
学
教
授
【
現
代
日
本
の
貧

困
④
】

１０
月
１
日

５２

保
阪
正
康

　
作
家
【
戦
後
７０
年

　
語
る
・
問
う

②
】

１０
月
７
日

１１３

詳

伊
藤
隆
敏

　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
【
１３０

兆
円
は
誰
の
も
の
か
―
年
金
運
用
改
革
を
問
う

③
】

１０
月
２１
日

６９

オ
リ
バ
ー
・
ホ
ー
ア

　
２
０
１
２
年
ロ
ン
ド
ン

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
当
主
任
【
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

⑨
】

１０
月
２２
日

４４

ピ
ー
タ
ー
・
リ
ス
ト

　
イ
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
代

表
取
締
役
社
長
【
成
長
戦
略
に
は
何
が
必
要
か

　

現
場
か
ら
の
視
点
⑫
】

１０
月
３０
日

４１

冨
山
和
彦

　
経
営
共
創
基
盤
Ｃ
Ｅ
Ｏ
【
成
長
戦

略
に
は
何
が
必
要
か

　
現
場
か
ら
の
視
点
⑬
】

１１
月
５
日

５１

加
藤
典
洋

　
文
芸
評
論
家
【
戦
後
７０
年

　
語
る

・
問
う
③
】

１１
月
７
日

７５

詳

武
田
徹
・
恵
泉
女
学
園
大
教
授
、
山
田
健
太
・

専
修
大
教
授
【
著
者
と
語
る
『
現
代
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
事
典
』】

１１
月
１０
日

４２

葛
兆
光

　
上
海
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
院
長

【
著
者
と
語
る
『
中
国
再
考

　
そ
の
領
域
・
民

族
・
文
化
』】

１１
月
１０
日

５４

詳

髙
木
勇
樹

　
元
農
林
水
産
事
務
次
官
【
戦
後
７０

年
　
語
る
・
問
う
④
】

１１
月
１３
日

６２

山
田
太
一

　
脚
本
家
【
戦
後
７０
年

　
語
る
・
問

う
⑤
】

１１
月
１４
日

７８

詳

小
峰
隆
夫

　
元
経
済
企
画
庁
調
査
局
長
【
戦
後

７０
年

　
語
る
・
問
う
⑥
】

１１
月
１９
日

７３

伊
藤
隆
敏

　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
【
１０

％
先
送
り
が
問
う
も
の
①
】

１１
月
２６
日

３１

金
両
基

　
前
静
岡
県
立
大
学
教
授
【
朝
鮮
通
信

使
と
韓
日
の
善
隣
友
好
と
平
和
外
交
】（
プ
レ
ス

ツ
ア
ー
事
前
勉
強
会
）

１１
月
２７
日

３４

平
井
愼
二

　
下
総
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
物
依

存
治
療
部
長【
条
件
反
射
制
御
法
と
刑
法
改
正
】

１１
月
２８
日

１２

志
摩
篤

　
元
陸
上
幕
僚
長
【
戦
後
７０
年

　
語
る

・
問
う
⑦
】

１２
月
３
日

５５

張
本
勲

　
元
プ
ロ
野
球
選
手
【
戦
後
７０
年

　
語

る
・
問
う
⑧
】

１２
月
３
日

７１

田
中
浩
一
郎

　
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
保
坂
修
司
同
副
セ
ン

タ
ー
長
【「
イ
ス
ラ
ム
国
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
】

１２
月
４
日

６４

詳

本
田
悦
朗

　
内
閣
官
房
参
与
【
１０
％
先
送
り
が

問
う
も
の
②
】

１２
月
５
日

４２

渡
辺
靖

　
慶
応
大
学
教
授
【
戦
後
７０
年

　
語
る

・
問
う
⑨
】

１２
月
１２
日

７６

松
本
正
生

　
埼
玉
大
学
教
授
【
衆
院
選
後
の
日

本
―
民
意
を
ど
う
読
む
か
①
】

１２
月
１７
日

８２

待
鳥
聡
史

　
京
都
大
学
大
学
院
教
授
【
衆
院
選

後
の
日
本
―
民
意
を
ど
う
読
む
か
②
】

１２
月
１９
日

８３

柯
隆

　
富
士
通
総
研
主
席
研
究
員
【
２
０
１
５

年
経
済
見
通
し
①
】

１
月
１９
日

１０２

詳

後
藤
政
子

　
神
奈
川
大
学
名
誉
教
授
【
キ
ュ
ー

バ
】

１
月
２０
日

７８

渡
辺
博
史

　
国
際
協
力
銀
行
総
裁
【
２
０
１
５

年
経
済
見
通
し
②
】

１
月
２６
日

９２

加
藤
出

　
東
短
リ
サ
ー
チ
社
長
【
２
０
１
５
年

経
済
見
通
し
③
】

１
月
２６
日

８２

渡
邊
啓
貴

　
東
京
外
国
語
大
学
教
授
【
仏
週
刊

紙
銃
撃
事
件
】

１
月
２７
日

６９

詳

ロ
バ
ー
ト
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン

　
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ

ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
証
券
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ

ク
タ
ー

　
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
【
２
０
１
５

年
経
済
見
通
し
④
】

１
月
２８
日

９４

詳

明
石
康

　
元
国
連
事
務
次
長
【
戦
後
７０
年

　
語

る
・
問
う
⑪
】

２
月
３
日

７０
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高
橋
進

　
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長
（
経
済
財

政
諮
問
会
議
民
間
議
員
）【
２
０
１
５
年
経
済
見

通
し
⑤
】

２
月
４
日

８９

ア
ル
モ
ー
メ
ン
・
ア
ブ
ド
ー
ラ

　
東
海
大
学
国

際
教
育
セ
ン
タ
ー
准
教
授
【
イ
ス
ラ
ム
の
視
点

①
】

２
月
４
日

７１

滝
本
太
郎

　
弁
護
士
、
西
田
公
昭

　
立
正
大

教
授
、
山
口
貴
士

　
弁
護
士
【
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
２０
年
①
】

２
月
５
日

３３

姚
儷
瑾

　
中
国
人
の
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
受
賞
者
【
中
国
と
ど
う
つ
き
あ

う
か
⑫
】

２
月
６
日

５２

濱
口
桂
一
郎

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
主

席
統
括
研
究
員
【
戦
後
７０
年

　
語
る
・
問
う
⑫
】

２
月
１６
日

５５

グ
ニ
ラ
・
ヘ
ル
リ
ッ
ツ

　
タ
ー
ゲ
ン
ス
・
ニ
ー
ヘ

ー
テ
ル
紙
社
長
、
ペ
ー
テ
ル
・
ヴ
ォ
ロ
ダ
ル
ス

キ
　
同
編
集
長
【
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
新
聞
経
営
・
編
集
】

２
月
１７
日

６３

田
原
牧

　
中
日
新
聞
・
東
京
新
聞
記
者
【
著
者

と
語
る
『
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
残
り
香
─
「
ア
ラ
ブ

の
春
」
が
変
え
た
も
の
』】

２
月
１７
日

５６

宮
本
康
昭

　
弁
護
士
【
戦
後
７０
年

　
語
る
・
問

う
⑬
】

２
月
２３
日

４８

島
田
裕
巳

　
宗
教
学
者
、
作
家
【
地
下
鉄
サ
リ

ン
事
件
２０
年
②
】

２
月
２６
日

３６

高
橋
シ
ズ
ヱ
さ
ん
、
宇
都
宮
健
児

　
弁
護
士
、

中
村
裕
二

　
弁
護
士
【
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
２０

年
③
】

３
月
４
日

７２

竹
内
洋

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
【
戦
後
７０
年

　

語
る
・
問
う
⑭
】

３
月
５
日

６３

大
庭
三
枝

　
東
京
理
科
大
学
教
授
【
著
者
と
語

る
『
重
層
的
地
域
と
し
て
の
ア
ジ
ア

　
対
立
と

共
存
の
構
図
』】

３
月
６
日

６３

板
橋
拓
己

　
成
蹊
大
学
准
教
授
【
著
者
と
語
る

『
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

　
現
代
ド
イ
ツ
を
創
っ
た
政
治

家
』】

３
月
２７
日

４１

記
者
ゼ
ミ
　
１８
回

第
１
期
　
中
国
・
朝
鮮
半
島
編

道
下
徳
成

　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
【
激

動
す
る
東
ア
ジ
ア
と
韓
国
新
戦
略
の
行
方
】

４
月
２４
日

１３

詳

金
泳
徳

　
韓
国
コ
ン
テ
ン
ツ
振
興
院
日
本
事
務

所
長
【
冬
ソ
ナ
か
ら
１０
年
―
韓
流
の
新
戦
略
と

は
】

５
月
２０
日

１６

詳

第
２
期
　
ネ
ッ
ト
時
代
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
編

小
野
高
道

　
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
担
当
補
佐
、

藤
谷
健

　
同
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
エ
デ
ィ
タ

ー
【
朝
日
新
聞
の
取
組
と
課
題
】

５
月
２１
日

１３０

八
浪
英
明

　
河
北
新
報
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
長

【
河
北
新
報
の
取
組
と
課
題
】

６
月
１２
日

６８

詳

宇
佐
美
理

　
日
本
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事

業
部
担
当
部
次
長
【
日
本
テ
レ
ビ
の
取
組
と
課

題
】

６
月
２４
日

５６

伊
藤
儀
雄

　
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部
リ
ー
ダ

ー
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
時
代
の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

　

課
題
と
戦
略
】

７
月
１１
日

６０

神
保
哲
生

　
ビ
デ
オ
ニ
ュ
ー
ス
・
ド
ッ
ト
コ
ム

代
表
【
ネ
ッ
ト
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

　
今
と
将

来
】

７
月
１６
日

３６

田
中
大
雅

　
東
洋
経
済
新
報
社
デ
ジ
タ
ル
メ
デ

ィ
ア
局
長
【
東
洋
経
済
オ
ン
ラ
イ
ン
の
挑
戦
】

９
月
２９
日

２９

鈴
木
祐
司

　
次
世
代
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
代
表

【
デ
ジ
タ
ル
化
で
情
報
が
爆
発
す
る
～
既
存
メ

デ
ィ
ア
に
残
さ
れ
た
道
】

１０
月
３
日

２７

八
田
真
行

　
駿
河
台
大
学
経
済
経
営
学
部
専
任

講
師
【
デ
ー
タ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
状
と
将

来
】

１０
月
１７
日

２５

茂
木
崇

　
東
京
工
芸
大
学
専
任
講
師
【
光
が
見

え
て
き
た
米
国
の
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
事

情
】

１１
月
４
日

８０

古
田
大
輔

　
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
編
集
部

　
記

者
／
編
集
者
【
デ
ジ
タ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

現
場
か
ら
】

１１
月
２０
日

２３

出
雲
秀
一

　
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
パ

ー
ト
ナ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
【
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
新

た
な
可
能
性
―
総
選
挙
、
災
害
報
道
な
ど
で
の

活
用
に
つ
い
て
】

１１
月
２７
日

２９

我
孫
子
和
夫

　
元
Ａ
Ｐ
通
信
社
北
東
ア
ジ
ア
総

支
配
人
【
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
報
道
倫
理
】

１２
月
１７
日

２６

五
野
井
郁
夫

　
高
千
穂
大
学
准
教
授
【
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
と
政
治

　
現
状
と
展
望
】

２
月
２０
日

２７

池
村
聡

　
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
弁
護
士

【
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
報
道
と
著
作
権

問
題
】

３
月
３
日

２９

渡
邉
英
徳

　
首
都
大
学
東
京
准
教
授
【
デ
ー
タ

を
紡
い
で
社
会
に
つ
な
ぐ
】

３
月
１０
日

２３

宍
戸
常
寿

　
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
教
授
【
ネ
ッ
ト
・
法
・
倫
理
】

３
月
２４
日

３４

詳

第
１７
回
記
者
研
修
会
　
８
／
２７
～
２８

　
４０
社
６１
人

万
歳
章

　
Ｊ
Ａ
全
中
会
長

　
記
者
会
見
（
会
員

オ
ー
プ
ン
）

片
山
善
博

　
慶
応
大
学
教
授
（
元
総
務
相
、
元

鳥
取
県
知
事
）昼
食
会【
人
口
減
少
問
題
④
】（
会

員
オ
ー
プ
ン
）

中
国
大
使
館
訪
問
：
程
永
華

　
駐
日
大
使
会
見

▼
大
使
館
職
員
と
の
懇
談

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　「
福
島
と
沖
縄
：

地
元
の
声
を
伝
え
続
け
る
」

８
月
２７
日

パ
ネ
リ
ス
ト
：
菅
野
龍
太

　
福
島
民
報
社
報
道

部
副
部
長
、
菅
野
篤
司

　
福
島
民
友
新
聞
社
東

京
支
社
報
道
部
主
任
、
吉
田
央

　
沖
縄
タ
イ
ム

ス
社
県
政
キ
ャ
ッ
プ
、
島
洋
子

　
琉
球
新
報
社

東
京
支
社
報
道
部
長

司
会

　
金
平
茂
紀

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
執
行
役
員

報
道
局
付

折
田
真
紀
子

　
長
崎
大
学
助
教
（
川
内
村
復
興

拠
点
保
健
師・看
護
師
）【
川
内
村
で
の
健
康
相
談
】

交
流
会

井
上
恭
介

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
報
道
番
組
セ
ン
タ
ー

　

チ
ー
フ･

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
【
里
山
資
本
主
義
】

田
中
明
彦

　
国
際
協
力
機
構
理
事
長

　
昼
食
会

（
会
員
オ
ー
プ
ン
）

周
防
正
行

　
映
画
監
督
【
取
り
調
べ
可
視
化
】

藤
山
浩

　
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
統
括
監
（
島
根
県
立
大
学
連
携
大
学
院
教

授
）【
人
口
減
少
問
題
⑤
】（
会
員
オ
ー
プ
ン
）

８
月
２８
日

詳

関
西
文
化
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
　
４
／
１０
～
１１

　
２５
人

国
立
文
楽
劇
場
（
大
阪
）：
桐
竹
勘
十
郎
さ
ん

の
人
形
遣
い
の
説
明
▼
菅
原
伝
授
手
習
鑑
（
第

２
部
）
鑑
賞

４
月
１０
日

見
学
（
京
都
）：
高
橋
提
燈
▼
日
本
食
「
菊
乃

井
本
店
」
▼
和
菓
子
店
「
末
富
」
▼
川
島
織
物

セ
ル
コ
ン
市
原
営
業
所
（
緞
帳
製
作
工
程
、
織

物
文
化
館
な
ど
）

４
月
１１
日

幌
延
取
材
団
　
６
／
１８
～
１９

　
１７
社
２２
人

野
々
村
仁
幌
延
町
議
会
議
長
▼
宮
本
明
同
町
長

▼
清
水
和
彦
・
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
幌

延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
▼
久
世
薫
嗣
・

核
廃
棄
物
施
設
誘
致
に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協

議
会
代
表
委
員
ほ
か
市
民
団
体

　
会
見

６
月
１８
日

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
：
地
下
３５０
メ
ー
ト
ル
水
平
坑
道
地
層
処
分

実
規
模
試
験
施
設
な
ど
▼
エ
コ
ロ
ベ
ツ
フ
ァ
ー

ム
（
稚
内
市
）　
見
学
・
取
材

６
月
１９
日

岩
手
・
宮
城
取
材
団
　
８
／
２９
～
３０

　
１５
社
２２
人

岩
手
県
遠
野
市
：
本
田
敏
秋
市
長
会
見
▼
記
録

ビ
デ
オ
「
遠
野
市
の
後
方
支
援
活
動
」
上
映
▼

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
、
仮
設
住
宅
取
材

宮
古
市
：
田
老
地
区
取
材

　
防
潮
堤
、
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
（
震
災
遺
構
）、
田
老
総
合
事
務

所
（
旧
田
老
町
役
場
）
な
ど
▼
「
学
ぶ
防
災
」

ガ
イ
ド
元
田
久
美
子
さ
ん
、
松
本
勇
毅
た
ろ
う

観
光
ホ
テ
ル
社
長
の
話
、
津
波
ビ
デ
オ
上
映
▼

冨
手
淳

　
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
・
旅
客
サ
ー
ビ

ス
部
長
会
見

８
月
２９
日
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大
槌
町
：
曹
洞
宗
・
吉
祥
寺

　
高
橋
英
悟
住
職

会
見
▼
「
三
陸
花
ホ
テ
ル
は
ま
ぎ
く
」
で
千
代

川
茂
は
ま
ぎ
く
社
長
、
菅
原
智
広

　
岩
手
日
報

編
集
局
長
ら
と
懇
談

８
月
２９
日

釜
石
市
：
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
跡
な
ど

を
見
学

陸
前
高
田
市
：
戸
羽
太
市
長
会
見
▼
掘
削
土
搬

送
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、
奇
跡
の
一
本
松
見
学

宮
城
県
南
三
陸
町
：
南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

見
学
▼
佐
藤
仁
町
長
会
見
▼
防
災
対
策
庁
舎
跡

見
学

８
月
３０
日

宝
塚
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
　
９
／
２
～
３

　
２０
人

宝
塚
大
劇
場
：
宝
塚
歌
劇
の
殿
堂
見
学
▼
小
林

公
一・歌
劇
団
理
事
長
会
見
▼「
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
」

観
劇
▼
演
出
家
・
中
村
一
徳
氏
と
の
懇
談

９
月
２
日

市
立
手
塚
治
虫
記
念
館
見
学
▼
中
川
智
子
市
長

会
見
▼
小
林
一
三
記
念
館
見
学

９
月
３
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
取
材
団
　
１１
／
３
～
５

　
１４
社
２９
人

駐
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使
館

　
石
川
和
秀
大
使
ら
に

よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

マ
ラ
カ
ニ
ア
ン
宮
殿

　
ア
キ
ノ
大
統
領
会
見

　
デ

ル
ロ
サ
リ
オ
外
相
、
ガ
ズ
ミ
ン
国
防
相
な
ど
同
席

　
１１
月
４
日

フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
本
部
▼
ト
ゥ
ア
ソ
ン
副
司

令
官
ほ
か
幹
部
職
員
会
見
▼
巡
視
艇
乗
船
・
視
察

１１
月
５
日

神
戸
・
淡
路
取
材
団
　
１２
／
２
～
４

　
１１
社
１５
人

神
戸
新
聞
社
訪
問
▼
北
淡
震
災
記
念
公
園

　
野

島
断
層
保
存
館
見
学
／
語
り
部

　
池
本
啓
治
さ

ん
の
話

１２
月
２
日

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
見
学
▼
会
見

　
河
田

惠
昭

　
同
セ
ン
タ
ー
長
▼
中
村
順
子

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
理
事
長
▼

五
百
旗
頭
真
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
２１
世
紀
機
構

理
事
長
▼
語
り
部

　
奥
秀
雄
さ
ん
、
秦
詩
子
さ

ん
▼
村
井
雅
清

　
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働
セ
ン
タ

ー
代
表
▼
室
﨑
益
輝

　
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
２１

世
紀
機
構
副
理
事
長

　

１２
月
３
日

訪
問
・
見
学

　
三
ッ
星
ベ
ル
▼
ト
ア
セ
イ
コ
ー

▼
会
見

　
三
谷
陽
造

　
神
戸
市
産
業
振
興
財
団

参
事
▼
正
木
貞
良

　
日
本
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ

工
業
組
合
理
事
長
▼
視
察

　
大
正
筋
商
店
街
▼

会
見

　
伊
東
正
和

　
同
商
店
街
振
興
組
合
理
事

長
▼
杉
本
明
文

　
兵
庫
県
防
災
監

１２
月
４
日

朝
鮮
通
信
使
　
静
岡
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
　
１２
／
４

　
１５
人

清
見
寺
（
静
岡
市
清
水
区
）
▼
海
岸
寺
、
薩
埵

峠
（
清
水
区
）
▼
宝
泰
寺
（
葵
区
）

１２
月
４
日

欧
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
材
団
　
２
／
２
～
１２

　
１４
社
１６
人

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
▼
視
察

　
オ
ス
カ
ー
シ
ャ
ム
原

子
力
発
電
所
▼
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｂ
（
使
用
済
み
燃
料
集

中
中
間
貯
蔵
施
設
）と
エ
ス
ポ
岩
盤
研
究
所（
地

層
処
分
の
研
究
）
▼
会
見

　
バ
イ
ラ
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
担
当
相
ら
▼
エ
ッ
ケ
ー
ル
ベ
リ
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物
管
理
会
社
（
Ｓ
Ｋ
Ｂ
）

Ｃ
Ｅ
Ｏ
▼
森
元
誠
二
・
駐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本

大
使
▼
視
察

　
エ
ス
ト
ハ
ン
マ
ル
市
フ
ォ
ル
ス
マ

ル
ク
村
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
北
部
・
放
射
性
廃

棄
物
最
終
処
分
場
建
設
予
定
地
）、
エ
ス
ト
ハ
ン

マ
ル
副
市
長
と
Ｓ
Ｋ
Ｂ
担
当
者
会
見

２
月
２
日

～ 

２
月
５
日

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
▼
プ
ロ
モ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
（
取
材
団
受
け
入
れ
機
関
）
ブ
リ
ー
フ
▼
会

見
　
グ
ン
ロ
イ
グ
ソ
ン
首
相
▼
ア
ル
ナ
ド
ッ
テ

ィ
ル
産
業
・
商
業
相
▼
ラ
ン
ド
ズ
ヴ
ィ
ル
キ
ュ

ン
社
（
最
大
手
の
電
力
会
社
）
幹
部
▼
「
地
熱

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
所
長
▼
志
野

光
子

　
駐
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
初
代
常
駐
日
本
大
使

▼
視
察

　
ヘ
ッ
ト
リ
ー
ズ
ヘ
イ
ジ
地
熱
発
電
所

▼
ス
バ
ル
ツ
エ
ン
ギ
地
熱
発
電
所
視
察
▼
ア
イ

ス
ラ
ン
ド
・
ド
リ
リ
ン
グ
社
に
よ
る
掘
削
現
場
、

ホ
フ
デ
ィ
・
ハ
ウ
ス
（
１
９
８
６
年
、
レ
ー
ガ

ン
ー
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
迎

賓
館
）
な
ど

２
月
５
日

～ 

２
月
７
日

ド
イ
ツ
▼
会
見

　
ア
ゴ
ラ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヴ
ェ

ン
デ
（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）
広
報
担
当
者
▼
ド
イ

ツ
産
業
連
盟
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
担
当
者

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
エ
ナ
ー
ジ
ー
社
・
広
報
・

政
務
担
当
者
▼
「
５０
ヘ
ル
ツ
」（
再
生
可
能
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
扱
う
送
電
会
社
）
広
報
担
当
者
▼

デ
ィ
ー
・
タ
ー
ゲ
ス
ツ
ァ
イ
ト
ン
グ
紙
経
済
・

環
境
部
長
と
の
懇
談
▼
バ
ー
ケ
・
経
済
エ
ネ
ル

ギ
ー
省
事
務
次
官
▼
Ｅ
・
Ｏ
Ｎ
（
最
大
手
の
電

力
会
社
）
ベ
ル
リ
ン
事
務
所
担
当
者
▼
ハ
イ
ネ

ン
＝
エ
ッ
サ
ー
・
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
分
検
討

委
員
会
委
員
長
▼
中
根
猛
・
駐
独
日
本
大
使
▼

視
察

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
フ
ィ
シ
ェ
ン
ト
・
ハ

ウ
ス

２
月
８
日

～ 

２
月
１１
日

試
写
会
・
上
映
会
　
１６
回

「
中
国

　
日
本

　
わ
た
し
の
国
」　

４
月
４
日

６３

「
夢
は
牛
の
お
医
者
さ
ん
」　

４
月
１８
日

５２

「
ア
オ
ギ
リ
に
た
く
し
て
」　

５
月
２
日

６１

「
パ
ー
ク
ラ
ン
ド
―
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
、
真
実
の
４

日
間
」

６
月
２
日

１０２

「
ロ
ー
マ
の
教
室
で
～
我
ら
の
佳
き
日
々
～
」　

７
月
３０
日

９２

「
Ｎ
Ｏ
」

８
月
７
日

７２

「
イ
ラ
ク

　
チ
グ
リ
ス
に
浮
か
ぶ
平
和
」　

１０
月
１
日

５１

「
無
知
の
知
」　

１０
月
２７
日

６０

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
ソ
ン
グ
」　

１１
月
６
日

５２

「
ガ
ガ
ー
リ
ン

　
世
界
を
変
え
た
１０８
分
」　

１２
月
８
日

９０

「
何
を
怖
れ
る

　
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
生
き
た
女
た

ち
」

１２
月
１５
日

４０

「
パ
ン
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」　

１２
月
１９
日

２５

「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ

　
１
９
３
１
海
の
向
こ
う
の
甲
子

園
」　

１
月
１６
日

１７３

「
愛
し
て

　
飲
ん
で

　
歌
っ
て
」　

１
月
２３
日

１３０

「
ソ
ビ
ブ
ル
、
１
９
４
３
年
１０
月
１４
日
午
後
４

時
」　

２
月
６
日

６０

「
皆
殺
し
の
バ
ラ
ッ
ド

　
メ
キ
シ
コ
麻
薬
戦
争
の

光
と
闇
」　

３
月
５
日

７７

賛
助
会
員
の
会
　
３
回

脇
祐
三

　
日
本
経
済
新
聞
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

　

「
中
東
を
構
造
的
に
理
解
す
る
」

７
月
３１
日

２９

賛
助
会
員
と
記
者
の
集
い

１２
月
３
日

６０

川
戸
惠
子

　
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
シ
ニ
ア
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー

３
月
２３
日

３０

学
生
会
員
の
会
　
１
回

倉
重
篤
郎

　
毎
日
新
聞
論
説
室
専
門
編
集
委

員
、
島
洋
子

　
琉
球
新
報
東
京
支
社
報
道
部
長

９
月
１６
日

１４

一
般
行
事
　
５
回

ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
生
誕
１００
年
の
夕
べ

　

４
月
９
日

１００

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
贈
賞
式
・
パ
ー
テ
ィ
ー

　

５
月
２８
日

１８３

総
会
記
念
講
演
会

　
五
百
旗
頭
真

　
前
防
衛
大

学
校
校
長

５
月
２８
日

１７１

詳

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
記
念
講
演
会

　
橋
本

五
郎

　
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
、
山
田
孝
男

　

毎
日
新
聞
政
治
部
特
別
編
集
委
員

６
月
１６
日

３００

詳

新
年
互
礼
会
員
懇
親
会

　

１
月
１５
日

１９９

趣
味
の
会

囲
碁
の
会
（
２
０
１
４
／
４
／
１９
、
５
／
２４
、

６
／
２８
（
夏
季
大
会
）、
７
／
１９
、
９
／
２７
、

１０
／
２５
、
１１
／
１５
、
１２
／
１３
（
大
軒
杯
）、
２

０
１
５
／
１
／
２４
、
２
／
２１
、
３
／
２８
）

ゴ
ル
フ
の
会
（
５
／
１２
相
模
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
１０
／
２９
キ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
）


